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運転するまでに必要となる操作、ごを意が説明してあ0ます。 


走行、停止の方法やま全運転の方法び説明してあ0まず。 
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別冊の「ナビゲーシヨンシステム取扱書」ち併せてお読みください。 
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ホ：車両型式などで異なる装備やオプション装備 
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知つておいていただをたいこと 


I 本書の内容について 


本書はオプションを含むすべての装備の説明をしています。 

そのため、お客様のお車にはない装備の説明び記載されている場合びあ0ます。 
また、車の仕様変更により、内容びお車と一致しない場合びありますのでご了承 
<ださい。 

トヨタ販売店で取り付けられた装備（販売店オプション）の取り扱いについて 
は、その商品に付属の取扱説明書をお読み<ださい。 

イラストは、記載している仕様などの違いにより、お客様のお車の装備と一致し 
ない場合びあります。 


[違法改造について 


• トヨタび国±交通省に届け出をした部品し U 外のちのを装着すると、違法改造 
になることびあります。 

♦車高を下げたり、ワイドタイヤを装着するなど、車の性能や機能に適さない 
部品を装着すると、故障の原因となったり、事故をおこし、重大な傷害を受 
けるおそれびありを険です。 

• 八ンドルの改造は絶対にしないでください。八ンドルには SRS エアバッグ 
び内蔵されているため、不適切に扱5と、正常に作動しなくなったり、誤っ 
てみくらみ、 重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ 
0ます。 


• なの場合はトヨタ販売店にご相談ください。 

-タイヤ-ディスクホイール-ホイール取り付けナツトの交換。 

異なった種類や指定!;(がのちのを使用すると、走行に悪影響をおよぼした 
り、違法改造になることびあります。 

-電装品-無線機などの取り付け、取りはずし。 

電子機器部品に悪影響をおよぼしたり、故障や車両火災など事故につなび 
るおそれびありを険です。 

• フロントウインドウガラス、および運転席-助手席の窓ガラスに着色フィル 
ム（含む透明フィルム）などを貼り付けないでください。視界を巧げるばか 
りでなく、違法改造につなびるおそれびあります。 
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[運転についてのごを意 


ほかの車や歩行ちなど、周囲の状況に常に注意を仏い、ま全運転をむびけてくだ 
さい。 

ミ酉気帯び運転は絶巧しないでください。おミ酉を飲むとま意力と判断力びにぶり、 
思いびけない事故を引を起こすおそれびあります。また、旧気をもよおす薬を飲 
んだとをも運転を控えてください。 

運転中に携帯電話を使用したり、装置の調節などをしないでください。周囲の状 
況などへのま意び不十分にな0、大変を険です。八ンズフ1」一し i (がの自動車電話 
や携帯電話を運転中に使用することは法律で禁止されています。 


[お子さまを乗せるときは 


おテさまを車の中に残したままにしないでください。車内び高温になって熱射病 
や脱水症状になり、最悪の場合死亡につなびるおそれびあ0ます。 

また、お子さまび車内の装置を操作し、ドアガラスなどに挟まれたり、ライター、 
発炎筒などでやけどしたり、運転装置を動かして、思いびけない事故により最悪 
の場合死 t につなびるおそれびありを険です。 

お車におテさまを乗せる場合は、お子さまのま全を確なするための注意事項や 
チヤイルドシートの取り付けちなどをまとめた「チヤイルドシートの取り付け」 
(一 P . 80) をお読みください。 


[保話および点検について 


保証および点検整備については、別冊「メンテナンスノート」に記載しています 
ので、併せてお読みください。 

曰常点検整備や定期点検整備は、お客様の責任において実施して<ださい。（法 
律で義務づけられています。） 


巧 











本書の中の表おについて 


警告、を意、知識について 


A 警告 


ここに記載されていることをお守りいただかないと、生命のを険または、重大な 
傷害につなびるおそれびあります。お客様自身と周囲の人々へのを険を避けたり 
減少させたりするためおずお読みください。 


么ま意 


ここに記載されていることをお守りいただかないと、お車や装備品の故障や破損 
につな びるおそれや、正しい性能を確な でさない 場合びあります。 


曰知識 


機能の説明や操作方法の説明し U 外で巧っておいていただをたいこと、巧っておく 
と便利なことを説明しています。 


I イラスト内の表示について 

Q セーフテイーシンボル 

"してはいけません""このよラにしないでください’’"このよラなこと 
を起こさないでください"といラ意味を表しています。 



操作を示ず矢印 

に>スイッチなどの操作（押す、まわすなど） 
をのしています。 

〇操作後の作動（ふたが開<など）を示して 
います。 
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1-1 .キーの取扱い 

キ— 


お客様へじ TF のキーをお渡ししまず。 

□ 電モ カー ド キー 

. キーフ IJ - システムの作動 
( 一 P' 20) 

-ワイヤレス 機能の作動 
レ P. 吕 7) 

曰メカニカルキー 
□ メインキー 
Q キーナンバープレート 


□ メイン キー 

ワイヤレス機能の作動 UP . 27) 
曰スペア キー 
曰キーナンバープレート 


n マスターキー （2 枚） 
曰キーナンバープレート 


キーフ U —システム装着車 



口 






KBPA110101 


ワイヤレスドア□ック装着車 




旦 


巧 


KBPA1 10102 


ワイヤレスドア□ック非装着車 



且 
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-1 .キーの取扱い 


(メカニカルキーを使うには 


メカニカルキーを取り出ずには、 
解除ノブをスライドしてキーを取 
り出ず 

使用後は元に戻し、電子カードキーと 
一緒に携帯してください。電子カード 
キーの 電池び切れたとをや キーフ 
U - システムび正常に作動しないと 
さ、メカニカルキーび必要にな0ま 
す。（一 P . 吕6已） 


□知識 

■キーナンバープレート 

車の中し i (外のま全な場所（財巧の中など）にな管して<ださい。万ーキーを紛 
失した場合、トヨタ販売店でキーナンノ（一と残りのキーから新しいキーび作製 
でをます。（一 P . 264) 

■航空機に柔るときは 

航空機に電子カードキー（キーフ U —システム装着車)、メインキー（ワイヤレ 
スドア□ック装着車）を持ち込む場合は、航空機内でキーのスイッチを押さな 
いでください。また、かばんなどにな管する場合でも、簡単にスイッチび押さ 
れないよラに保管してください。スイッチび押されると電波び発信され、航空 
機の運行に支障をおよぼすおそれびあります。 


A ま意 

■キーの 故障を防ぐために 

♦キーに 衝撃を与えたり、直射日光のあたる高温な場所にさらした D 、 ミ需らした 
りしないでください。 

♦キーを 磁気のあるちのに近づけたり、電磁波を遮断するちのをキー表面に貼り 
付けたりしないで<ださい。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

キーフ IJ — システム* _ 


電子力ードキーをポケットなどに携帯ずるだけでむ下の操作びおこ 
なえまず。（必ず運転ちび携帯してください。） 



曰エンジンの始動 （^ P . 1 00) 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 





































1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


ドアの解綻-施錠（フ□ントドアハンドルのみ） 



スイッチを巧して解綻-施錠する 


運転する前に 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


I アンテナの位置と作動範囲 

■アンテナの位置 



n 車外アンテナ 
曰車内アンテナ 


作動範囲（電子カードキーの検知エリア) 



KBPA1 20104 


:;;:ドアの施錠•解錠時 

各ドア八ンドルから周囲約70 
cm 於内で電子カードキーを携 
帯している場合に作動します。 
(電子カードキーを検知してい 
るドアのみ作動します。） 

；；' :エンジン始動時 

車内で電子カードキーを携帯し 
ている場合に作動します。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


口知識 

■作動の合図 

非常点滅なの点滅で知らせます。（施錠は1回、解錠は2回） 

■機能び正常に働かないおそれのある状況 

キーフ1」ーシステムは微弱な電波を使用しています。なのよラな場合は電子 
カードキーと車両間の通信をさまたげ、キーフ U —システムやワイヤレス U モ 
コンび正常に作動しない場合びあります。（対処ち法： 一 P . 2已已） 

♦電子カードキーの電池び消耗しているとを 

♦近くにテレビ塔や発電所、ガソリンスタンド、放送局、大型ディスプレイ、 
空港びあるなど、強い電波やノイズの発生する場所にいるとを 

♦無線機や携帯電話、コードレス式電話などの無線通信機器を携帯していると 
を 

♦電子カードキーび金属製のちのに接したり、覆われたりしているとを 
♦複数の電子カードキーび近くにあるとを 

♦電子カードキーを、下のよラな電波を発信する製品と同時に携帯または使 
用しているとを 

• ほかの車の電テカードキー 
-電波式ワイヤレスリモコン 
-パソコン 

♦ U ヤガラスに金属を含むフイルムが貼ってあるとさ 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■節電機能 

電モカードキーの電池と車両のバッテ U —保護のため、し U 下の状況ではキーフ 
U —システムを停止します。 

•10 曰し:!上キーフ U - システムを使用しなかった 

♦車両のが約 70 cm しツ内に電子カードキーを5分し U 上放置した 

し U 下のいずれかをおこなラと、キーフ U —システムび復帰します。 

• ドア八ンドル上の□ックスイッチで施錠する 
♦ワイヤレス機能で施錠.解錠する UP . 27) 

♦ メカニカルキー、メインキーで施錠-解錠する（一 P . 2已已） 

■電池の消耗について 

♦電池の標準的な寿命は1〜2年です。（電子カードキーを使用しな<てち電池 
は消耗します。）キーフ U - システムやワイヤレス機能び作動しなかったり、 
作動範囲び狭くなったりする場合は、電池び消耗している可能性びありま 
す。電池び謂ったら新しい電池に交換してください。 

(一 P . 22己） 

♦電池の著しい消耗を防ぐため、しツ下のよラな磁気を発生する電化製品の1 m 
し U 内に電子カードキーを置かないで<ださい。 

- TV 

-バソコン 

-充電中の携帯電話やコードレス電話機 
-電気スタンド 


■システムを正しく作動させるために 

電モカードキーを必ず携帯した上で作動させて<ださい。また、車がから操作 
する場合は電子カードキーを車両に近づけすざないよラにして<ださい。 

作動時の電モカードキーの位置や持ちちによっては、電子カードキーび正し< 
検巧されず、システムび正しく作動しないことびあります。（誤って警報び鳴っ 
たり、キー閉じ込み防止機能び働かないこともあります。） 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■ご留意いたださたいこと 

♦電子カードキーび作動範囲内（検巧エ U ア内）にあってち、し U 下のよラな場 
合は正しく作動しないことびあります。 

-ドアの施錠-解錠時に電子カードキーびドアガラスやドア八ンドルに近づ 
をすざる、または i 也面の近<や高い場所にある場合 
-エンジン始動時に電子力ードキーびインストルメントパネル上やフ□ア 
上、またはセンター□アボックス内などに置かれていた場合 
♦電子カードキーび作動範囲内にあれば、電子カードキーを携帯している人し:！ 
外でち施錠-解綻でをます。 

♦車外でちドアガラスに近い位置に電子カードキーびあるとをは、エンジン始 
動び巧能になる場合びあります。 

♦車両に近い位置に電子カードキーびあるとをにワイヤレス機能などで施錠 
をおこなラと、キーフ U —システムによる解錠びでをなくなることびありま 
す。（ワイヤレス機能を使って解錠すると復帰します。） 

♦まがアンテナの作動範囲内への急な接近やスイッチ操作では、解錠されない 
場合びあります。その場合は、スイッチをちラー度押し、解錠されたことを 
確認してからドア八ンドルを引いてください。 

■長期間運転しないときは 

盗難防止のため、電子カードキーを車両から2 m 離しておいてください。 

■ 解錠操作のセキュリティ機能 

解錯操作後、約30砂し U 内にドアを開けなかったとをはを難防止のため、自動 
的に施錠されます。 

■警告音と警告表示について 

誤操作などによる予期せめ事故やを難を防ぐため、車内で警告音び鳴ったり、警 
告なび点灯したりすることびあります。警告なび点灯した場合は、状況に応じ 
て適切に対処してください。（一 P . 24己） 



吕已 



1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


警告音のみび鳴る場合の状況と対処方法はしツ下のよラになります。 


乾化立 
言□曰 

状況 

対処方法 

車内から"ピー 、 
ピー"と鳴り続け 

る 

いずれかのドアが開いてい 
る状態でエンジンスイッチ 
を "ACC " にした （" ACC" 
のとさいずれかのドアを開 
いた） 

エンジンスイッチを 
"LOCK" にした後、運転席 
ドアを閉めて < ださい。 


■キーフリーシステムが正常に作動しないときは 

• ドアの施錠、解錠； 一 P. 2已已 
♦エンジン始動： 一 P. 26已 

■電池び切れたとさは 

一 P. 22已 

■販売店で設定可能な機能 

キーフ U —システムを非作動にすることびでをます。 
(カスタマイズー覧 一 P. 283) 


A 警告 

■電波が およぼず該響についての警告 

♦植え込み 型む臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器を装着されている 
かたは、車内アンテナ-車がアンテナ（一 P. 22) から約22 cm 1；(内に近づ 
かないよラにしてください。電波により植え込み型む臓ペースメーカーおよび 
植え込み型除細動器の作動に影響を与えるおそれびあります。 

♦植え込み 型む臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器し U 外の医療用電気 
機器を使用される場合は、電波による影響について医療用電気機器製造業者な 
どに事前に確認してください。電波により医療用電気機器の動作に影響を与え 
るおそれびあります。 

キーフ U —システムを非作動にすることもでをます。詳しくはトヨタ販売店にお 

問い合わせください。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

ワイヤレス U モコン* 


ドアを砲綻-解錠できまず。 

n 全ドア施錠 
且全ドア解錠 


►ワイヤレスドア□ック装着車 

B 全ドア施錠 
曰全ドア解錠 



►キーフ U —システム装着車 



KBPA1 20201 


:車両型式などで異なる装備やオプション装備 


























1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


白知識 

■作動の合図 

非常点滅なの点滅で知らせます。（施錠は1回、解錠は2回） 

■機能び正常に働かないおそれのある状況 

► キーフ1」ーシステム装着車 
一 P ' 23 

► ワイヤレスドアロック装着車 

し i (下のよラな場合、ワイヤレス機能び正常に働かないおそれびあります。 

♦近くにテレビ塔や発電所、ガソリンスタンド、放送局、空港など強い電波や 
ノイズを発生する設備、電波式のオーディオ機器など電波を発生する電モ機 
器、大型ディスプレイびあるとを 

♦無線機や携帯電話、コードレス式電話などの無線通信機器を携帯していると 
を 

♦ワイヤレスキーび金属製のちのに接したり、覆われているとを 
♦複数のワイヤレスキーび近くにあるとを 
♦近くで電波式ワイヤレスキーを使用しているとを 
♦ワイヤレスキーをパソコンなどの電化製品の近くに置いているとを 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■電池の消耗について 

► キーフ U- システム装着車 
一 P' 24 

► ワイヤレスドアロック装着車 

電池の標準的な寿命は1〜2年です。（ワイヤレス機能を使用しなくてち電池 
は消耗します。）ワイヤレス機能び作動しない場合は、電池び消耗している可能 
性びあります。電池び弱ったら新しい電池に交換してください。（一 P. 22日） 

■ 解錠操作のセキュリティ機能 

► キーフ U- システム装着車 
一 P' 2已 

► ワイヤレスドアロック装着車 

解錯操作後、約30秒しツ内にドアを開けなかったとさは盜難防止のため、自動 
的に陆錠されます。 

■電子カードキーび正常に働かないとさは（キーフリーシステム装着ま） 

一 P. 2己已 

■電池び切れたとさは（ワイヤレスドア□ック装着車） 

一 P. 2乙己 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

ドア（フロントドア、 U ヤドア) 


キーフリーシステム*やワイヤレス機能*、キ ー 、ドア□ックレバー 
を使って砲館- 解綻できまず。 


■キーフリー システム 

一 P' 21 

■ワイヤレス機能* 

一 P' 27 


■ キー 

►キーフ U —システム装着車 

メカニカルキーやメインキーを使ってドアを施錠-解錠でさまず。 
(一 P' 265) 


►キーフ U —システム非装着車 



n 施綻 
曰解錠 

運転席のドアを解錠（または施班) 
すると、全てのドアび解班（また 
は施錠）されます。 


■ ドア□ックレバー 



n 施錠 
曰解錠 

運転席のドアを解錠（または施疑) 
すると、全てのドアび解班（また 
は施錠）されます。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 















1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


キーを使わずに外側か5フ□ント席を施錠ずるときは 

Ife 細 1 1 □ックレノ（一を施錠側にずる 

ドア八ンドルを引いたままドアを閉める 
►キーフ U —システム装着車 

エンジンスイッチび " ACC " または " ON " のときや車内に電モカード 
キーび放置されているとさは施錠されません。 

電子カードキーの位置によっては、キーび正しく巧知されずに施綻される場合び 
あ0ます。 

►キーフ U —システム非装着車 

キーびエンジンスイッチに差してあるとさは施錠されません。 

チャイルドプ□テクター 


施錠側にずると、 U ヤドアび内側 
から開かな < なりまず。 

お子さまび内側か 51 」ヤドアを開け 
ないようにでをます。両側の I 」ヤドア 
を施錠側にしてください。 


曰知識 

■チヤイルドプ□テクター使用時のドアの開けち 

ドアを解錠して車外のドア八ンドルを引くと開をます。万一車内から開ける場 
合は、ドアガラスを下げて手を出し、車外のドア八ンドルを引いてください。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■事故を 防ぐために 

運転中は(下のことをおずお守0 ください。 

お守りいただかないと、思いちよらずドアび開を、重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死こにつなびるおそれびあります。 

•シー トベルトを必ず使巧する 
♦すべての ドアを施錠する 
♦すべての ドアを確実に閉める 

♦走行 中はドア内側のドア八ンドルを引かない 

ドアび開を車がに放り出されたりして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。 

♦お テさまを1」ヤシートに乗せるとさは、チャイルドプロテクターを使用して車 
内からドアび開かないよラにする 

■ ドアを開閉ずるとをは 

傾斜地、ドアと壁などの間び狭い場所、強風など、周囲の状況を確認し、予期 
せめ動をにち対処でさるよラ、ドア八ンドルを確実に保持してドアを開閉して 
<ださい。 


3呂 





ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

ツクドア 


キーフリーシステム*やワイヤレス機能*、キ ー 、ドア□ックレバー 
を使って砲館- 解綻できまず。 

■キーフ U —システム* 

一 P' 20 

■ワイヤレス機能* 

一 P' 27 

■キー 

一 P' 30 

■ ドア□ックレバー 

一 P' 30 


■バックドアの開け方 

n バックドア八ンドルを引く 
曰引さ上げる 


曰知識 


バックドア八ンドルを持ってバックドアを 
引を下げ、必ず外から押して閉めてくださ 
い。 


:車両型式などで異なる装備やオプション装備 


バックドアを閉めるときは 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 
■走行 中の警告 

♦走行 中はバックドアを閉じてください。 

開けたまま走行すると、バックドアび車がのちのに当たったり荷物び巧げ出さ 
れたりして、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

また、排気ガスび車内に侵入し、重大な健康障害や死 t につなびるおそれびあ 
り尉まです。走行する前に必ずバックドアび閉まっていることを確認してくだ 
さい。 

♦走行 前にバックドアび完全に閉まっていることを確認してください。 

バックドアび完全に閉まっていないと、走行中にバックドアび突然開き、思わ 
め事故につなびるおそれびあ〇を険です。 

♦ラ ゲージルームには 絶巧に人を乗せないでください。急 ブレーキを かけたとを 
や衝突したとをなどに、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死こにつなびるお 
それびあ〇を険です。 

■お 子さまを柔せているときは 

1;(下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあ〇を険です。 

♦ラ ゲージルームで おテさまを遊ばせないでください。 

誤って閉じ込められた場合、熱射病などを引を起こすおそれびあります。 

♦お テさまにはバックドアの開閉操作をさせないでください。 

不意にバックドアび作動したり、閉めるときに手、頭、首などを挟んだりする 
おそれびあ0ます。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■バック ドアの操作にあたって 

1；(下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、体を挟むなどして重大な傷害につなびるおそれびあり 
を険です。 

♦バック ドアを開ける前に、バックドアに貼 D ついた雪や氷などの重量物を取り 
除いてください。開いたあとに重みでバックドアび落下ずるおそれびありまず。 

♦バック ドアを開閉するとをは、十分に周囲の安全を確かめてください。 

♦人び いるとさは、安全を確認し動かずことを知らせる「齊かけ」をしてください。 

♦強風 時の開閉には十分注意してください。 

バックドアび風にあおられ、勢いよく開いたり閉じたりずるおそれびありまず。 

♦半開 状態で使用すると、バックドアび落 
ちて重大な傷害を受けるおそれびありま 
す。とくに傾斜地では、平坦な場所より 
もバックドアの開閉びしにくく、急に 
バ'ックドアび開いたり開じたりするおそ 
れびあります。必ずバックドアび全開で 
静止していることを確認して使巧してく 
ださい。 

♦バック ドアを閉めるとさは、指などを挟 
まないよラ十分ま意してください。 

♦バック ドアは必ずがから軽く押して閉め 
てください。バックドア八ンドルで直接 
バックドアを閉めると、手や腕を挟むお 
それびあります。 





3已 
















1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■バック ドアの操作にあたって 

♦バック ドアダンパーステーを持ってバックドアを閉めたり、ぶらさびったりし 
ないで < ださい。 

手を挟んだり、バックドアダンパーステーび破損したりして、思わめ事故につ 
なびるおそれびあ0を険です。 

♦バック ドアにトヨタ純正品(がのアクセヴ1」一用品を取り付けないでくださ 
し、。 

パックドアの重量び重くなると、開いたあとに落ちるおそれびあります。 


A ミち意 

■バック ドアダン パーステーについて 

バックドアにはバックドアを支えるためのバックドアダンパーステーび取り付 
けられています。 

バックドアダンパーステーの損傷や作動不良を防ぐためなのことをお守り <だ 
さい。 



♦ビニール 片.ステッカー.粘着巧などの 
異物をステーのロッド部（棒部）に付着 
させない 

♦ □ッド部を軍手などでふれない 

♦バック ドアにトヨタ純正品!;(外のアクセ 
ヴ U —巧品をつけない 

♦ステ ーに手をかけたり、横方向に力をか 
けた0しない 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

フロントシート 


□ 前後位置調整 
曰 U クライニング調整 
曰シート全体の上下調整*'^ 
(運転席のみ） 


A ま意 

■前を 位置を調整ずるときは（フ□ントベンチシート装着車） 

必ずセンターロアボックスを収納してください。シートびセンターロアボック 
スに当たり損傷するおそれびあります。（一 P . 175) 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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.シート、八ンドル、5ラーの調整のしかた 


I アクティブへッドレスト* 



追突の衝撃によって、乗員びシー 
トバックを巧ずことでへッドレス 
卜びかし前方に動さ乗員のむち巧 
ち傷害軽減に貢献しまず。 


□知識 

■アクティブヘッドレスト 

シートバックへの衝撃び弱い場合でちアクティブへッドレストび作動すること 
び友0ます。 


A 警告 

■シー ト調整について 

♦シートび 乗員や荷物に当たらないよラに注意してください。 

♦背ち たれは必要しソ上に倒さないでください。 

事故のとをに体びシートベルトの下にもぐり、腹部などに強い圧迫を受けるな 
ど生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 

♦シート 調整後はシートび確実に固定されていることを確認してください。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 












1-3 .シート、パンドル、ミラーの調整のしかた 

U ヤシ-卜 


► 一体巧倒シート 



シートバックフックを同時に引いて調整します。 
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.シート、八ンドル、5ラーの調整のしかた 


► 分割巧倒シート 



シートノ（ツクフックを弓 I いて調整します。 


リヤシートの前倒し 


■ リヤシートを前に倒ず前に 

larii 11シートクッシヨンび当たらないよラに、フ□ントシートの前後位 
置、 U クライニング位置を調整ずる。（一 P . 37) 



U ヤシートベルトをベルト八ン 
ガーに挟む。 
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リヤシートを前に倒ずときは 

一体巧倒シート 



KBPA1 30212 


解除バンドを引いて、シートクッ 
シヨンを前に引さ出ず。 



車両後側からシートバックフック 
を同時に引いたまま、皆ちたれを 
前方に倒ず。 


手順 


手順 


.シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 
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.シート、八ンドル、5ラーの調整のしかた 


► 分割巧倒シート 


手順 


解除バンドを引いて、シートクッ 
シヨンを前に引さ出ず。 



KBPA1 30204 



シートバックフックを引いたまま 
背ちたれを前方に倒ず。 
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リヤシートをちとにちどずとさは 

一体巧倒シート 

背ちたれを起こし、固定ずる。 




シートクツシヨン後部を下から潜 
り込ませるよラにしてちどず。 


手順 


手順 


.シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 



旧11团1 3 I U ヤシートベルトをベルト八ンガーからはずず。 

















.シート、八ンドル、5ラーの調整のしかた 


► 分割巧倒シート 


手順 


背をたれを起こし、固定ずる。 


KBPA1 30211 




シートクッシヨン後部を下か5潜 
り込ませるよラにしてをどず。 


1巧1团1 3 I U ヤシートベルトをベルト八ンガーからはずず。 


曰知識 


■シートクッシヨンをちとにちどずとさは 

2点式シートベルトをシートクッシヨンの 
下に挟み込まないよラに、背もたれにかけ 
て < ださい。 
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.シート、八ンドル、'ラーの調整のしかた 


A 警告 

■リ ヤシートを前倒しずるとをは 

じ(下のことをお守りください。 

お守0いただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびる 
おそれびあります。 

♦走行 中に操作をしない 

♦平坦な 場所でパーキングブレーキを確実にかけ、シフトレバーを P にする 

♦シー ト クッシヨンだけを 前に引を出した 
状態で座らない 


♦前倒しした 1」ヤシートやラゲージルームに人を乗せて走行しない 
♦お テさまびラゲージルームに入らないよラにま意する 
■ リクライニング調整について 
背ちたれは必要し U 上に倒さないで < ださい。 

事故のとさに体びシートベルトの下にちぐ0、腹部などに強い圧迫を受ける 
など生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 

■シー トバックフックについて 

シートバックフックを操作するとをは、指や手を挟まないよラにま意してくだ 
さい。 
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.シート、八ンドル、5ラーの調整のしかた 


A 警告 

■ リヤシートをもとの位置にもどした後は 

1；(下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびる 
おそれびあ0ます。 

♦シートを 前後に軽くゆさぶり、確実に固定する 

♦シー トベルトびシート下に挟み込まれていないか確認する 


A ま意 

■ リヤシートを操作ずるとさは 

1；(下のことをお守りください。 

同柔者びけびをしたり、荷物をこわしたりするおそれびあります。 

♦シー トクッシヨンを持ち上げたままにし 
ないで < ださい。 

シートクッシヨンび固定されていないた 
め、シートクッシヨンび突然動くおそれ 
びあります。また、シートび破損するお 
それび D ます。 


♦ U ヤシートベルトのバックルび、バンド 
で保持されていることを必ず確認してく 
ださい。 
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.シート、八ンドル、'ラーの調整のしかた 


2；!^ ま意 

♦シート クッションの後端を上から押さえ 
つけないでください。上から押さえつけ 
ると、シートクッシヨンを固定すること 
びでをません。 


♦シート クッシヨンをもどすときは、フ□アにものびないことを確認し、ものや 
シートベルトのバックルを挟み込まないよラにしてください。挟み込むと、 
シートクッシヨンび弓 I を出せな < なるおそれびあります。 

■シ ートクッシヨンを引さ出せなくなつたとをは 

♦背ち たれを前に倒した状態で、背ちたれ 
の上側を強<押し、解除バンドを引をな 
びら、背ちたれから手を離すと、シート 
クッシヨンを引を出すことびでをます。 
それでも引を出せない場合は、トヨタ販 
売店にご連絡 < ださい。 
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1-3 .シート、パンドル、ミラーの調整のしかた 

へツ ドレスト* _ 


►フ□ントシート* 




□ 上げる 
曰下げる 

下げるときは、解除ボタンを押し 
ながら操作します。 


□ 上げる 
曰下げる 

下げるときは、解除ボタンを押し 
ながら操作します。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 







□知識 


I へッドレストの取りはずしについて 



解除ボタンを押しなびら取りはずしま 
す。 


■フ□ントへツドレストの高さについて 



必ずへッドレストの中むび両耳のいちば 
ん上の辺りになるよラ調整してくださ 
し、。 


I リヤシートのへッドレストの使用について 

使用時は格納位置から一段上げた位置にして<ださい。 


A 警告 


I へッ ドレストについて 

1；(下のことをお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦へッ ドレストは、それぞれのシート専用のちのを使用する 
♦へッ ドレストを正しい位置に調整する 

♦へッ ドレストを調整したあとは、固定されていることを確認する 
♦へッ ドレストをはずしたまま走行しない 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

シー トベルト 


走行前にずベての乗員は必ずシートベルトを正し<着用して<ださ 
い。 

■正しく着用ずるには 

►3 点式シートベルト 



►2 点式シートベルト 



• 肩部べルトを肩に十分かける 
首にかかった 0、肩 か 5 はずれな 
いよラにして < ださい。 

• 腰部べルトを必ず腰骨のでさ 
るだけ低い位置に密着させる 

♦背をたれを調整し、上体をお 
こし、深く腰かけて座る 

• ねじれび無いよラにずる 


• 腰部べルトを必ず腰骨のでさ 
るだけほい位置に密着させる 

♦背をたれを調整し、上体を起 
こし、深く腰かけて座る 

• ねじれび無いよラにずる 


已〇 


















.シート、八ンドル、'ラーの調整のしかた 


□ 固定 

"カチッ"と音がするまで差し込み 
cf^ 9 〇 

曰解除 

解除ボタンを押します。 


■シートベルトの長さ調節 （2 点式シートベルト) 

n 伸ばず 
曰縮める 



■着けち、はずし方 
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.シート、八ンドル、5ラーの調整のしかた 


トベルトプリテンシ ヨナー (フ□ント席) 



前方から強い衝突を受けたとき、 
シートベルトを引さ込むことで適 
切な乗員拘束効果を確保しまず。 

前ちか5の衝撃び弱いとをや、横や後 
ろか5の衝撃のとをは作動しない場 
合びあ0ます。 


曰知識 


■緊急時シートベルト固定機構 

急停止や衝撃びあったとをベルトび□ックされます。急に体を前に倒したり、ベ 
ルトをすばやく引を出しても□ックする場合びあります。一度ベルトを強く引 
いてからゆるめ、ゆっくり動かせば、ベルトを引を出すことびでをます。 

■巧娠中の女性や疾患のあるちの場合 

医師に注意事項を確認の上、必ず正し<着 
用してください。（一 P . 已 0) 

妊娠中のかたち、通常の着用のしかたと同 
じよラに、腰部ベルトび腰骨のでをるだけ 
ほい位置にかかるよラにお腹のふくらみの 
下に着用してください。また、肩部ベルト 
は確実に肩を通し、お腹のふ<らみを避け 
て胸部にかかるよラに着用してください。 

ベルトを正しく着巧していないと、衝突し 
たとをなどに、母体だけでなく胎児までび 
重大な傷害を受けたり、最悪の場合死こに 
つなびるおそれびあります。 
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■お子さまのシートベルトの使いち 

車のシートベルトは、シートベルトを装着するのに十分な、大人の体格を持っ 
た人用に設計されています。 

♦シートベルトび正しい位置で着巧でをないルさなおテさまの場合は、お子さ 
まの体に合ったチャイルドシートを使用してください。レ P . 80) 

♦シートベルトび正しい位置で着巧できるおテさまの場合は、シートベルトの 
着用のしかたにしたびってください。（一 P . 已 0) 

■ シートベルトプリテンシヨナーについて 

シートベルトプ U テンシヨナーは、一度しか作動しません。玉まを衝突などで 
連続して衝撃を受けた場合でち、一度作動したあとは、その後の衝突では作動 
しません。 


.シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 
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.シート、八ンドル、5ラーの調整のしかた 


A 警告 

急ブレーキや事故の際のけびを避けるため、し U 下のことを必ずお守り <ださい。 
お守りいただかないと、重大な傷害を受けた D 、 最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびあ0ます。 

■シー トベルトの着用について 

♦まに 柔るとをは全員びシートベルトを着用する 
♦シートベルトを 正しく着用する 

♦シー トベルトは一つにつを一人で使用する 
おモさまでち一つのベルトを複数の人で使巧しない 

♦お テさまはなるべく U ヤシートに乗せることをお勧めします。また、必ずチャ 
イルドシートまたはシートベルトを着用させてください。 

♦背ち たれは必要し i (上に倒さない 
上体を起こし、シートに深く座る 

♦肩部べ ルトを腕の下に通して着用しない 

♦腰部 ベルトはでさるだけ化い位置に密着させ着用する 

■お テさまをのせるときは 

おモさまをシートベルトで遊ばせないでください。万一べルトび首に巻をつい 
た場合、窒息など重大な障害におよぶか、最悪の場合死こにつなびるおそれび 
あります。 

誤ってそのよラな状態になってしまい、バックルちはずせない場合は、八ヴ5 
などでシートベルトを切断してください。 
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.シート、八ンドル、'ラーの調整のしかた 


A 警告 

■シー トベルトの損傷-故障について 

♦ベルト やプレート、バックル等は、シートやドアに挟むなどして損傷しないよ 
ラにしてください。 

♦シー トベルトび損傷したとさはシートベルトを修理するまでシートは使用し 
ないで < ださい。 

♦プ レートびバックルに確実に差し込まれているか、シートベルトびねじれてい 
ないかを確認してくださし、ラまく差し込めない場合はただちにトヨタ販売店 
に連絡してください。 

♦ちし 重大な事故にあったとさは、明らかな損傷び見られない場合でち、シー 
卜、シートベルトを交換してください。 

♦プ U テンシヨナー付きシートベルトの取り付け、取りはずし、分解、廃棄など 
は、トヨタ販売店1;(がでしないでください。 

不適切に扱ラと、正常に作動しな<なり、重大な傷害を受けたり、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあ D ます。 

■プリ テンシヨナー付さシートベルトについて 

♦シ ートベルトプ U テンシヨナーび作動すると SRS エアバッグ/プ U テンシヨ 
ナー警告打び点滅します。その場合は、シートベルトを再使用することびでを 
ないため、必ずトヨタ販売店で交換してください。 
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1-3 .シート、パンドル、ミラーの調整のしかた 

八ンドル 


A ンドル位置を運転しやずいように調壁できまず。 




八ンドルを持ち、レバーを下げ 
る。 


八ンドルを上下に動かし、適切 
な位置にする。 

位置が決定したら、レバーを上げ 
て八ンドルを固定してください。 


A 警告 
■走行 中の警告 

走行中は八ンドル位置の調整をしないで<ださい。 

運転を誤り、死 t や重大な傷害につなびるよラな事故になるおそれびあります。 

■/\ン ドル位置を調整したあとは 

八ンドルび確実に固定されていることを確認してください。 

固定び不十分だと八ンドルの位置び突然かわり、死 t や重大な傷害につなびる 
よラな事故になるおそれがあります。 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

インナーミラー 


後続車のライトがまぶしいときは、レバーを操作して反射光を減少 
(防眩）でさまず。 

□ 通常使用時 
B 防眩時 


I 上下調壁のしかた 


インナー S ラー本体を持って、上 
下方向に調整ずる。 
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1-3 .シート、パンドル、ミラーの調整のしかた 

ドア5ラ- 


►電動タイプ 

スイッチで鏡面の角度を調整でさまず。 



S ラーを 選ぶ 

□左 

曰ち 


スイツチを操作してミラーを上 
下左ち方向に調整ずる 

n 上 

曰ち 
0下 
Q 左 


► マニュアルタイプ 

S ラー全体を手で動かして、鏡面の角度を調整しまず。 



手で S ラーを上下左ち方向に調 
整ずる 
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ドア S ラーを}各納ずるとさは 


電動タイプ 




ボタンを巧してドアミラーを格納 
する。 

わう一度押すと、わとの位置にちどり 
ます。 


マニュアルタイプ 



ドアミラーを手で巧して格納す 
る。 


.シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 
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.シート、八ンドル、5ラーの調整のしかた 


口知識 

■作動を件 

エンジンスイッチび " ACC " または " ON " のとき 

■リバース連動機能* 

後退時に5ラーの角度び下向をになり、下方び見やす<なります。 
U バース連動機能を解除するには 
I 幻1111 I シフトレバーを R にする。 

16311121ミラースイッチを L にする。レ P . 已 8) 

お311131 5ラースイッチの上を巧す。(一 P . 已 8) 

U バース連動機能を再び設定するには 
I 幻1111 I シフトレバーを R にする。 

16311121 ミラースイッチを L にする。(一 P . 已 8) 

I'feitdl 31ミラースイッチの下をキ申す。(一 P . 已 8) 


A 警告 

■走行して いるとさは 

走行中はし U 下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、運転を誤り思わめ事故の原因となって重大な傷害や死 
t につながるおそれがあります。 

♦5 ラーの調整をしない 
♦5 ラーを格納したまま走らない 

必ず走行前に運転席側および助手席側の5ラーを復帰して、正し<調整する。 
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:車両型式などで異なる装備やオプション装備 















1-4. ドアガラスの開けち、閉めち 

パワーウインドウ 


スイッチでドアガラスを開閉でさまず。 

► 運転席のみ自動開閉ドアガラス装着車 

- - 口閉める 




B 自動全閉（運転席のみ）& 

且開ける 

□ 自動全開（運転席のみ） X ’ 

&途中で停止するときは、スイッチを 
反対側へ操作します。 


□ 閉める 

曰自動全閉（全席） X ’ 

且開ける 

□ 自動全開（全席） X ’ 

^途中で停止するとをは、スイッチを 
反対側へ操作します。 


■□ックスイッチ 



スイッチを巧して運転席じ[がのド 
アガラスを作動不可にずる 

お子さまび誤ってドアガラスを開閉 
することを防止でをます。 
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1-4. ドアガラスの開け方、閉めち 


□知識 

■作動を件 

エンジンスイッチび " ON " のとを 

■挟み&み防止機旨目（自動開閉ドアガラスのみ） 

ドアガラスを閉めているときに、窓砕とドアガラスの間に異物び挟まると、作 
動び停止し、少し開をます。 

■パワーウインドウを閉めることができないとをは（全席自動開閉ドアガラス装着車) 

挟み込み防止機能び異常に作動してしまい、ドアガラスを閉めることびでさな 
いとをは、閉めることびでをないドアのパワーウインドウスイッチで、下記の 
操作を行って < ださい。 

♦まを停止し、エンジンスイッチを " ON " の状態で、パワーウインドウスイッ 
チを「自動全開」の位置で引を続けることでドアガラスを閉めることびでを 
ます。 


♦上記の操作を行ってもドアガラスび閉まらない場合、挟み込み防止機能の巧 
期化をなの手順で実施して < ださい。 

拒 3 M 1 レ のーウインドウスイッチを「自動全開」の位置で引を続け、ドアガラ 
スを閉めたあと、さらにスイッチを6秒間引を続ける。 

mil 司パワーウインドウスイッチを「自動全開」の位置で押し続け、ドアガラ 
スを全開にしたあと、さらにスイッチを2砂間押し続ける。 

E 3 M 3 再 ち、パワーウインドウスイッチを「自動全開」の位置で引を続け、ド 
アガラスを閉めたあと、さらにスイッチを2秒間引を続ける。 

ドアガラス作動途中でスイッチから手をはなすと、最初からやり直しとなりま 
す。しツ上の操作を行ってち反転して閉じ切らない場合は、トヨタ販売店で点検 
を受けてください。 

■バッテリーを再接続したときは（運転席のみ自動開閉ドアガラス装着車） 

パワーウインドウを適切に作動させるために、下記の初期設定をおこなってください。 
m [で半分までドアガラスを開ける。 

1111司スイッチを引を上げてドアガラスを全開し、そのままスイッチを2秒間 
な持する。 


巨呂 











1-4. ドアガラスの開け方、閉めち 


A 警告 

■ ドアガラスを開閉ずるとをは 

1；(下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦ドア ガラスを開閉するとをは、乗員の 
手、腕、頭、首などを挟んだり巻をこん 
だ D しないよラにしてくださし、。とくに 
おテさまへは手などをださないよ5声 
かけをして < ださい。 

♦お 子さまには、ドアガラスの操作をさせ 
ないで < ださい。 

ドアガラスに挟まれたり卷をこまれた 
0して重大な傷害におよぶか、最悪の場 
合死 t につなびるおそれびあ0ます。 

■挟み込み 防止機旨目（自動開閉ドアガラスのみ） 

♦挟み込み 防止機能を故意に作動させるため、乗員の手、腕、頭、首などを挟ん 
だりしないで<ださい。重大な傷害におよぶか、最悪の場合死こにつなびるお 
それびあ〇を険です。 

♦挟み込み 防止機能は、ドアガラスび完全に閉まる直前に異物を挟むと作動しな 
い場合びあります。また、挟み込み防止機能は、スイッチを引を続けた状態で 
は作動しません。指などを挟まないよラにま意してくださしん重大な傷害にお 
よぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびありを険です。 


A ミち意 

■ ドアガラスを開閉ずるとをは 

U (下のことをお守りください。 

♦運転席 スイッチと他のドアのスイッチを同時に逆ち向に動かさない 
• ドアガラスの全開、全開後に同じち向にスイッチを押し続けない 
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1- 已.給油のしかた 

給油□の開け方 


む下の手順で給油□を開けてください。 


■ 給油ずる前に 

ドアとドアガラスを閉め、エンジンスイッチを " LOCK " にして< 
ださい。 


■ 給油□の開けち 



レバーを 引<。 


キャップをゆつ<りまわして開 
ける。 
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1-5. 給油のしかた 


[給油□のキャップを閉めるとさは 

キャップを"カチッ"と音びずる 
までまわして閉めます。 

手を離すと、キャップびをち向に少し 
ちど0ます。 


白知識 

■燃料の種類 
無鉛レギュラーガソ1」ン 
■燃料タンク容量（参考値) 

► FF (前輪駆動車） 

40 L 

► 4 WD (4 輪駆動ま） 
38 L 
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-已.給油のしかた 


A 警告 
■給油に ついて 

給ミ由前には liTF のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦ま 体などの金属部分に触れて身体の静電気を除去する 
放電による火花で燃料に引火するおそれびあります。 

♦キャップを ゆるめたとさに、"シュー"といラ音びする場合は、その音び止まっ 
てからゆっ < り開けて < ださい。 

キャップを開けるとを、キャップのツマ5部分を持ち、ゆっくりと開けます。 
ゆっくりと開けないと気温び高いとを、給油□から燃料び吹を返してけびをす 
るおそれびあります。 

♦給 ミ由□に、静電気を除去していない人を近付けない 

♦気化 した燃料を吸わないよラにする 
燃料の成分には、有害物質を含んでいるちのちあります。 

♦喫煙し ない 

弓 I 乂して乂巧を引を起こすおそれびあります。 

♦車内に ちどったり、帯電している人や物に触れない 
再び帯電する可能性びあります。 

■給油 時のを意 

♦給 ミ由するとをは給油□にノズルを確実に挿入してください。 

ノズルを浮かして継ざ足し給油をおこなラと、オートストップび作動せず、燃 
料びこぼれる場合びあ D ます。 

♦正常に 給ミ由でをない場合は、スタンドの係員を呼んで指示にしたびってくださ 
い。 

■キャップ 交換時の警告 

トヨタ純正しツ外のキャップを使用しないでください。 

純正品を使わないと乂巧などを引を起こし、その結果重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 
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1-5. 給油のしかた 


A ま意 

■給油ず るとをは 

指定し U 外のガソ1」ンや他の燃料（粗悪ガソ1」ン、軽ミ由、巧ミ由、アルコール系燃 
料）を使用したり、燃料をこぼしたりしないでください。 

下のよラな状態になるおそれびあります。 

♦エン ジンの始動性び悪くなる 

♦ノッキングび 発生する 

♦エンジン 出力び化下する 

♦排気 制御システムび正常に機能しない 

♦燃料 系部品び損傷する 

♦塗装び 損傷する 
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1-6 .盗難防止システム 

エンジンイモビライザーシステム"^ 


キーに信号発信機が内蔵してあり、あ5かじめ登録されたキーじ(外で 
はエンジンを$台動でさません。 



• エンジンスイツチを " LOC に’ 
にずると、システムの作動を 
知日せるためにインジケー 
ターび点滅しまず。 

♦エンジンスイッチを " ACC " 
にずると、システムび停止し、 
インジケーターび消なしま 
ず。 


曰知識 

■メンテナンスについて 

♦エンジンイモビライヴーシステムのメンテナンスは不要です。 

■システムび正常に作動しないとき 

♦キーび金属性のものに接したり、覆われているとを 

♦キーび他の車両のセキュ U ティシステム巧キー（信号発信機内蔵キー）と重 
なつているとさや接近しているとを 


A ま意 

■エンジン イモビライザーシステムを正常に作動させるために 

システムの改造や取りはずしをしないでください。システムび正常に作動しな 
い場合びあります。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
















1- ス安全にお使いいただくために 

正しい運お姿勢 


む下のま件にあった正しい姿勢で運転ください。 

n まっすぐ座り、背ちたれか b 
背を離さない（一 P . 37) 

曰シートをペダルび十分に踏み 
込めるよラなシート位置にず 
る（一 P . 37) 

曰各装置び操作しやずい背ちた 
れのち度にずる（一 P . 37) 
□ SRS エアバッグび自分の胸 
の方へ向くよラな八ンドルの 
位置にずる（一 P . 已己） 
且へッドレストの中央びちのい 
ちばん上の辺0になるよラに 
する（一 P . 48) 

0シートベルトび正しく着用で 
きる（一 P . 已 0) 
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-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■走行 中は 

♦走行 中は運転席の調整をしないで<ださい。 

運転を誤るおそれびありを険です。 

♦背 もたれと背の間にクッションなどを入れないでください。 

正しい運転姿勢びとれないばかりか、衝突したとを、シートベルトやヘッドレ 
ストなどの効果び十分に発揮されないおそれびありを険です。 

♦フロント シート（シートアンダートレイ付をの助手席を除く）の下に物を置か 
ないで < ださい。 

物び挟まるとシートび固定されず、思わめ事故の原因となって、生命にかかわ 
る重大な傷害を受けるおそれびありを険です。また、調整機構の故障の原因に 
なります。 

■シ ートを調整ずるときは 

♦同乗者び シートに当たってけびをしないよラにま意してください。 

• シートの下や動いている部分に手を近づけないで < ださい。 

指や手を挟み、けびをするおそれびありを険です。 
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1- スま全にお使いいただくために 

SRS エアバッグ 


SRS エアバッグは乗員に重大なを害びおよぶような強い衝撃を受け 
たときにふく 5み、シートベルトが身体を拘束ずる働きとあわせて乗 
員への衝撃を緩和させまず。 



□ 運転席 SRS エアバッグ/助手席 SRS エアバッグ 
(運転者と目力手席乗員の頭や陶などへの衝撃を緩和） 

► SRS サイドエアバッグ& SRS 力ーテンシールドエアバッグ* 
曰 SRS サイドエアバッグ 

(フ□ント席乗員の陶などへの衝撃を緩巧） 

且 SRS 力ーテンシールドエアバッグ 

(フ□ント席、 U ヤ外側席柔員のおちに頭部への衝撃を緩和） 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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-7. 安全にお使いいただくために 


曰知識 


■ SRS エアバッグび展開ずると 


• SRS エアバッグとの接触により、巧撲やすり傷などを受けることびありま 
す。 


♦作動音とともに白いガスび発生します。 

♦フロント席、フロントピラー、 U ヤピラーやルーフサイドレールの一部分な 
どだけでなくエアバッグモジュールの各部品（八ンドルのノけ、エアバッグ 
カバー、インフレーター）ち数分間熱くなることびあります。エアバッグそ 
のものも熱くなります。 （ SRS 力ーテンシールドエアバッグ装着車） 

♦フロント席などだけでなく、エアバッグモジュールの各部品（八ンドルの八 
ブ、エアバッグカバー、インフレーター）ち数分間熱くなることびあります。 
エアバッグそのものも熱くなります。に RS 力ーテンシールドエアバッグ非 
装着車） 

♦フロントウインドウガラスび破損することびあります。 

■ SRS エアバッグび作動ずるとさ（フ□ント SRS エアバッグ） 

♦フロント SRS エアバッグは、衝撃の強さび設定値够動も変あもしない固定 
された壁に、約20〜30 km / h のを度で正面衝突した場合の衝撃の強さに 
相当する値）し U 上の場合に作動します。 

ただし、駐車している車や標識のよラな衝撃によって移動や変形するちのに 
衝突した場合や、ちぐ D こむよラな衝突（例えば、車両前部びちぐり込む、 
下に入り込む、トラックの下敷をになる、など）の場合は、展開車速は設定 
値より高くなります。 

♦衝撃の強さび設定値に近い場合での前ちからの衝突の場合には、フ□ント 
SRS エアバッグとシートベルトプ U テンシヨナーび同時に作動しない場合 
びあ0ます。 
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■ SRS エアバッグび作動ずるとさ 

(SRS サイドエアバッグ& SRS 力ーテンシールドエアバッグ*) 

SRS サイドエアバッグと SRS 力ーテンシールドエアバッグは、衝撃の強さび 
設定値（約1 .5 t の車両び、約20〜 30 km / h の速度で客室へ直ちに衝突した 
場合の衝撃の強さに相当する値）し i (上の場合に作動します。 

■衝突がで作動ずるとき（フ□ント SRS エアバッグ） 

し U 下のよラな状況で、車両下部に強い衝撃を受けたとさち、作動する場合びあ 
ります。 

♦縁石や歩道の端など、固いちのにぶつ 
かったとを 

♦深い巧や溝に落ちたり、柔り越えたとを 

♦ジャンプして i 也面にぶつかったり、道路 
から落下したとを 


■ SRS エアバッグび作動しないとき（フ□ント SRS エアバッグ） 

フロント SRS エアバッグは、側面や後ちからの衝撃、横転、またはな速での前 
方からの衝撃で作動するよラには設計されていません。ただし、それらの衝撃 
び前ちへの減速を十分に引を起こす場合には、フロント SRS エアバッグび作動 
することびあ0ます。 

参側面からの衝突 
♦後ちからの衝突 
♦横転 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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-7. 安全にお使いいただくために 






















- 7 . 安全にお使いいただくために 


■ SRS エアバッグび作動しないとき 

( SRS サイドエアバッグ& SRS 力ーテンシールドエアバッグ*) 

斜めから衝撃を受けた場合や、客室部分ながの側面に衝撃を受けたときには、 
SRS サイドエアバッグと SRS 力ーテンシールドエアバッグび作動しない場合 
びあ0ます。 



• 客室部分し U 外の側面への衝撃 
♦斜めからの衝撃 


SRS サイドエアバッグと SRS 力ーテンシールドエアバッグは、前ちや後方か 
らの衝撃、横転、または低速での側面からの衝撃で作動するよラには設計され 
ていません。 



♦前ちからの衝突 
♦後ちからの衝突 
♦横転 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
































■ トヨタ販売店に連絡がお要な場合 

1;(下のよラな場合には、でさるだけ早< トヨタ販売店へご連絡<ださい。 
♦いずれかの SRS エアバッグびふ< らんだとを 

♦フロント SRS エアバッグはふくらまな 
かったび、事故で車両の前部び衝突した 
とを、または破損•変おなどびあるとを 


♦ SRS サイドエアバツグ* *と SRS 力ーテン 
シールドエアノ'(ツグ*はふくらまな かつ 
たび、事故でドア部分を衝突したとを、ま 
たは破損-変形などびあるとを 


♦八ンドルのバッド部分や助手席 SRS エア 
バッグび内蔵されている付近のダッシュ 
ボードび傷付いたり、ひび割れた0、そ 
の他の損傷を受けたとを 


• SRS サイドエアバッグ*び内蔵されている 
シート表面び、傷付いたり、ひび割れたり、 
その他の損傷を受けたとさ 

• SRS 力ーテンシールドエアバッグ*び内 
蔵されているフ□ント' U ヤピラー部、 
ルーフサイド部び、傷付いたり、ひび割 
れた D 、 その他の損傷を受けたとを 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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-7. 安全にお使いいただくために 













































-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 


■ SRS エアバッグについて 

必ずし U 下のことをお守りください。 

お守りいただかないと重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびあります。 

♦運転者と 乗員すべてびシートベルトを正しく着用してください。 

SRS エアバッグはシートベルトを補助するためのものです。 

♦助手席 SRS エアバッグは強い力で面くらむため、正しい姿勢でシートに座っ 
ていない場合、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ 
ります。柔員び SRS エアバッグのふくらむ場所に近い場合はとくにを険で 
す。シートの背もたれを調整して、シートをでさるだけ SRS エアバッグから 
離し、まっすぐに座ってください。 

♦お テさまび正しい姿勢でシートに座っていない場合、 SRS エアバッグのふく 
らむ衝撃で重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびありま 
す。おモさまびルさくてシートベルトび使えないとさは、チャイルドシートで 
しっかり固定してください。 

おモさまはなるべく U ヤシートに乗せることをお勧めします。また、必ずチャ 
イルドシートまたはシートベルトを着用させてください。 UP . 80) 



参 シートの縁に座ったり、ダッシュボード 
にちたれかかったりしない。 


• おテさまを助手席 SRS エアバッグの前に 
立たせたり、ひざの上に抱いたりしない。 

♦運転ち および助手席乗員は、ひざの上に 
何ち持たない。 
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A 警告 


• ドアやフロント-センター. U ヤピラー、 
ルーフサイドレールへ富りかからなし、。 
( SRS サイドエアバツグ & SRS 力ーテン 
シールドエアバッグ装着車） 


♦助手席 や、外側 U ヤシートでドアに向 
かってひざをついた D 、 窓から顔や手を 
出したりしない。 （ SRS サイドエアバッ 
グ & SRS 力ーテンシールドエアバッグ装 
着車） 


♦ダッシュ ボード、ステア U ングパッド部 
などには何ち取り付けたり、置いたりし 
ない。 


♦ドア、 フロントウインドウガラス、サイ 
ドガラス、フ□ントピラー、センターピ 
ラー、 U ヤピラー、ルーフサイドレール、 
アシストグ U ップなどには何も取り付け 
ない。に RS サイドエアバッグ& SRS 
力ーテンシールドエアバッグ装着車） 
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-7. 安全にお使いいただくために 









































-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■ SRS エアバッグについて 

♦ SRS サイドエアバッグ*がふくらむ場所を覆ラよラなシートアクセヴ U —を 
使用しないで < ださい。 

♦ SRS エアバッグシステム構成部品の周辺は、強<たた<など過度の力を加え 
ないで < ださい。 

SRS エアバッグが正常に作動しな<なるおそれがあります。 

♦ SRS エアバッグがふくらんだ直後は、構成部品が熱くなっているため触れな 
いで <ださい。 

♦ SRS エアバッグがふくらんだ後にちし呼吸が苦しく感じたら、ドアやドアガ 
ラスを開けて空気を入れるか、安全を確認して車外に出て<ださい。皮膚の炎 
症を防ぐため残留物はでさるだけ早くミ先い流してください。 

♦ SRS エアバッグが収納されている部分に傷がついていたり、ひび割れがあると 
さはそのまま使用せず、トヨタ販売店で交操してください。 
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:車両型式などで異なる装備やオプション装備 





-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■改造 •廃棄について 

トヨタ販売店への相談なしに、し U 下の改造-廃棄をしないで<ださい。 

SRS エアバッグび正常に作動しなくなったり、誤ってふくらむなどして、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

• SRS エアバッグの取りはずし-取り付け.分解-修理 

♦八ン ドル、インストルメントパネル、ダッシュボード、シート、シート表皮、 
フロントピラー、センターピラー、 U ヤピラー、ルーフサイドレール周辺の修 
理、取りはずし、改造 

♦フロント フェンダー、フ□ントバンバ ー、 車両客室側面部の修理、改造 

♦グ U ルガード（ブルバー•カンガルーバーなど）、除雪装置、ウィンチなどの 
取り付け 

♦サスペンションの 改造 

• CD プレーヤー、無線機などの電化製品の取0付け 
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1-7. 安全にお使いいただくために 

チャイルドシートの取り付け 


シートベルトを正しく着用できないルさなお子さまを乗せるときは、 
チャイルドシートをお使いください。お子さまの安をのために、チャ 
イルドシートはリヤシートに取り付けてください。 

取り付け方法は、必ず商品付属の取扱説明書にしたびってください。 


シートベルトによる取り付け 
(一 P ' 81) 


ISOFIX 対応チャイルドシート 
固定専用バー（一 P . 82) 

IJ ヤシ ー トの外側の座席に装備さ 
れています。 


トップテヴーアンカー 
レ P ' 82) 

テヴーべルトを固定するとさに使 
います。 

トップテヴーアンカーは U ヤシー 
卜の外側の座席に装備されていま 
す。 
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-7. 安全にお使いいただくために 


I シートベルトで固定ずる 




チャイルドシートにシートベルト 
を取り付け、プレートをバックル 
に"カチッ"と音がするまで差し 
込む。ベルトがねじれていないよ 
ラにする。 

チャイルドシートに付属の取説書に 
したがい、シートベルトをチャイルド 
シートにしっかりと固定させてくだ 
さい。 

チヤイルドシートにシートベルト 
の固定装置が備わっていない場合 
は、□ッキングク U ップ（別売）を 
使用して固定する。 

□ッキングク U ップの購入にあたっ 
ては、トヨタ販売店にご相談くださ 
い。 

(□ツキングク U ップ品番： 731 19- 
22010 ) 


取り付け後はチャイルドシートを軽くゆさぶり、しっかりと固定されて 
いることを確認してください。 
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-7. 安全にお使いいただくために 


I 旧 OFIX 対応チャイルドシート固定専用バ ー& トップテザーアンカーで固定する 




フ□ントシートの後側びセンター 
ピラーの後側 （ A 部）より前にな 
るよラにフ□ントシートの位置- 
背をたれの角度を調整する。 

( 一 P. 37) 


へッドレストを上げる。（ヘッドレ 
スト装着車） 
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-7. 安全にお使いいただくために 





固定専用バーの位置を確認して、 
チャイルドシートをシートに取り 
付ける。 

固定専用バーは、シートクッションと 
背ちたれの間にあ0ます。 

チャイルドシートの取0付け金具を 
チャイルドシート固定専用バーに取 
り付けます。 

取り付けち法は、チャイルドシートに 
付属の取扱説明書にしたびって<だ 
さし、。 


トップテヴーアンカーにフックを 
固定し、テヴーベルトを締める。 
テヴーベルトをピンと張り、フックび 
しっかり固定されているか確認しま 
す。 


取り付けたチヤイルドシートを軽 
<ゆさぶり、固定されていること 
を確認ずる。 
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-7. 安全にお使いいただくために 


白知識 

■ 旧〇円 X 対応チャイルド シート 固定専用/ トッ プテ ヴーア ン カーについて 

この ISOFIX 対応チャイルドシート固定専用ノく一&トップテヴーアンカーには、 
道路運送車両のなを基準に適合するテ供専用シート ( ISOFIX 対応チャイルド 
シート固定専巧バー&トップテヴーアンカー対応のトヨタ純正チャイルドシー 
卜）を取り付けることをおすすめします。チャイルドシートの選択にあたって 
はトヨタ販売店にご相談ください。 


A 警告 

■チャイルド シートについて 

♦事故 や急ブレーキの際、効果的にな護するために、必ずお子さまの年齢や体の 
大ささに合ったシートベルトまたはチャイルドシートを使用してください。お 
テさまを腕の中に抱くのはチャイルドシートの代わりにはなりません。事故の 
際、お子さまびフロントウインドウガラスや柔員、室内の装備にぶつかるおそ 
れびあります。 

♦お テさまの年齢や体の大ささに合ったチャイルドシートを使用して U ヤシート 
に取り付けてください。 

♦たとえ チャイルドシートに座らせていても、ドアやシート、フロントピラー、 
センターピラー、ルーフサイドレール付近にお子さまの頭や体のどの部分ちち 
たれかけないよラにしてください。 SRS エアバッグびふくらんだ場合、大変 
を険であり、重大な傷害を受けたり、最悪の場合死 t につなびるおそれびあり 
ます。 （ SRS サイドエアバッグ& SRS 力ーテンシールドエアバッグ装着車） 

♦チャイルドシートに よっては、取り付けびできない、または取り付けび困難な 
場合びあります。必ずチャイルドシートに付属の取扱説明書をよくお読みのラ 
え、確実に取り付け、使用ち法を守ってください。使用方法を誤ったり、確実 
に固定されていないと、急ブレーキや衝突時などに、重大な傷害におよぶか、 
最悪の場合死 t につなびるおそれびあ0ます。 
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-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■チ ャイルドシートを取り付けるとをは 

♦お テさまをシートベルトで遊ばせないでください。万一べルトび首に巻をつい 
た場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれび 
あります。 

誤ってそのような状態になってしまい、バックルもはずせない場合は、八サミ 
などでシートベルトを切断してください。 

♦シ ートベルトとバックルび固定されていて、ベルトびねじれていないか確認し 
て < ださい。 

♦チャイルド シートを左もに動かして、きちんと固定されているか確認してくだ 
さい。 

♦運転席と チャイルドシートび干渉し、 
チャイルドシートび正しく取り付けられ 
ない場合は、助手席側の U ヤシートに取 
り付けてください。 




8已 









-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 


■チ ヤイルドシートを取り付けるとをは 



♦助手席には チヤイルドシートを5しろ向をに取り付けないでください。 

ラしろ向をに取り付けていると、事故などで助手席 SRS エアバッグびふくら 
んだとを、重大な傷害を受けた0、最悪の場合死 t につなびるおそれびありま 


す。 


助手席側のサンバイヴーに、同内容の警告文びま示されています。あわせてご 
覧ください。 



♦やむ を得ず助手席に前向をにチャイルド 
シートを取り付ける場合には、助手席 
シートをいちばん後ろに下げて取口付け 
てください。 

助手席 SRS エアバッグはかなりの速度と 
力で&くらむので、お守りいただかない 
と、重大な傷害を受けたり、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあります。 
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-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■チ ャイルドシートを取り付けるとをは 

♦ジュニア シートを使巧している場合は、肩部ベルトび常にお子さまの肩の中む 
にくるようにしてください。ベルトを首から離すとともに肩から落ちないよう 
にしてください。お守りいただかないと事故や急ブレーキの際に重大な傷害や 
死 t につなびるおそれびあ D を険です。 

♦旧 0円 X 対応チャイルドシート固定専用バーを使用するとをは、周辺に障害物 
び無いか、シートベルトび挟まっていないかなどを確認してください。 

♦へッ ドレストを上げた状態でチャイルドシートを取り付けるときは、テヴーべ 
ルトは必ずへッドレストの下へ通してください。へッドレストの上に掛ける 
と、チャイルドシートびしっかり固定されず、衝突したとをなどに生命にかか 
わる重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 

♦へッ ドレストを上げた状態でチャイルドシートに取り付けるとをは、ヘッドレ 
ストを引を上げてトップテヴーアンカーに固定したあとに、へッドレストを下 
げないでください。へッドレストを下げると、テヴーべルトびへッドレストに 
当たってたるみ、衝突したとをなどにチャイルドシートび動いて重大な傷害に 
およぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■チ ャイルドシートを使用しないときは 

♦車両に チャイルドシートを搭載するとをは、適切な方法で確実にシートに取り 
付けてください（一 P . 81、82)。チャイルドシートを使用しない場合でも、 
シートにしっかり固定されていない状態で、客室内に置くことは避けてくださ 
い。 

♦チャイルドシートの 取りはずしび必要な場合は、車両から降ろして保管する 
か、ラゲージルーム内に収納し、しっかりと固定しておいてください。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


88 



運巧ずるとをに 


2-1 .運転のしかた 

運転にあたって . 90 

エンジン（イグニッション） 
スイッチ（キーフ U — 

システム装着車） . 100 

エンジン（イグニッション） 
スイッチ（キーフ U — 

システム非装着車） . 103 

オートマチック 

トランスミッション . 1日已 

方向指示レバー . 108 

パーキングブレーキ . 109 

ホーン（警音器） . 110 


2-2 .メーターの見方 

計器類 . 

表示灯/警告灯... 
燃費表示機能付 
ディスプレイ.… 


2-3. ライトのつけち- 
ワイパーの使い方 

ライトスイッチ . 120 

フォグライトスイッチ . 123 

ワイパー&ウォッシャー 

(フ□ント） . 1吕已 

ワイパー&ウォッシャー 

(U ャ) . 127 

2-4. その他の走行装置の使い方 

運転を補助する装置 . 129 

2-5. 様々な状況での運転 

荷物を積むとをのま意 . 134 

寒;令時の運転 . 136 
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2-1 .運転のしかた 

運起にあたって 


安全運転をむびけて、む下の手順で走行ください。 

■エンジンをかける（一 P . 1001 103) 

■発進ずる 

IS 3 M 1 1 I ブレーキペダルを踏 A ; だまま、シフトレバーを D にずる。 

(一 P ' 105) 

图 H 互パーキングブレーキを解除ずる。 （一 P . 10日) 

图1@]ブレーキペダルか b 徐々に足をはなし、アクセルペダルを 
ゆっくり踏み発進ずる。 

■停車ずる 

国 im シフトレバーは D のまま、ブレーキペダルを踏む。 

園！! 互必要に応じて、パーキングブレーキをかける。 

長時間停車する場合は、シフトレバーを P または N にします。 

レ P ' 105) 

■ 駐車ずる 

固 画 田シフトレバーは D のまま、ブレーキペダルを踏む。 

图パーキングブレーキをかける。 （一 P . ]〇日) 

immj ] シフトレノ（一を P にずる。 （一 P . 1 05) 

お道の途中で駐車をする場合は必要に応じて、輪止めを使用してくださ 
い。 

居 HI 互エンジンスイッチを " LOCK " にしてエンジンを止める。 

国画回キーを携帯していることを確認し、ドアを施錠ずる。 
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2-1 .運転のしかた 


_上り坂の発進のしかた 

お Ml 1 1ブレーキペダルを踏んだまま、ノ（ーキングブレーキをしっかりか 
け、シフトレバーを D にずる。 

I 幻 HI 2 I アクセルペダルをゆっくり踏む。 

車び動さ出ず感触を確認したら、ノ（ーキングブレーキを解除し発 
進ずる。 

白知識 

■雨の曰の運転について 

•雨の曰は視界び悪くなり、またガラスび曇ったり、路面びすべりやすくなっ 
たりするので、慎重に走行してください。 

♦雨の降りはじめは路面びよりすべりやすいため、慎重に走行してください。 

♦雨の曰の高速走行などでは、タイヤと路面の間に水膜び発生し、八ンドルや 
ブレーキび効かなくなるおそれびあるので、スピードは控えめにしてくださ 
い。 

■運面標識の取り付け 

磁石式の初む者運転標識や高齢者運転標識などを樹脂バンノ f 一やアル5ボデー 
部に取り付けることはでをません。 

■環境にやさしい運転 

エコドライブインジケーターび点打する 
と、二酸化炭素排出量の少ない運転をして 
いることをお知らせます。必要しツ上にアク 
セルペダルを踏むと消灯します。 （ D での走 
行時。ただし、スポーツドライブ （ S / D ) ス 
イッチ*び ON のとをは除く） 

エコドライブインジケーターは表示、非表 
示の切り替えびでをます。（一 P .118) 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■発進 するとをは 

エンジンびかかったまま停車しているとをは、常にブレーキペダルを踏んでい 
てください。ク U —プ現象で車び動を出すのを防ざます。 

■運転ず るとさは 

♦踏み 間違いを避けるため、ブレーキペダルとアクセルペダルの位置を把握しな 
い状態で運転しないでください。 

-アクセルペダルをブレーキペダルと間違えて踏むと、車び急発進して思わ 
め事故につなび0、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

-後退するとをは体をひねった姿勢となるため、ペダルの操作びしにくくな 
ります。ペダル操作び確実にでをるよラを意してください。 

-車を少し移動させるとさも正しい運転姿勢をとり、ブレーキペダルとアク 
セルペダルび確実に踏めるよ5にしてください。 

. ブレーキ ペダルはち足で操作して<ださい。左足での ブレーキ 操作は緊急 
時の反広び遅れるなど、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 
♦燃え やすい物の上を走行したり、可燃物付近に車を止めたりしないで<ださ 
い。 

排気管や排気ガスは高温にな D 、 可燃物び近くにあると火災になるおそれびあ 
0を険です。 

♦シフト レノ（一を前進側のシフトポジシヨンに入れたまま惰性で後退したり 、 R 
に入れたまま惰性で前進することは絶対にやめてください。 

エンジンび止まり、ブレーキの効をび悪くなった D 、 八ンドルび重くなったり 
して、思わめ事故や故障の原因となるおそれびあります。 

♦車内で 排気ガス臭に気付いたら、ドアガラスを開け、バックドアび閉まってい 
ることを確認してください。多量の排気ガスび眠気を起こし事故の原因となる 
ほか、重大な健康障害や死 t に至るおそれびあ〇を険です。すみやかにトヨタ 
販売店で点検整備を受けて<ださい。 

♦走行 中にましてシフトレバーを P または R の位置に動かさないでください。 
機械に重大なダメージを与えると共に、車びコント□ールを失ラ結果を招くこ 
とびあ0ます。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

♦走行 中はシフトレバーを N にしないでください。 

N にすると、エンジンブレーキびまったく効かないため、思わめ事故につな 
びるおそれびあります。 

♦走行 中はエンジンを切らないでください。 

パワーステア U ングおよびブレーキ倍力装置は、エンジン回転中でないと作動 
しません。 

♦急な 下り坂では、エンジンブレーキを使用してスピードを下げてください。 
フットブレーキを連続して使いすざると、ブレーキびオーバーヒートして正常 
に機能しなくなります。（一 P . 10己） 

♦巧 道で止まるときは、前後に動き出して事故につなびるのを防ぐため、ブレー 
キペダルやパーキングブレーキを使用してください。 

♦走行 中は八ンドル、シ ー K ドアミラー、インナーミラーの調整をしないでく 
ださい。 

運転を誤り、思わめ事故の原因となって重大な傷害や死 t のおそれびあ0を険 
です。 

♦重大な 傷害や死 t のおそれびあるので、すべての同乗者び頭や手、その他の体 
の一部を車から出さないよラにして<ださい。 

♦オフ □ード走行をしないでください。 

やむをえずオフ□ー ドを走行するとをは、慎重に運転してください。 

♦ミ 度ミ可などの水中走行はしないでください。 

電装品のシヨートやエンジンの破損など、重大な車両故障の原因となるおそれ 
び友 D ます。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■ずべ りやずい路面を運転ずるときは 

♦急フ レーキ、急加速、急八ンドルはタイヤびス U ップし、車両の制御びでさな 
<なり、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

♦シフ トアップやシフトダウンによるエンジンブレーキなど、エンジン回転数の 
急な変化は、車び横すべりするなどして、思わめ事故につなびるおそれびあり 
を険です。 

♦水たまり 走行後はブレーキペダルを軽く踏んでブレーキび正常に働くことを 
確認してください。ブレーキパッドびめれるとブレーキの効をび悪くなった 
り、めれていない片方だけび効いたりして八ンドルを取られ、思わめ事故につ 
なびるおそれびあ0を険です。 

■シフ トレバーを操作ずるときは 

アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないよラに気を付けてください。 

シフトレバーび P または N しツ外にあると、車び急発進して思わめ事故につなび 
るおそれびありを険です。 

■停車ず るとさは 

♦空ぶ かしをしないでください。 

シフトレバーび P または N し U がにあると、車び急発進して思わめ事故につな 
びるおそれびありを険です。 

♦長時間 エンジンをかけたままにしないでください。どうしても必要な場合は、 
開かれた場所に車を停め、排気ガスび車内に入ってこないことを確認して < だ 
さい。 

♦まび 動を出すことによる事故を防ぐため、エンジンの回転中は常にブレーキぺ 
ダルを踏み、必要に応じてパーキングブレーキをかけて<ださい。 

♦坂道で 停車するときは、前後に動を出して事故につなびるのを防ぐため、常に 
ブレーキペダルを踏み、必要に応じてパーキングブレーキをかけてください。 

♦停ま 中に空ぶかしをしないでください。 

排気管び過熱し、可燃物び近<にあると火災につなびるおそれびあります。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■駐車ず るときは 

♦まから 離れるとさは、お子さまを車内に残さないでください。炎天下の車内は 
大変高温となり、お子さまを残してお < と、熱射病や脱水症状となり、重大な 
健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦お テさまを残しておくと、マッチ' ライター' 発炎筒の火遊びによる車両火災 
につなびるおそれびあ〇を険です。 

♦炎天下では、 メガネ、スプレー宙や炭酸飲料の宙などを車内に放置しないでく 
ださい。放置したままでいると、下のよ5なことび起こるおそれびあ D を険 
です。 

-スプレー宙からガスびちれたり、出火する 

-プラスチックレンズ•プラスチック素材のメガネび、変おまたはひび割れ 
を起こす 

-炭酸飲料の宙び破裂して車内を巧したり、電気部品びショートする原因に 
なる 

♦ライターを 車内に放置したままにしないでください。ライターをセンター□ア 
ボックスなどに入れておいたり、車内に落としたままにしておくと、荷物を押 
し込んだ D シートを動かしたとさにライターの操作部び誤作動し、火災につな 
びるおそれびありを険です。 

♦ウイン ドウガラスなどには吸盤を取り付けないでください。また、インストル 
メントパネルやダッシュボードの上に芳香剤などの容器を置かないで<ださ 
い。 

吸盤や容器びレンズの働ををして、車両火災につなびるおそれびありを険で 
す。 

♦シルバー 色などの金属蒸着フィルムを曲面ガラスに貼った場合は、ドアやウイ 
ンドウガラスを開けたまま放置しないでください。直射日光び曲面ガラスの内 
側に反射し、レンズの働さをして火災につなびるおそれびありを険です。 

♦車から 離れるときは、必ずパーキングブレーキをかけ、シフトレバーを P にし 
てエンジンを止め施錠してください。 

エンジンびかかつている間は、車から離れないでください。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

♦エンジン 回転中または停止直後はマフラーに触れないでください。 

やけどをするおそれびあります。 

♦降雪 時や雪び積もった場所では、エンジンをかけたままにしないでください。 
まわりに積ちった雪で排気ガスび滞留して車内に入り、重大な健康障害や死 t 
にまるおそれびありを険です。 

■排気ガス について 

排気ガスには無色.無臭で有害な一酸化炭素 ( C 0) び含まれているため、排気 
ガスを吸い込むと重大な健康障害や死 t にをるおそれびあ〇を険です。 

♦換気び 悪い場所ではエンジンを停止してください。 

と < に車庫内など囲まれた場所では排気ガスび充満し、重大な健康障害や死亡 
に至るおそれびありを険です。 

♦排気管は とをどを点検してください。排気管の腐食などによる巧や亀裂、およ 
び継ぎ手部の損傷、また、排気音の異常などに気付いた場合は必ずトヨタ販売 
店で点検整備を受けて<ださい。そのまま使用すると排気ガスび車内に侵入 
し、重大な健康障害や死 t に至るおそれびありを険です。 

■仮 旧ずるときは 

必ずエンジンを停止してください。 

エンジンをかけたまま仮眠すると、無意識にシフトレバーを動かしたり、アク 
セルペダルを踏み込んだりして、事故やエンジンの異常過熱による火災び発生 
するおそれびあります。さらに、風通しの悪い場所に止めると、排気ガスび車 
内に侵入し、重大な健康障害や死亡に至るおそれびありを険です。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■ブレーキを かけるとさは 

♦万ーエンジンの 停止などによりフレーキ倍力装置び機能しないときは、他の車 
に近づいたりしないでください。また、下り坂や急カーブを避けてください。 
この場合ブレーキは作動しますび、通常よりち強<踏む必要びあります。また 
制動距離ち長<なります。 

♦万ー エンジンび停止したときは、ブレーキペダルを繰り返し踏まないでくださ 
し、。 

ペダルを繰り返し踏むと、ブレーキのアシストカの蓄えを使い切ってしまいま 
す。 

♦ブレーキ システムは二つの独立したシステムで構成されており、一方の油圧シ 
ステムび故障してち、ちラーちは作動します。この場合、ブレーキペダルを通 
常より強 < 踏む必要びあり、制動距離び長 < なります。一ちのブレーキシステ 
ムしか作動してしない状態で走行しないでください。ただちにブレーキの修理 
を受けてください。 

■万一脱輪 したとをは （4 WD 車） 

いずれかのタイヤびをに浮いているとをは、むやみに空転させないでください。 
駆動系部品の損傷や車両の飛び出しによる思わめ事故につなびるおそれびあり 
ます。 
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2-1 .運転のしかた 


A ま意 

■運転 中は 

坂道で停車するために、アクセルペダルを使ったり、アクセルペダルとフレー 
キペダルを同時に踏んだりしないでください。 

■駐車ず るとさは 

必ずシフトレバーを P にしてください。 P にしておかないと、車び動を出した 
り、誤ってアクセルペダルを踏み込んだとをに急発進するおそれびあります。 

■部品の 損傷を防ぐために 

♦ノ f ワーステア U ングモーターの損傷を防ぐため、八ンドルをいっぱいにまわし 
た状態を長<続けないで<ださい。 

♦ディスク ホイールなどの損傷を防ぐため、段差などを通過するとをは、でさる 
だけゆっくり走行してください。 

■きしみ やひっかき音が聞こえた5 (ブレーキパッドウエアインジケーター) 

できるだけ早くトヨタ販売店で点検を到 t フレーキパッドを交換してください。 
化要なとさにパッドの交換びおこなわれないと、口一夕一の損傷につなびる場合び 
あります。 

ブレーキパッドやディスク□ーターなどの部品は、役割を果たすと共に摩耗し 
ていをます。摩耗の限界を超えて走行すると故障を引を起こすばかりでなく、事 
故につなびるおそれびあ D ます。 

■ 走行中にタイヤが/ f ンクした S 

1；( 下のよラなとさはタイヤのパンクや損傷び考えられます。八ンドルをしっか 
り持って徐々にブレーキをかけ、スピードを落としてください。 

♦八ン ドルびとられる 
♦異常な 振動びある 
♦車両び 異常に傾< 

タイヤびパンクした場合は、新しいタイヤに交換してください。（一 P . 2已 0) 
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2-1 .運転のしかた 


A ま意 

■冠 水路走巧に関ずるま意 

大雨などで冠水した道路では、下のよ5な重大な損傷を与えるおそれびある 
ため、走行しないでください。 

♦エンス トする 

♦電装 品びショートする 

♦水を 吸い込んでのエンジン破損 

万一、冠水した道路を走行し、水中に浸かってしまったとさは必ずトヨタ販売 
店で！;(下の点検をしてください。 

♦ブレーキの 効を具合 

♦エンジン、 トランスアクスル、トランスファー (4 WD 車)、 U ヤデイファレ 
ンシャル （4 WD 車）などのオイルやフルードの量および質のを化 

♦プロペラ シャフト (4 WD 車)、各ベア U ング、各ジョイント部などの涵滑不良 
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2-1 .運転のしかた 

エンジン（イグニッシヨン）スイッチ（キーフリーシステム装着車) 


■エンジンのかけ方 

固画でパーキングブレーキがかかっていることを確認する。 

固画回シフトレバーが P の位置にあることを確認する。 

163111 3 I ブレーキぺダ >1 レをしっかり踏む。 

固画互エンジンスイッチを押し込みなが b " START " の位置にまね 
す。 

■エンジンスイッチの位置 

□ " LOCK " ( OFF ) 

ステアリング□ックびかかりま 
す。 

且 " ACC " 

オーディオなどの電装品が使用で 
をまず。 

B " ON " 

すべての電装品び使用でをます。 

□ " START " 

エンジンが始動でをます。 
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2-1 .運転のしかた 


曰知識 


■エンジンスイッチを " ACC " か6 " LOCK " にまわずには 

シフトレバーを P にして操作してください。 

P 政外では " LOCK " の手前までしかまわすことがでさず、八ンドルは□ック 
されません。 

■ ステアリング□ックを解除ずるには 


八ンドルを左ちに動かしながら、エンジン 
スイッチを押し込んでまわしてください。 



■エン ジンが始動しないときは 

エンジンイモビライヴーシステムが解除されていない可能性があります。 
レ P . 68) 

■電子カードキーの電池の消耗について 

^P. 24 

■電子カードキーの電池が切れたときは 

一 P . 22己 

■キーフリーシステムが正常に働かないおそれのあるげ況 

一 P. 23 

■ご留意いただをたいこと 

一 P . 2己 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■エンジンを 始動ずるときは 

必ず運転席に座っておこなってください。このとさみしてアクセルペダルは踏 
まないで<ださい。思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場 
合死 t につなびるおそれびあります。 


ま意 

■バッテリー あがりを防止ずるために 

エンジンびかかっていないとをは、エンジンスイッチを "ACC " または " ON" 
にしたまま長時間放置しないでください。 

■エンジンを 始動ずるとさ 

♦一度に 30砂！;(上スターターをまわさないでください。 

♦エンジンび; 令えた状態で空ぶかししないでください。 

♦もし エンジンび始動しにくかったり、頻繁にエンストする場合は、ただちにエ 
ンジンの点検を受けてください。 
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2-1 .運転のしかた 

エンジン（イグこッシヨン）スイッチ（キ-フり-システムミ隙詰) 


■エンジンのかけ方 

固画でパーキングブレーキがかかっていることを確認する。 

固画回シフトレバーが P の位置にあることを確認する。 

163111 3 I ブレーキぺ夕 V レをしっかり踏む。 

图10エンジンスイッチを " START " の位置にまわす。 

□ " LOCK " ( OFF ) 

-ステア U ング□ックがかか0 
ます。 

-シフトレバーの位置が P のと 
を、キーを抜き差しすることび 
でをまず。 

且 " ACC " 

オーディオなどの電装品び使用で 
をまず。 

B " ON " 

すべての電装品び使用でをます。 

□ " START " 

エンジンが始動でをます。 


□知識 

■キーを " ACC " か6 " LOCK " にまわずには 

シフトレバーを P にして操作してください。 


■エンジンスイッチの位置 
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2-1 .運転のしかた 


■ステアリング□ックを解除ずるには 



八ンドルを左ちに動かしなびら、キーをま 
ねして < ださい。 


■エンジンが始動しないときは 

一口' 2日1 

■キー抜を忘れ警告ブザー 

キーび差してあり、エンジンスイッチび " ACC " または " LOCK " のとを、い 
ずれかのドアを開けると警告音び鳴ります。 


A 警告 

■エンジンを 始動ずるときは 

必ず運転席に座っておこなってください。このとをミ夫してアクセルペダルは踏 
まないでください。思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場 
合死 t につなびるおそれびあります。 


A ミち意 

■バッテリー あがりを防止ずるために 

エンジンびかかつていないとをは、エンジンスイッチを " ACC " または " ON ” 
にしたまま長時間放置しないでください。 

■エンジンを 始動ずるとさ 

♦一度に 30秒！;(上スターターをまわさないでください。 

♦エンジンび; 令えた状態で空ぶかししないでください。 

♦もし エンジンび始動しにくかったり、頻繁にエンストする場合は、ただちにェ 
ンジンの点検を受けてください。 
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状況に応じてシフトポジションをお選びください。 

■シフトレバーの動かしち 

► スポーツドライブスイツチ非装着車 



^ エンジンスイッチび " ON " の状態で、ブレーキペダルを踏ん 
だままシフトレバーボタンを巧して操作しまず。 

* シフトレバーボタンを巧して操作しまず。 

■ シフトポジシヨンの使用目的 


シフトポジション 

目的 

P 

駐車またはエンジン始動 

R 

後退 

N 

動力び伝わらない状態 

D 

通常走行‘X 

S 

巧道走行 

臣 

急な下り坂走行 


^燃費向上や騒音の低減のために、通常は D を使用してください。 


2-1 .運転のしかた 

才ート7チックトランス5ッシヨン 



…已 

























2-1 .運転のしかた 


► スポーツドライブスイッチ装着車 



* エンジンスイッチび " ON " の状態で、ブレーキペダルを踏ん 
だままシフトレバーボタンを巧して操作しまず。 

シフトレバーボタンを巧して操作しまず。 

■シフトポジシヨンの使用目的 


シフトポジション 

目的 

P 

駐車またはエンジン始動 

R 

後退 

N 

動力び伝わらない状態 

D 

通常走行‘X 

臣 

急な下り坂走行 


^燃費向上や騒音の低減のために、通常は D を使用してください。 


10巨 





















2-1 .運転のしかた 


t スポ-ツドライブ （S/D) スイッチ* 

通常は " OFF " の状態（メーター内の表示巧び消な）で使用してください。 

S/D ON 
S/D OFF 

"ON" のとをは、メーター内の表示な 
び点なします。 


□知識 

■スポーツドライブ （S/D ) スイッチ*び " ON" のとをは 

♦上0坂ではエンジン回転数の変化び少なく、なめらかでをびをびした走行び 
でをます。 

♦下り坂では軽いエンジンブレーキび得られます。 

■ リバース 警告 ブザー 

♦シフトレバーを R に入れるとブヴーび鳴り、 R にあることを運転者に知らせ 
ます。 

■シフトレバーを P か5シフトでさないとさは 

一 P. 263 


A 警告 

■すべりやすい 路面では 

急なアクセル操作や、エンジンブレーキカの急激な変化び横すベりやスピンの 
原因となりますので注意して<ださい。 


:車両型式などで異なる装備やオプション装備 
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2-1 .運転のしかた 

方向指巧レバー 



n 左折 
曰ち折 

曰左側へ車線変更 
(レバーを途中で保持） 

レノ（一をはなすまで左側方向指示 
なび点滅します。 

□ ち側へ車線変更 
(レバーを途中で保持） 

レノ（一をはなすまでち側ち向指示 
なび点滅します。 


白知識 
■作動を件 

エンジンスイッチが "ON " のとを 

■表示巧の点滅が異常に速くなったときは 

ち向指示口の電球が切れていないか確認して<ださい。 
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2-1 .運転のしかた 

パーキングブレーキ 


n パーキングブレーキをかける 
ち足で ブレーキ ペダルを踏みな び 
ら、左足で パーキングブレーキ ぺ 
ダルをいっぱいまで踏み込みま 
す。 

曰パーキングブレーキを解除す 
る 

パーキングブレーキがかかってい 
る状態で、再度パーキングブレー 
キペダルを踏み込みます。 


口知識 

■冬季のパーキングブレーキの使用について 

r 寒;令時の運転」（一 P. 136)の記載を参照してください。 

■I くーキングブレーキホ解除走行時警告ブザー 

一 P. 24己 


A ま意 
■走行 前のま意 

パーキングブレーキを完全に解除して<ださい。 

パーキングフレーキをかけたまま走行すると、ブレーキ部品び過熱し、フレー 
キの効をび悪くなった D 、早く摩耗したりするおそれびあります。 
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2-1 .運転のしかた 

ホーン（警音器) 



口知識 

■ A ンドル位置を調舊したをは 

八ンドルび確実に固定されていることを確認してください。 
固定び不十分だとホーンび鳴らない場合びあります。（一 P. 已日) 
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2-2. メーター の見方 

計器類 




川 



























2-2. メーターの 見ち 


[時計の表示変更 



時刻調整ノブを1秒じ(上巧して、 
時計表おを点滅させる。 

10秒経過するとちとの時計表 
示にもどります。 


固画司時計表示び点滅中に時刻調整ノブを巧して "分’’ を設定ずる。 

巳秒経過すると時表示び点滅します。 

1131時表示び点滅中に時刻調整ノブをキ甲して"時"を設定ずる。 

巳秒経過するとちとの時計表示にちど0ます。 


曰知識 

■正時合わせについて 

時計表示び点滅中に時刻調整ノブを1砂し i (上押すと、正時に合わせることびで 
をます。 

♦ 〇〜29分は切り下げられます。 

♦ 30 〜59分は切り上げられます。 

• (例）1: 00〜1； 29の場合は、1: 00に、1: 30〜1；已日の場合は、2 : 
00になります。 

■バッテリー端子の脱着をしたとさは 

バッテ U- 端子の脱着をおこなラと、時計は1； 00に1」セツトされます。 
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2-2. メーターの見方 

表示巧/警告巧 


メ—夕—内の表示好.警告巧でお車の状況をお知5せしまず。 
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2-2. メーターの 見ち 


■表示灯 

システムの作動状況を表示しまず。 


ぐ含 


方向指示表示な 
(一 P' 108) 


VSC 

OFF 


VSC OFF 表示が 
レ P .131) 


iO 


へッドライト 

上向き表示な UP . 1 20) 


が 


フ□ントフォグライト 
表示な* UP . 123) 


を 

石 


U ヤフォグライト 
表示な*レ P .123) 
セキユ U ティ表示口* 
( 一 P. 68) 


ス U ップ表示な* 
レ R 1 30) 

{ 点滅） 




审 

S/D 


エコドライブインジケーター 
レ P. 91) 

低水温表示灯 

スポーツドライブ表示な* 
レ P . 1 07) 



シートベルト 

© 綱。 

® / 

SEAT 

BELT 

インフオメーシヨン 

@ 畳®。 

面 ◎… ( 

W km/h \ 

表 W 打 


シフトポジション表示な（一 P .105) 


※作動確認のためにエンジンスイッチを "ON" にずると点打し、数秒後また 
はエンジンをかけると消灯します。点灯しない場合や点灯したままのとをは 
システム 異常のおそれびあります。トヨタ販売店で点検を受けて<ださい。 
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:車両型式などで異なる装備やオプション装備 




































2-2. メーターの 見ち 


■警告打 

万一のシステム異常などを警告します。 （^ P . 246) 


(①）口 

が（〇 

が 

(©) 

@! 

キ※ ※本※ 

1 を 1 

ぶ 同 E 



@ 


( 点滅） 


VSC 

OFF 

{ 点滅） 

※作動確認のたがにエンジンスイッチを "ON" にすると点灯し、数秒後また 
はエンジンをかけると消打します。点灯しない場合や点打したままのとをは 
システム 異常のおそれびあります。トヨタ販売店で点検を受けてください。 


口知識 

■シートベルトインフォメーシヨン表示なについて 

エンジンスイッチを "ON" にすると、約10秒間点滅して運転者に同乗者の 
シートベルト着用をラなびします。 

♦停ま中でエンジンスイッチび "ON" のとを、いずれかのドアを開閉すると 
点滅します。 

♦シートベルトを着巧していてもエンジンスイッチを "ON" にするたび、点 
滅します。また、点滅中にシートベルトを着用しても、約10秒経過するま 
で消灯しません。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-2. メーターの 見ち 


A 警告 

■まを 装置の警告なび点なしないとをは 

ABS や SRS エアバッグなどのま全装置の警告灯び、エンジンスイッチを" ON” 
にしても点なしない場合や点なしたままの場合は、事故にあったとさに正しく 
作動せず、重大な傷害を受けたり、最悪の場合死 t につなびるおそれびありま 
す。ただちにトヨタ販売店で点検を受けて< ださい。 
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2-2. メーター の見方 

燃費表示機能付ディスプレイ 


燃費表示機能付デイスプレイは、下のような情報を表おしまず。 

♦オド メーター 
• 卜 U ツプ メーター A、 巨 
• 平ち燃費 
♦外気温* 

♦エコドライブインジケーター 
の表示/非表お 


> 

◎ u 居 


i 二 mn 

ODO, し U 

二 inn 

JU u 

© < 

MODE (i 


KBPA 220301 


[表示切り替え 


表示を切り替えるには、メーター 
内の表示切0替えノブを巧しま 
す。 


•オド メーター 




走行した総距離を表おします。 


• 卜 U ップ六ーター A 



U セツトしてからの走行距離を表示します。 

I」セツトするには卜 U ップーター A 表示中に;>(ーター内 
の表示切り誓えノブを長押しします。 


* :車両型式などで異なる装備やオプション装備 



































2-2. メーターの 見ち 


卜 U ップ メーター 目 


TRIP 回 

1C n 


卜 U ップ ーター A とは別に、 U セットしてからの 
走行距離を表おします。 

U セツトするには卜 U ップ方ーター目表示中にメーター内 
の表示切0誓えノブを長押しします。 


平均燃費 


AVG. 

m n 
lU.Ukm/L 


燃料を補給してからの平均燃費を表おします。 


外気温* 


で 


夕'!'気温を表します。 

外気温： 一3日で〜已〇での間で表示します。 


♦ エコドライブインジケーターの表示/非表示の切り替え 


エコドライブインジケーター UP. 91) を表示す 
るかしないかを選択でさます。 

六ーター内の表示切0替えノブを長押しすると、表 
示/非表示が切り替わります。 

□ 表お 
且非表示 


IE 

1 二 

1 二 

1 

广 

し 

n 









□ 

t 

且 


£ 

1 二 

□ 

n 

u 

n 



C 

G 

ni 二 

し" 

!二 
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* :車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 






















2-2. メーターの 見ち 


口知識 — 

■が気温の表示について 

♦外気温の測定び正しく行われないとをは「一一で」と表示されます。 

1；(下の場合は、正しい外気温び表示されなかったり、表示切替び遅<なること 
びありますび、故障ではありません。 

♦停車しているとさや、低速走行のとを 

♦か気温び急激に変化したとを律庫、トンネルの出入□付近など） 

■バッテリー端テの脱着をしたとき 

バッテ U —端子の脱着をおこな5と、し:!下のデータは U セツトされます。 

♦卜 U ップ メータ ー A、B 
♦平均燃費 
♦か気温* 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-3. ライトのつけ方.ワイパーの使いち 

ライトスイッチ 



□ 車幅好-尾打-番号打 -乂一 
ター照明を点好 

曰上記ライトとへッドライトを 
点好 


(八イビームにずる 



n ライト点灯時、レバーを前方に 
押し八イ ビームに 切り替え 
レバーを元の位置へもどすと□一 
ビームにちど0ます。 

曰レバーを引いてし'^る間、ノ V イ 
ビームを点好 

ライトび消灯していてち、八イビーム 
び点灯します。レバーをはなすと、 
□ービームにちどるまたは消灯しま 
す。 


120 

































2-3. ライトのつけち.ワイバーの使いち 


I "手動光軸調壁ダイヤル（八□ゲンへッドライト装着車) 

乗車人数や荷物の量などによる車の姿勢の変化にあわせて、へッドライ 
卜の光軸を調整することびでさまず。 

n 上向をに調整 
曰下向さに調整 


■目盛り設定の目ま 


乗員と荷物の条件 

ダイヤル位置 

柔員 

荷物 

FF 

(前輪駆動） 

4WD 
(4 輪駆動） 

運転ち 

なし 

0 

0 

運転者と 
助手席柔員 

なし 

0 

0 

全乗員 

なし 

2 

1.5 

全柔員 

ラゲージルーム 
満載時 

3.5 

3 

運転ち 

ラゲージルーム 
満載時 

4.5 

4 
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2-3. ライトのつけち.ワイ八’一の使いち 


口知識 

■ライト消し忘れ警告ブザー 

► キーフ1」ーシステム装着車 

ライトスイッチび ♦ または io の位置にあり、エンジンスイッチび 
"LOCK" のとを、いずれかのドアを開けると警告音び鳴ります。 

► キーフ1」ーシステム非装着車 

ライトスイッチび参または1〇の位置にあるとを、キーを抜いていず 
れかのドアを開けると警告音び鳴ります。 

■才ートレべリングシステム（デイスチャージへッドライト装着車） 

通行人や対向車びまぶし<ないよラに、乗車人数、荷物の量などによる車の姿 
勢の変化にあわせて、へッドライトの光軸を自動で調整します。 


A を意 

■バッ テリーあびりを防止ずるために 

エンジンを停止した状態でライトを長時間点なしないでください。 
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2-3. ライトのつけち-ワイパーの使いち 

フォグライトスイツチ* _ 


雨や霧などの悪天候下で視界を確保しまず。 
■ フ□ントフォグライトスイツチ 

□ 消な 
曰点灯 


点打/消な 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-3. ライトのつけち.ワイ八’一の使いち 


口知識 

■点な条件 

♦フロントフォグライトは、車幅灯び点灯しているとをに使用でをます。 

♦ U ヤフォグライトは、へッドライトび点なしているとをのみ使用でをます。 

■リヤフォグライトについて 

♦ U ヤフォグライトび点なしているとさは、メーター内の表示なび程色に点な 
します。 

♦雨や霧などで視界び悪いとさに後続車に自分の車の存在を知らせるために 
使用します。 

視界び悪いとさし U 外に使用すると後続車の迷惑になる場合びあります。 
必要なとさしツがは使用しないでください。 
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2-3. ライトのつけち-ワイパーの使いち 

ワイパ ー& ウォッシャー（フロント) 



間欠作動 （ INT ) 

ほ速作動 ( L 0) 

高速作動 （ HI ) 

-時作動 ( MIST ) 
ウォッシャーあを出ず 
ワイバーび連動して作動します。 



12已 



















2-3. ライトのつけち.ワイ八’一の使いち 


口知識 — 

■作動を件 

エンジンスイッチが " ON " のとさ 

■ウォッシャー液び出ないときは 

ウォッシャー液量が不足していないのにウォッシャー液が出ないとをは、ノズ 
) レのつまりを点検してください。 


A ま意 

■窓ガラスび 乾いているときは 

ワイパーを使わないでください。 

ガラスを傷付けるおそれびあ0ます。 

■ウ ォツシャー液び出ないときは 

ウォツシャースイツチを操作しつづけないでください。 
ポンプび故障するおそれびあります。 

■ノズルび つまったときは 

ノス) レびつまったとをはトヨタ販売店へご連絡ください。 
ピンなどで取り除かないでください。 

ノズ J レび損傷するおそれびあります。 
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2-3. ライトのつけち-ワイパーの使いち 

ワイパ ー& ウォッシャー（リヤ ）* 



n 作動 

曰ウォッシャー液を出す 
(ワイパー作動中） 

曰ウォッシャー液を出す 
(ワイパー停止中） 


日知識_ — 

■作動を件 

エンジンスイッチが " ON " のとさ 

■ウォッシャー液び出ないときは 

ウォッシャー液量が不足していないのにウォッシャー液が出ないときは、ノズ 
ルのつまりを点検してください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-3. ライトのつけち.ワイバーの使いち 


A ま意 

■窓ガラスび 乾いているときは 

ワイパーを使わないでください。 

ガラスを傷付けるおそれびあります。 

■ウォ ツシャー液が出ないときは 

ウォツシャースイツチを操作しつづけないでください。 
ポンプび故障するおそれびあります。 

■ノズルが つまったとさは 

ノズルびつまったとさはトヨタ販売店へご連絡ください。 
ピンなどで取り除かないでください。 

ノス) レび損傷するおそれびあります。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 

運起を巧助する装置 


走行の安を性や運転性能を高めるため、走行状況に応じてむ下の装置 
び自動で作動しまず。ただし、これ5の装置は補助的なちのなので、 
過信せずに運転には十分にを意してください。 

■ ABS (アンチ□ックブレーキシステム） 

急ブレーキ時や滑0やすい路面でのブレーキ時にタイヤの□ックを防ざ、ス 
U ップを抑制します。 

■ VSC (ビークルスタビリティコント□ール）* 

急な八ンドル操作やすべ0やすい路面で旋回するとをに横すベ0を抑え、車両 
の姿勢維持に寄与します。 

■ TRC (トラクシヨンコント□-ル）* 

すべ0やすい路面での発進時や加ま時に駆動輪の空転を抑え、駆動力を確保し 
ます。 

■ブレーキアシスト （ VSC 装着車） 

急ブレーキ時などによ〇大をなブレーキカを発生させます。 

■ EPS (エレクトリックパワーステアリング） 

電気式モーターを利用して、八ンドル操作を補助します。 


:車両型式などで異なる装備やオプション装備 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


|VSC、TRC び作動しているとき 



車両び横ずベりしそラになったと 
き、駆動輪び空転したときは、 
VSC 、 TRC の作動を表示ずるため 
にス U ップ表示巧び点滅しまず。 


|TRC や VSC を停止ずるには 

めかるみや新雪などから脱出ずるときに、 TRC や VSC び作動している 
と、アクセルペダルを踏み込んでち脱出び困難な場合びありまず。この 
よラなとさに 、 VSC OFF スイッチを巧して、 TRC や VSC を停止ずる 
ことにより脱出しやずくなりまず。 


TRC を停止ずるには 



TRC を停止ずるにはスイツチを巧 
します。 

ス U ツプ表示口び点なします。 

ちう一度スイッチを巧すと、システム 
作動巧能状態にちど0ます。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


■ TRC と VSC を停止ずるには 

TRC と VSC を停止ずるには、停 
車時にスイッチを巧し、3秒じ(上 
保持します。 

ス1」ップ表示口と 、 VSC OFF 表示な 
び点なします。 

ちう一度スイッチを巧すと、システム 
作動巧能巧態にちど0ます。 


□知識 

■ ABS、 ブレーキアシスト、 VSC、TRC の作動音と振動 

♦エンジン始動時や発進直後や、ブレーキを繰り返し踏んだとさに、エンジン 
ルームから作動音び聞こえることびありますび、異常ではありません。 

♦上記のシステムび作動すると、し U 下のよラな現象び発生することびあります 
び、異常ではありません。 

-車体や八ンドルに振動を感じる 

-車両停止後ちモーター音が聞こえる 

- A 目 S の作動時に、ブレーキペダルがル刻みに動< 

- ABS の作動終了後、ブレーキペダルがかし輿に入る 

■ EPS モーターの 作動音 

八ンドル操作をおこなったとを、モーターの音 （ "ウイーン"といラ音）が聞こ 
えることがありますが、異常ではありません。 

■ EPS の効果が下がるとを 

停車中か極低速走行中に長時間八ンドルをまわし続けると、オーバーヒートを 
避けるため EPS の効果が下がり八ンドルが重く感じられるようになります。そ 
の場含は、八ンドル操作を控えるか、車を停車し、エンジンを切ってください。 
10分程度で元の状態にちどります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


A 警告 

■ ABS の効果を発揮できないとき 

♦タイヤの グ U ップ性能の限界を超えたとさ 

♦雨で 濡れた路面やすべりやすい路面での高ま走行時に、八イドロプレーニング 
現象び発生したとを 

■ ABS び作動ずることで、制動距離び通常よりも長くなるとき 

ABS は制動距離を短くする装置ではあ D ません。し:!下の状況では、常に速度を 
控えめにして前車と安全な車間距離をとってください。 

♦ミ 尼、砂利の道路や積雪路を走行しているとを 

♦タイヤ チェーンを装着しているとを 

♦道路の つなざ目など、段差を越えたとを 

♦凹凸の ある路面や石だたみなどの悪路を走行しているとを 

■TRC の効果を発揮でをないとを 

すべ D やすい路面では、 TRC び作動していてち、車両のち向安定性や駆動力び 
得られないことびあります。車両のま定性や駆動力を失ラよ5な状況では、と 
くに慎重に運転してください。 

■ス リップ表示なが点滅したとさは 

VSC び作動中であることを知らせています。常に安全運転をむびけてください。 
無謀な運転は思わめ事故につなびるおそれびありを険です。表示なび点滅した 
とさは、とくに慎重に運転してください。 

■ VSC OFF 表示なが点滅したときは 

VSC システム、 TRC システムに異常のおそれびあります。ただちにトヨタ版 
売店で点検を受けて < ださい。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


A 警告 

■ TRC や VSC を OFF にするときは 

TRC や VSC は自動的にブレーキやエンジンの出力を制御して駆動力や車両の 
方向ま定性を確なしよラとするシステムです。 

そのため、必要なときしツがは TRC 機能、 VSC 機能を作動停止状態にしないで 
ください。 TRC 機能や VSC 機能を作動停止状態にしたときは、路面状況に応 
じたま度で、と < に慎重な運転をむびけて< ださい。 

■タイヤを 交換ずるときは 

4輪とも指定されたサイズで、同じメーカー、フランド、トレッドパターン（溝 
模様）のタイヤを使用し、推奨された空気圧にしてください。（一 P . 280) 
異なったタイヤを装着すると、 ABS 、 VSC び正常に作動しません。 

タイヤ、またはホイールを交換するとをは、トヨタ販売店に相談してください。 



133 





2-5. 様々な状況での運転 

巧物を積むとをのま意 


安まで快適なドライプをずるために、荷物を積むときはじ TF のことを 
お守りください。 

• できるだけ荷物はラゲージルームに積む。 

♦荷物び安全な位置に置かれているか確認ずる。 

♦走行中のバランスを維持ずるために重さび偏らないよラに積む。 

• 燃費び悪化しないよラにずるために、不要な荷物は積まないよラ 
にずる。 


A 警告 

■積んで はいけないちの 

1；( 下のよラなちのを積むと引火するおそれびありを険です。 

♦燃料び はいった容器 
参 スプレー宙 

■荷物を 積むときは 

♦し U 下の場所には荷物を積まないで < ださい。 

お守りいただかないと、ブレーキ•アクセルペダルを正しく操作でをなかった 
り、荷物び視界をさえざったり、荷物び柔員に衝突したりして、思わめ事故に 
つなびるおそれびあ0ます。 

-運転席足元 

-助手席や後席（荷物を積み重ねる場合） 

-インストルメントパネル 
. ダッシュボード 
-ふたのないル物入れ/トレイ 
♦室内に 積んだ荷物はすべてしっかりと安定させてください。 

ま定していないと、急ブレーキや事故の際に投げ出され、乗員を傷付けるおそ 
れびあります。 
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2-5. 様々な状況での運転 


A 警告 

♦シート 背ちたれより高いものをラゲージルームに積まないでください。 

急ブレーキや事故の際に、巧げ出され、乗員を傷付けるおそれびあります。 

♦後 席のシート背ちたれを折りたたんで、寸法び長い荷物を積むとさは、でさる 
だけ前席シート背ちたれの真ラしろには積まないでください。 

♦ラ ゲージルームに人を柔せないで<ださい。乗員用には設計されていません。 
柔員は、適切にシートベルトを着用させ、座席に座らせてください。 
お守りいただかないと、急ブレーキや衝突の際に、重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■荷物の 重量-巧重のかけちについて 

♦荷物を 積み過ざないで < ださい。 

♦荷重を 不均等にかけないよラにしてください。 

これはタイヤに負担をかけるだけでなく、八ンドル操作性やフレーキ制御の低 
下により思わめ事故につなびり、重大な傷害を受けるか最悪の場合死 t につな 
びるおそれびあります。 
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2-5. 様々な状況での運転 

寒;を時の運転 


寒を時に備えて、準備や点検など正しく処置していただいたラえで適 
切に運転してください。 

■ をの前の準備 

♦ LU 下のをのはそれぞれ外気温に適したちのをお使いください。 

-エンジンオイル 
-;令却水 
-ウォッシャー液 

♦バッテ U —の液量-比重を点検してください。 

♦を用タイヤ （4 輪）やタイヤチェーン（前部タイヤ用）を用意し 
て < ださい。 

タイヤは4輪とち指定サイズで同一銘柄のちのを、タイヤチェー 
ンはタイヤサイズに合ったちのを用意してください。 

(タイヤについて： 一 P .191) 

■ 運転ずる前に 

状況に応じてじ(下のことをおこなってください。 

♦ドアやワイパーび凍結したときは無理に開けたり動かしたりせ 
ず、めるま湯をかけるなどして氷を溶かし、ずぐに水分を十分に 
ふさ取ってください。 

• フ□ントウインドウガラス前の外気取り入れ口に雪び積ちって 
いるとをは、エアコンのフアンを正常に作動させるために、雪を 
取0除いて < ださい。 

• 足まわりに氷び付いているとさは、氷を取り除いてください。 

• フェンダー部分やブレーキ装置に雪や氷び付いているときは、取 
り除いて < ださい。 
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2-5. 様々な状況での運転 


■運転ずるとをは 

ゆっくりスタートし、控えめな速度で走行してください。 

■駐車ずるとをは 

パーキングブレーキをかけると、ブレーキ装置び凍結して解除でさ 
なくなるおそれびありまず。パーキングブレーキはかけずに、シフ 
トレバーを P に入れて駐車し、輪止めをしてください。 


白知識 

■寒を地用ワイパーブレードについて 

♦降雪期に使用する寒;令地用ワイバーブレードは雪び付着するのを防ぐため 
に金属部分を3’ムでおおってあります。トヨタ販売店で各車指定のフレード 
をおホめください。 

♦高速走行時は、通常のワイノ f ーブレードよりガラスびふを取りにくくなるこ 
とびあります。その場合には速度を落としてください。 

■タイヤチェーンについて 

取り付け-取りはずし-取り扱いち法についてはしツ下の指示にしたびってくだ 
さい。 

-ま全に作業でをる場所でおこなラ 
-前2輪に取り付ける 

-タイヤチェーンに付属の取扱説明書にしたびラ 
-取り付け後0.己〜 1.0 km 走行したら締めなおしをおこなラ 
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2-5. 様々な状況での運転 


A 警告 

■を 用タイヤ 装着 時の 警告 

Li (下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、車両のコント□ールび不能となり、重大な傷害を受け 
たり、最悪の場合死 t 事故につなびるおそれびあります。 

♦指定 サイズのタイヤを使巧する 
♦空気 圧を推奨値に調整する 

♦お使いになる を用タイヤの最高許容速度や制限速度を超える速度で走行しな 
い 

■タイヤ チェーン 装着 時の 警告 

し U 下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、安全に車を運転することびでをずに、思わめ事故につ 
なびり、重大な傷害を受けたり、最悪の場合死 t 事故につなびるおそれびあり 
ます。 

♦装着した チェーンに定められた制限速度、もしくは30 km / h のどちらか化い 
ほラを越える速度で走行しない 

♦路面の 凹凸や巧を避ける 
♦急 八ンドル、急ブレーキを避ける 

♦カーブの 入 D □手前で十分減速して車のコントロールを失ラのを防ぐ 

■駐車 時の 警告 

パーキングフレーキをかけずに駐車するとをは、化ず輪止めをしてください。輪 
止めをしないと、車び動を思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 
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2-5. 様々な状況での運転 


么ま意 


■タイヤ チェーンの使用について 

トヨタ純正タイヤチェーンのご使巧をおすすめします。 

トヨタ純正品!;(がのタイヤチェーンの中には、使用すると、車体にあたり、走 
行のさまたげとなるおそれびあるちのちあります。 

詳しくはトヨタ販売店にご相談ください。 

■フ □ントウインドウガラスに付いた氷を除去ずるときは 

たたいて割らないで < ださい。 

ウインドウガラスの内側（車内側）び割れるおそれびあります。 
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2-5. 様々な状況での運転 
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3-4. 収納装備の使い方 

収納装備一覧 . 

■ボトルホルダー . 

-センター□アボックス 
(カップホルダー付）.. 
■アームレストポケット 

-オープントレイ . 

-助手席シート 

アンダートレイ . 

. デッキサイドポケット 


3-5. その他の室内装備の使いち 


サンバイヴー . 179 

バニテイミラー . 180 

アクセサ U — ソケット . 181 

アーム レスト . 182 

買い物フック . 183 

フ□アマット . 184 


3-3. 室内'なのつけ方 

室内灯一覧 . 169 

-パーソナル ライト . 170 

•ルームライト . 170 


3-1 .エアコン- 

デ フォッ ガーの 使い方 

オートエアコン . 142 

マニュアルエアコン . 150 

リヤウインドウデフォッガー 

(曇0取 D ). 156 

フ□ントワイパー 
デアイサー . 157 


3-2. オーディオの使い方 

オーディオの種類 
(ナビゲーシヨン 


システム非装着車） . 1已8 

ラジオの使いち . 160 

CD プレーヤーの使いち ....... 162 

快適に聞くたがに . 167 

アンテナ . 168 


ま巧装備の巧い方 3 


14 567 88 
7 7 7 7 7 7 7 
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3-1 .エアコン.デフォッガーの使い方 

才ートエアコン* _ 


設定温度にあわせて吹き出し□と風■を自動で調壁しまず。 



才ート設定を使うとき 


IE 3 IIMI 1 I 



を巧ず。 


吹さ出し□と風量び自動で調整されます。 


legiai 21 設定温度を上げるときは 



の▲を、下げるとさは▼を巧ず。 


的臓3 I 



を巧ず。 


ボタンを巧すたびにエアコンの ON • OFF び切り替わります。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 





































お好みの設定で使ラとさ 


■エアコンの ON • OFF を切り替えるには 

^ A / cj を巧ず。 

ボタンを巧すたびにエアコンの ON . OFF び切0替わります。 

■設定温度をかえるには 


温度を上げるとさは 

風量をかえるには 


の▲を、下げるとさは▼を巧ず。 


の▲(増）か▼(減）を巧ず。 

風量は7段階に調整でをます。 


ち風を止めるとさは 


を巧す。 


吹き出し□を切り替えるには 


を巧ず。 


ボタンを巧すたびに吹を出し□び切0替わ0ます。吹を出し□表おは！; TF の状態 
を示しています。 



上半身に送風 


-1 .エアコン.デフォッガーの使いち 


室内装備の使いち 
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3-1 .エアコン.デフォッガーの使い方 



上半身と足兀に送風 

3 

繼 

KBPA 31010 

* :寒;令地仕様車のみ 


足兀に送風 

4 

戀 I 

KBPA 31010 

* :寒冷地仕様車のみ 


お兀 k 远風-カフスの 雲 0 を取な 

繼、 

KBPA 31010 

* :寒;令地仕様車のみ 


■外気導入-内気循環を切り替えるには 


/。苗 を巧ず。 

ボタンを押すたびに、外気導入-内気循環び切り替わります。 
内気循環を選択しているとさは、作業表示打が点灯します。 
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フ□ントウインドウガラスの量りを取るには 



を巧ず。 

外気導入に切り替わり、エアコンび自 
動的に ON にな0ます。 


to び取れた日再度を巧す 

\ FRONT \ 


と前のモードに戻0ます。 


花粉除去モードを使ラには 


を押す。 

内気循環に切0誓わ0、上半身に送風して花粉を除去します。通常は約3分後に 


( 外気温が低いとさは約1分後） 


を押す前のモードにもど0ます。 


途中で作動を解除するとをは、わラー度 


を押す。 


-1 .エアコン.デフォッガーの使いち 


室内装備の使いち 


14已 




















3-1 .エアコン.デフォッガーの使い方 


I 風向きの調壁と吹き出し□の開閉 

►中央吹さ出し口 



風向きの調整 
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曰知識 


■才ート設定の作動について 

1；(下のよラな制御をする場合びあ D ます。制御を解除したいとをは、お好みの 
設定で使用してください。 

• ^0/を押した直後しばらく送風び停止する 

♦暖房時、を風を上向きに向けて送る 

■内気循環について 

♦トンネル内やお滞などで、巧れた外気を車内に入れたくないとをや、早く;令 
暖房したいとを、外気温度び高いとさの;令房効果を高めたいとさに内か気切 
り替えスイッチを内気循環にすると効果的です。 

♦長時間、内気循環を使ラとガラスび曇る場合びあります。 

■内が気切り替えについて 

設定温度や室内温度などにより、自動的に内気循環またはが気導入に切り替わ 
る場合びあります。 

■フ□ントウインドウガラスの量りを取るとき 

内外気の温度によって自動的に外気導入に切り替わる場合びあります。 

■ 夕1•気温度が0 ‘ C 近くまで下がると 


を押してちエアコンび作動しない場合びあります。 


-1 .エアコン.デフォッガーの使いち 


室内装備の使いち 
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3-1 .エアコン.デフォッガーの使い方 


曰知識 


■巧粉除去モードについて 

外気温び化いとをはしツ下のよ5な制御をする場合びあります。 

♦内気循環に切り替わらない 
♦エアコンの電源び自動的に入る 
♦上半身の送風に切り替わらない 

湿度び非常に高いとさに使ラとガラスび曇る場合びあります。そのとをは、 



花粉除去モードび OFF のとをでも、フィルターを通ったきれいな風び送風され 
ます。 

■のき出し□をく；にしたとを 

頭寒足熱を目的とした吹を出しのため、設定温度によっては、足元に送られる 
風び上半身に送られる風より暖められて送風されます。 

■エアコンの臭いについて 

参エアコン使用中に、ま室内がのさまざまな臭いびエアコン装置内に取 D 込ま 
れて混ざり合うことにより、吹き出し□からの風に臭いびすることびありま 
す。 

♦エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、駐車時はが気導入にしてお 
<ことをおすすめします。 

■ 温度表术(しついて 

最大;令房に すると " LO "、 最大暖房にすると" HI " と表示されます。 
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口知識 

■ PTC ヒーターについて（寒を地仕様車） 

エンジン始動時からエンジンび暖まるまで、通常のヒーターに加えて暖房を補 
います。 

し U 下のを件を全て満たすと、自動的に PTC ヒーターび作動します。 

♦エンジン;令間時 
•夕'(■気温び低いとを 

♦コンピューターび急速暖房を必要と判断したとを 
エンジンび暖まると自動的に作動び停止します。 

A 警告 

■フ □ントウインドウガラスの量りを防止ずるために 

湿度び非常に高いときにエアコンを化い設定温度で作動させているときは、 

を押さないで<ださい。か気とガラスの温度差でガラスのが側び曇り視 
界を妨げる場合びあります。 


A ま意 

■バッ テリーあびりを防ぐために 

エンジンび停止しているときに長時間使用しないでください。 


-1 .エアコン.デフォッガーの使いち 


室内装備の使いち 
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3-1 .エアコン.デフォッガーの使いち 

マニュアルエアコン* _ 


風量調節ダイヤル 

吹き出し□切り誓え 
ダイヤル 



KBPA 310201 


■エアコンの設定 

■温度をかえるには 

温度調節ダイヤルをち（暖）か左（を）へまわず 


I 日 A/C 1び巧されてない場合は送風または暖房で使用でをます。 

■風量をかえるには 

風量調節ダイヤルをち（増）か左（減）へまわず 
送風を止めるとさはダイヤルを OFF の位置に合わせる 


1已〇 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 











































吹き出し口を切り替えるには 

吹さ出し口切り替えダイヤルを回し吹さ出し口を遇ぶ 


寒を地仕様車のみ 




足元に送風 


-1 .エアコン.デフォッガーの使いち 


室内装備の使いち 


* :寒;令地仕様車のみ 

































3-1 .エアコン.デフォッガーの使い方 




足元に送風-ガラスの曇りを取る 


ガラスの量0を取る 

I 白 A / C 1 を巧してエアコンを ON に 
すると曇0び早く取れます。 


■外気導入-内気循環を切り替えるには 

内外気切り替えレバーをち（外気導入）か左（内気循環）にずる 


1已2 






















風向きの調壁と吹き出し□の開閉 


中央吹さ出し口 



風向さの調整 



-1 .エアコン.デフォッガーの使いち 


室内装備の使いち 


1已3 



















































3-1 .エアコン.デフォッガーの使い方 


口知識— 

■内気循環について 

♦トンネル内やを蒲などで、巧れた外気を車内に入れたくないとをや、早く;令 
暖房したいとを、外気温度び高いとさの;令房効果を高めたいとさに内が気切 
り替えレノ（一を内気循環にすると効果的です。 

♦長時間、内気循環を使5とガラスび曇る場合びあります。 

■ 夕1•気温度び0 ° C 近くまで下びると 


Ba / c 1を押してもエアコンび作動しない場合びあります。 


■ 


WITH 



マークについて 


♦このマークはガラスび曇ったとさに使用する*>■、领7の位置で、"外気導 
A " を使用していただくためのちのです。"内気循環’’にすると曇りび取れ 
にくくなる場合びあります。 


♦このマークの位置でち吹を出し□切り替えダイヤルはとまりますび、この位 
置での使用はおすすめでをません。ダイヤルは各吹を出し□の絵表示の位置 
に合わせて使用してください。 


■エアコンの臭いについて 


参エアコン 使用中に、ま室内がのさまざまな臭いび エアコン 装置内に取 D 込ま 
れて混ざり合うことにより、吹き出し□からの風に臭いびすることびありま 
す。 


♦エアコン 始動時に発生する臭いを抑えるために、駐車時はが気導入にしてお 
<ことをおすすめします。 


1已4 








口知識 

■ PTC ヒーターについて（寒を地仕様車） 

エンジン始動時からエンジンび暖まるまで、通常のヒーターに加えて暖房を補 
います。 

し U 下のを件を全て満たすと、自動的に PTC ヒーターび作動します。 

♦エンジン;令間時 
•夕'(■気温び低いとを 

♦温度調整ダイアルをち（暖）へいっぱいにまわしたとを 
エンジンび暖まると自動的に作動び停止します。 

A 警告 

■フ □ントウインドウガラスの量りを防止ずるために 

湿度び非常に高いとさにエアコンを化い設定温度で作動させているとをは、吹 
を出し□切り替えダイヤルを硕？の位置に合わせないでください。か気とガラ 
スの温度差でガラスの外側び曇り視界を巧げる場合びあります。 


A ま意 

■バッ テリーあがりを防ぐために 

エンジンび停止しているときに長時間使用しないでください。 


-1 .エアコン.デフォッガーの使いち 


室内装備の使いち 


1已已 









3-1 .エアコン.デフォッガーの使いち 

リヤウインドウデフォッガー（曇り取り) 


リヤウインドウの量りを取るとさにお使いください。 

►オートエアコン装着車 



ON/OFF 

約1巳分後、自動的に OFF にな0 
ます。 


► マニュアルエアコン装着車 



ON/OFF 


A ま意 

■バッ テリーあびりを防ぐために 

エンジンび停止しているときに長時間使用しないでください。 


1已6 















































3-1 .エアコン.デフォッガーの使いち 

フロントワイパーデアイサー* 


フ□ントウインドウガラスとワイパーブレードの;ま結を防ぐために 
お使いください。 



ON/OFF 

約1巳分後、自動的に OFF になり 
ます。 


A 警告 
■作動 中の警告 

フ□ントウインドウガラス下部および運転席側フ□ントピラー横の表面び熱く 
なります。やけどをするおそれびあるので触れないでください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


1已7 























3-2. 才ーデイオの使いち 

オーデイオの種類（ナビゲーシヨンシステム非装着車) 


メーカーオプションのナビゲーションシステム装着車にお乗りの方 
は、別冊の「ナビゲーションシステム取扱書」をご覧ください。 

CD プレーヤー- AM / FM ラジオ* 



タイトル 

参照ページ 

ラジオの使いち 

P . 160 

CD プレーヤーの使いち 

P . 162 

快適に聞くために 

P . 167 


白知識 

■携帯電話の使用 

オーディオを聞いているとをに、車内または車の近くで携帯電話を使用した場 
合、オーディオのスピーカーから雑音び聞こえることびあります。 


1已 S 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 

















































3-2. オーディオの使いち 


A ま意 

■バッ テリーあびりを防止ずるために 

エンジン停止中にオーディオを長時間使用しないでください。 
■才ー ディオの取り扱いについて 
オーディオに飲み物などをこぼさないよラに注意してください。 


室内装備の使いち 


巧9 





3-2. 才ーデイオの使いち 

ラジオの使い方 



放送局を記憶させる 
■手動設定 

间の回り臥個波数）またはの（高い周波数）对甲し 
て、お巧みの放送局を探す 

国！[司記憶させたいスイッチ © 〜©を"ピッ"と音び鳴る 
まで巧す 

■ 自動設定 

□ または g を"ピッ"と音び鳴るまで巧ず 

受信感度の良い順に日局まで記憶されます。記憶び終了すると「ピッピッ」と 
音び鳴0ます。 
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3-2. オーディオの使いち 


t 交通情報を受信ずる 

^をホ甲す 

ちラー度押すと解除されます。 

U 知識 

■ 0について 

♦新車時は、1日 20kHz にセットしてあります。 

♦AM ラジオモードのとを0を"ピッ"と音び鳴るまで押し続けると、そ 
の周波数を1-""]に記憶させることびでをます。ただし、バッテ U- との接 
続び断たれたときは、1日 20kHz に戻ります。 

• 0を押して、ラジオを受信しているときは、@のド！または IT] ■ 

© ~ 0を操作したり、放送局の自動設定をしても、周波数は切り 
替わりません。 

■バッテリーとの接続が断たれたときは 

© 〜 © に設定されていた放送局び消去されます。 

■受信感度について 

♦アンテナの位置びそのとさどをでかわるため、電波の強さびかわったり、障 
害物や電車、信号機などの影響により良好な受信状態をなつことび難しい場 
合もあります。 

♦放送局の自動設定をしてち、自動選局や自動記憶びでさないことびありま 
す。 

♦ラジオ用アンテナはルーフ後ちにあります。 


室内装備の使いち 
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3-2. 才ーデイオの使いち 

CD プレーヤーのほい方 


電源 音量 






CD を挿入ずる 

CD を1枚、挿入ずる 


CD を取り出ず 

© を巧して CD を取り出ず 


巧を選ぶ 


S の m (前巧）または > (次曲）を巧して聞さたい曲のま号を 

表示させる 


早ちどし、早送りずる 


早ちどしするときは1=1の1<1を、早送りずるときは0を巧し続け 
る 
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3-2. オーディオの使いち 


[リピート （RPT) 再生ずる 

0，"を巧ず 

ディスプレイ部に " RPT " び表示され、 U ピート再生されまず。 

I"ランダム （RND) 再生ずる 

◎)™。を巧ず 

ディスプレイ部に " RND " び表示され、無作為な順序で曲び再生されます。 


室内装備の使いち 
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3-2. オーディオの使いち 


日知識 — — 

■リピート再生、ランダム再生の解除 

もう一度（〇)~または （ Q )，" を押します。 

■エラー表示 


表示 

エラーの内容 

ERROR 1 

ディスクび巧れている、裏表逆などで読み取りびでをない 

ERROR 吕 
ERR 0 R 4 

プレイヤー内部に異常びある 

WAIT 

プレイヤーの温度び高<なり、作動しない 


■再生巧能な CD 

し i (下のマークのついたディスクび再生でをます。 

記録状態やディスクの特性、キズ、巧れ、劣化により再生でをないことびあり 
ます。 

抽日醫匿咖離咖畳陌曲帽恆 

DIGITAL AUDIO DIGITAL AUDIO DIGITAL AUDIO 

DICITAL … DIO I 品 ,} I iR.Wrilatl.l 

コピープ□テクト機能付 CD などは使用でをません。 

■ CD をプレーヤー内部に、またはプレーヤーか5飛び出した状態のままで長時間 
放置ずると 

CD び傷付を使用でをなくなるおそれびあります。 

■レンズクリーナ ー 

レンズク U —ナーを使用しないでください。使用すると、プレーヤーび故障する 
おそれびあります。 
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3-2. オーディオの使いち 


A 迂意 

■使用で をない CD 、 アダプター 

し iTF のような CD 、 8 cm CD アダプター 、 Dual Disc を使用しないでください。 
使用すると、プレーヤーび故障したり、 CD の出し入れびでをなくなるおそれび 
あります。 

♦直径 1 2 cm の円形！;(がの CD 


♦低 品質または変形している CD 


♦記録 部分び透明または半透明の CD 


♦セ □八ンテープ、シール、 CD - R 用ラベル 
などを貼った CD や、はびしたあとのあ 
る CD 



室内装備の使いち 


16已 


































3-2. オーディオの使いち 


A 注意 

■ CD プレーヤーの取り扱いについて 

し八下のことをお守りいただかないと、 CD が聞けな<なったり、 CD プレーヤー 
が正常に働かな<なるおそれがおります。 

♦ CD 挿入口に CD し U 外のものをいれない 

♦ CD プレーヤーにオイルを塗ったりしない 

♦ CD は直射曰光を避けて保管する 

♦ CD プレーヤーを分解しない 

♦一度に 2枚政上の CD を挿入しない 
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音質モード 

レベル 

左にまわす 

ちにまわす 

FAD 

R 7 〜 F 7 

後側大 

前側大 

BAS 

—ご〜 b 

低音弱 

低音強 

TRE 

—ご〜 b 

高音弱 

高音強 

目 AL 

L 7 〜 R 7 

左側大 

ち側大 


I 設定を変更ずるには 

■音質-バランスモードの切り替え 

を巧すごとに次のよラに切0替わ0まず。 
FAD 一 巨 AS 一 TRE 一 巨 AL 


音質-バランスモード 

音質/バランス 

FAD 

前後音量バランス 

BAS 

低音を強調した音質 

TRE 

高音を強調した音質 

目 AL 

左も音量ノ、ンス 


■ 前後-左ち音量バランス、音質の調藝 

ra を巧して音質•バランスモードに入0、音量調整つまみをまわしま 
す。 



且 



□ g を巧して音質•バランス 
モードを変更ずる 
曰音質、バランスを変更ずるに 
は音量調節つまみをまわず 


3-2. 才ーデイオの使いち 

快適に聞くために 


室内装備の使いち 
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3-2. 才ーデイオの使いち 

アンテナ 



n 取りはずず 
曰取り付ける 
曰格納する 

ラジオ受信時は、節度感あると 
ころまで立ててください。 


A ま意 

■自動 洗車機にかけるときは 

アンテナを損傷するおそれびあるため、アンテナを取りはずしてください。 
■アンテナの 損傷を防ぐために 
し i (下のよラなとさはアンテナを格納してください。 

♦ま 庫の天井などにアンテナびあたるとを 
♦カー カバーを かけるとを 
■洗車 機などアンテナを取りはずしたとさは 

アンテナを紛失しないよラにま意してください。また、走行前にはおずちとど 
おり取り付けてください。 
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3-3. 室内なのつけち 

室巧巧一覽 



曰 ルームライト（一 P. 170) 

且マルチトレイライト 

車幅灯を点打ずると、マルチトレイライトび点打します。 


室内装備の使いち 
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3-3. 室内巧のつけち 


パーソナルライト、ルームライト 


日知識 — 

■バッテリーあがりを防ぐために 

ルームライト（スイッチびドアポジションのとを）は、半ドア状態で点なした 
ままの場合、約10分後に自動消なします。 

■イル S ネーテッドエントリーシステム 

ルームライト（スイッチびドアポジションのとを）は、ドア（バックドアを含 
む）の施綻.解綻.開開、エンジンスイッチの位置と連動して、自動的に点灯- 
消なします。 

■販売店で設定可能な機能 

室内巧の消打までの時間などの設定を変更でをます。 

(カスタマイズー覧 一 P . 283) 



I ルームラ イト 



□ ON (点な） 

旦 OFF 

曰ドアポジション（ドア連動) 
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3-4. 収納装備の使いち 

収納装備一覽 


►フ□ントセパレートシート装着車 



曰センター□アボックス（カップホルダー付) 
B オープントレイ 
□ 助手席シートアンダートレイ* 

且デッキサイドポケット 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


室内装備の使いち 


* 
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3-4. 収納装備の使い方 


n ボトルホルダー 

凸センター□アボックス（カップホルダー付) 
□ オープントレイ 
□ アームレストポケット 
且助手席シートアンダートレイ# 

0デッキサイドポケット 


►フ□ントベンチシート装着車 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 















3-4. 収納装備の使いち 


A 警告 

■収納 装備に放置してはいけないちの 

メガネ、ライターやスプレーちを収納装備内に放置したままにしないでくださ 
い。 

放置したままでいると、1；(下のよラなことび起こるおそれびありを険です。 

♦室温び 高くなったとさの熱や、他の収納物との接触などによ D 、 メガネび変お 
やひび割れをおこす 

♦室温び 高くなったときにライターやスプレー宙び爆発したり、他の収納物との 
接触でライターび着火した0スプレー宙のガスびちれるなどして义巧につな 
びる 


室内装備の使いち 
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3-4. 収納装備の使い方 


ボトルホルダー 


■ボトルホルダー 


►フ□ントドアポケット 



►フ□アトレイ（フ□ントセパレートシート装着車) 



曰知識 


■ボトルホルダーについて 


♦ペットボトルのフタを化ず閉めてから収納してください。 

参ぺットボトルの大ささ、形によっては収納でをないことびあります。 


A 警告 

■収納して はいけないちの 

ボトルホルダーには、ジュースなどび入っている紙コップやガラス製のコップ 
などを収納しないでください。ジュースなどびこぼれたり、ガラス製品び割れ 
た0するおそれびあ0ます。 
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センター□アボックス（カツプホルダー付） 




奪 

KBPA 340104 


フタを手前に引さ出ず。 



ル物入れとして使用するときは、 
トレイを巧し込む。 


A 警告 


I 収納してはいけないちの 

カップホルダーとして使用するとをは、カップやちし:1外のちのを置かないでく 
ださい。 

急ブレーキや事故により落ちてけびをするおそれびあります。やけどを防ぐた 
めに温かい飲み物にはフタを閉めておいてください。 

I 使わないとさは 

センター□アボックスはおず収納してください。 

急ブレーキ時などに、開いたセンター□アボックスに体びあたるなどして、思 
わめけびをするおそれびあ D を険です。 


3-4. 収納装備の使いち 

センター□アボックス （ カップホルダー付） 


室内装備の使いち 
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3-4. 収納装備の使い方 


アームレストポケット 


A ま意 

■破損 か S 守るために 

参 センター□アボックスに手をついたり、足で踏まないでください。 

♦フロン トベンチシート装着車はシートの前後位置を調整するとを、おずセン 
ター□アボックスを収納してください。シートびセンター□アボックスに当た 
り損傷するおそれびあります。（一 P . 37) 


I アームレストポケット* 



□ ボタンを巧して□ックを解除ず 
る。 

曰フタを持ち上げる。 


□知識 

■アームレストポケットについて 

アームレストポケットにちのを入れているとをに、シートの U クライこング調 
整和前後調整を行ラと、アームレストも同時に動をます。そのとを、中に入れ 
ているものが落ちることがありますので、注意してください。 
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:車両型式などで異なる装備やオプション装備 












■才ープントレイ 


► ワイドフ U —ラック 




►フ□アトレイ（フ□ントセパレートシート装着車) 



3-4. 収納装備の使いち 

才ープントレイ 


室内装備の使いち 
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3-4. 収納装備の使い方 


助手席シートアンダートレイ、デッキサイドポケット 


(助手席シートアンダートレイ* 


トレイを上に持ち上げ、前に引さ 
出す。 


(デッキサイドポケット 
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* :車両型式などで異なる装備やオプション装備 

















3-5. その他の室内装備の使いち 

サンバイザー 



室内装備の使いち 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

バニテイミラー 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

アク七ヴ u — ソケット 


1吕 V 10 A (120 W ) 未満の電気製品を使ラとさの電源としてお使い 
<ださい。 



白知識 — 

■使用を件 

エンジンスイッチび " ACC " または " ON " のとき 


A ま意 

■シヨー トや故障を防ぐために 

ソケットに異物び入ったり、飲料水などびかかったりしないよラに、使用しな 
いとをは、ふたを閉めておいて<ださい。 

■ヒュ ーズが切れるのを防ぐために 

12 V 10 A ( 1 20 W ) を超えないようにしてください。 

■バッテリー あがりを防止ずるために 

エンジンび停止しているとをにアクセヴ U —ソケットを長時間使用しないでく 
ださい。 


室内装備の使いち 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

アーム レスト* 


アームレストを手前に倒して使 
用します。 


A ま意 

■アーム レストの破損を防ぐために 

過度の負荷をかけないで<ださい。 



KBPA 350401 
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:車両型式などで異なる装備やオプション装備 





3-5. その他の室内装備の使い方 

買い物フック 


買い物袋などを吊り下げておくとさなどに、お使いください。 



使用するときは、買い物フック 
を巧して回転させる。 

ちとに戻すときは、反対側に回転 
させて買い物フックを格納してく 
ださい。 


么ま意 


I 使用ずるときは 

♦とくに 重たいものや大をなものをフックにかけないでください。 
(最大荷重約 3 K 巨） 

フックび折れたり、走行中にはずれるおそれびあります。 


室内装備の使いち 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

フロアマット 


お車（年式）専用のものを、フ□アカーペットの上にしっかりと固定 
してお使いください。 



フ□アマット付属の固定フック 
(クリップ）を使用して固定して 
<ださい。 

固定フック（クリップ）のお状お 
よびフ□アマットの固定ち法はイ 
ラストと異なる場合があります。 
詳しい固定ち法はフ□アマット付 
属の取扱書をご確認ください。 


A 警告 


し i (下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、フロアマットびずれて運転中に各ペダルと干渉し、思わ 
めスピードび出たり車を停止しにくくなるなど、重大な事故につなびるおそれび 
あります。 

■運転席に フ□アマットを敷くときは 

• トヨタ純正品であってち、他車種および異なる年式のフ□アマットは使用しない 
♦運転席 専用のフ□アマットを使用する 

♦付属の フック（クリップ）を使って、常にしっかりと固定する 

♦他の フ□アマット類と重ねて使用しない 

♦フロア マットを前後逆さまにしたり、裏返して使用しない 

■運転ず る前に 

♦フロア マットびすべての固定フック（ク 
リップ）で正しい位置にしっかりと固定 
されていることを定期的に確認し、特に 
洗車後は必ず確認を行5 

♦エンジン 停止およびシフトレバーび P の状 
態で、各ペダルを奥まで踏み込み、フ□ア 
マツトと干渉しないことを確認する 
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お手入れのしかた 4 


4-1 .お手入れのしかた 

外装の手入れ . 186 

内装の手入れ . 189 

タイヤについて . 191 

4-2. 簡単な点検-部品交換 

ボンネット . 194 

ガレージジャッキ . 197 

電球（バルブ）の交換 . 200 

ヒューズの点検、交換 ......... 218 

キーの電池交換 . 22已 

ウォッシャー液の補給 . 229 

エアコンフィルターの 
交換 . 231 


1 S 已 













4-1 .お手入れのしかた 

か装の手入れ 


お手入れは、 liTF の項目を実施ください。 

♦水を十分かけなびら車体、足まわり、下まわりの順番に上から下 
へ巧れを洗い落とず。 

♦車体はスポンジやセーム皮のよラな柔日かいちので洗ラ。 

• 巧れびひどいとさはカーシャンプーを使用し、水で十分洗い流 
ず。 

• 水をふさ取る。 

♦水のはじきび悪くなったときは、ワックスびけをおこなラ。 

ボデーの表面のミちれを落としてち水び玉状にな5ないとさは、車体の温度び 
:令えているとき（およそ体温じ(下を目まとしてください。）にワックスをか 
ける。 

なお、ボデーコート、ホイールコート、ガラスコートなどトヨタケ S 
カル商品を施工された場合は、お手入れ方法び異なりまず。詳しくは 
トヨタ販売店にお問い合わせください。 


I アンテナの取り扱いについて 

アンテナは取りはずしたり格納ずることびできまず。 

n 取りはずず 
曰取り付ける 
且格納ずる 

ラジオ受信時は、節度感のあるところ 
まで立てて使用してください。 



18巨 
















4-1. お手入れのしかた 


日知識 

■自動洗車機を使うときは 

♦ドア5ラーを格納し、アンテナを取りはずした状態にして、車両前側から洗 
車してください。また、走行前は必ずアンテナをもとどおりに取り付けて、 
ドア5ラーを復帰状態にもどしてください。 

♦ブラシで車体に傷び付を、塗装を損なラことびあります。 

♦自動洗車機に入れる前に、車両の給油□びしっかり閉まっていることを確認 
してください。 

■高圧洗車機を使うときは 

室内に水び入るおそれびあるため、ノズルの先端をドアガラスやドア砕付近に 
近づけすざないでください。 

■アル S ホイール* 

♦中性洗剤を使用し、早めによごれを落としてください。研磨剤の入った洗剤 
や硬いブラシは塗装を傷めますので使用しないでください。 

♦夏場の長距離走行後などでホイールび熱いとさは、洗剤を使用しないでくだ 
さい。 

♦洗剤を使用した後は早めに十分洗い流してください。 

■バンパー 

研磨剤入りの洗剤でこすらないよラにしてください。 


A 警告 

■洗車を ずるとをは 

エンジンルーム内に水をかけないでください。 

電気部品などに水びかかると車両火災につなびるおそれびありを険です。 

■排気管に ついて 

排気管は排気ガスにより熱<なりますので、エンジン停止直後などに触れない 
で<ださい。やけどをするおそれびあ0ます。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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4-1. お手入れのしかた 


A ま意 

■塗装の 努化や車体-部品（ホイールなど）の腐食を防ぐために 

♦なのよ ラな場合はただちに洗車してください。 

-ミ毎岸地帯を走行したあと 
-凍結防止剤を散巧した道路を走行したあと 

-コールタール、花粉、摘液、鳥のみん、虫の死びいなどび付着したとを 
-ばい煙、油煙、粉じん、鉄粉、化学物質などの降下びをい場所を走行した 
あと 

-ほこり、ミ尼などで激しく巧れたとを 
-塗装にベンジンやガソ U ンなどの有機溶き Ij び付着したとき 
♦塗装に 傷び付いた場合は、早めに補修して<ださい。 

♦ホイール 保管時は、腐食を防ぐためによごれを落とし、湿気の少ない場所へな 
管して < ださい。 

■ライ トの清掃 

♦を 意して洗ってください。有機溶剤やおいブラシは使用しないでください。 
ライトを損傷させるおそれびあります。 

♦ライ トにワックスびけをおこなねないで<ださい。 

レンズを損傷するおそれびあります。 

■アンテナの 損傷を防ぐために 

し i (下のよラなとさはアンテナを格納してください。 

♦ま 庫の天井などにアンテナびあたるとを 
♦カー カバ'一をかけるとを 

■アンテナの 取りはずしについて 

♦通常 走行時には、必ずアンテナを取り付けてください。 

♦自動 洗車機などアンテナを取りはずしたときは、アンテナを紛失しないように 
ま意してください。また、走行前には必ずアンテナをちとどおりに取り付けて 
ください。 
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4-1 .お手入れのしかた 

巧装の手入れ 


お手入れは、 liTF の要領で実施ください。 

■ 車内の手入れ 

掃除機などでほこりを取り除さ、水またはめるま湯を含ませた巧で 
ふさ取る。 


曰知識 

■力一ぺットの洗ミき 

市販の泡タイプク U —ナーびご利用になれます。 

スポンジまたはブラシを使用して泡をカーぺットに広げます。円を ffi くよラに 
塗りこんでください。水はかけないでください。でさるだけ乾いたままにして 
おくのび最ち効果的です。 

■シートベルト 

刺激の少ない洗剤とめるま湯で、巧かスポンジを使って洗ってください。シー 
トベルトの擦り切れ-ほつれ-傷などを定期的に点検してください。レ P . 已 0) 


A 警告 

■車両への 水の浸入 

♦車内に 水をかけたり液体をこぼしたりしないでください。 

電気部品などに水びかかると、故障や車両火災につなびるおそれびありを険で 
す。 

• SRS エアバッグの構成部品やワイヤをめらさないでください。（一 P . 71) 
電気の不具合により、エアバッグび展開した D 、 正常に機能しなくなり、死 t 
事故や重傷につなびるおそれびあります。 

■内装の 手入れをずるときは（特にインストルメントパネル） 

麗出しワックスや離出しク U —ナーを使用しないでください。インストルメン 
トパネルびフロントウインドウガラスへ映り込み、運転者の視界をさまたげ思 
わめ事故につなびり、重大な傷害ちしくは死 t におよぶおそれびあります。 
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4-1. お手入れのしかた 


A ま意 

■清掃ず るとき使用ずる溶剤について 

♦変色- シ=-塗装はびれの原因になるため、ベンジン、ガソ U ンなどの有機溶 
剤や酸またはアルカ U 性のを剤、染色剤、漂白剤などは使用しないでください。 

♦麗 出しワックスや離出しク U - ナーを使用しないでください。インストルメン 
トバネルやその他内装の塗装のはびれ • 溶解 • 変形の原因になるおそれびあり 
ます。 

■巧に 水がかかると 

水で洗わないでください。 

オーディオやフ□アカーぺット下にある電気部品に水びかかると、車の故障の 
原因となったり、ボデーび鐘びるおそれびあります。 

■リヤ ウインドウガラスの内側を掃除ずるとをは 

♦熱線を 損傷するおそれびあるため、ガラスク1」ーナーなどを使わず、熱線に 
そって水またはめるま湯を含ませた巧で軽くふいてください。 

♦熱線を 引つかいたり、損傷させないよラに気を付けてください。 
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4-1 .お手入れのしかた 

タイヤについて 


タイヤの点検は、法律で義務づけられていまず。曰常点検として必ず 
タイヤを点検して<ださい。 

タイヤの摩耗を均等にし寿命をのばずために、タイヤ□-テーシヨン 
(タイヤ位置交換）を5,000 km ごとにおこなってください。 

■ タイヤの点検項目 

タイヤはじ(下の項目を点検してください。 

点検方法は別冊「メンテナンスノート」をお読みください。 

• タイヤ空気圧 

空気圧の点検は、タイヤびをえているとをにおこなってください。 

• タイヤの亀裂-損傷の有無 
• タイヤの溝の深さ 

• タイヤの異常摩耗（極端にタイヤの片側のみび摩耗していたり、 
摩耗程度び他のタイヤと著しく異なるなど）の有無 

■ タイヤ□ーテーシヨンのしかた 

図でおす順にタイヤを□ーテー 
シヨンして < ださい。 

タイヤの摩耗状態を均一にし、寿 
命を延ばすために、トヨタは定期 
点検ごとのタイヤ □ーテーシヨン 
を推奨します。 
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4-1. お手入れのしかた 


曰知識 

■タイヤ空気圧の数値 



タイヤの指定空気圧は、運転席側のタイヤ 
空気圧ラベルで確認することびでをます。 


タイヤサイズ 

簡圧 》 [kPa ( k 巨/ cm ろ] 

前後輪 

] 巳己/ 80 R 13 79 S 

240 

(2.4) 

165/70 R 1481 S 

220 

(2.2) 


応急用タイヤ： 420 kPa (4.2 k 目/ cm 吕) 


※タイヤび;令えているとさの空気圧 


■タイヤ関連の部品を交換ずるとさ 

タイヤ-ディスクホイール-ホイール取り付けナツトを交換するとをは、トヨ 
夕販売店にご相談ください。 
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4-1. お手入れのしかた 


A 警告 

■点検、 交換時の警告 

必ずし U 下のことをお守りください。 

お守りいただかないと、駆動系部品の損傷や不ま定な操縦特性により、死 t 事 
故や負傷につなびるおそれびあります。 

♦タイヤは すべて同ーメーカー、同一銘柄、同ートレツドパターンで、摩耗差の 
ないタイヤを使用してください。 

♦メーカー 指定サイズし U がのタイヤやホイールを使用しないでください。 

♦ラジアルタイヤ、 ベルテツドバイアスタイヤ、バイアスタイヤをミ居在使用しな 
いで < ださい。 

♦サマー タイヤ、オールシーズンタイヤ、を用タイヤを混在使用しないでくださ 
い。 

■異常び あるタイヤの使用禁止 

異常びあるタイヤをそのまま装着していると走行時にパンドルを取られた D 、 
異常な振動を感じることびあります。また、下の事態を引を起こし、思わめ 
事故につなびるおそれびあります。 

♦破裂な どの修理でをない損傷をあたえる 
♦車び 横すべりする 

♦まの 本来の性能（燃費、車両のま定性、制動距離など）び発揮されない 


A ま意 

■ 走行中に空気漏れが起こつた5 

走行を続けないで<ださい。 

タイヤまたはホイールび損傷することびあります。 

■悪路 走行に巧ずるま意 

凹凸のある路上を走行するとをは注意してください。 

タイヤの空気び抜けて、タイヤのクッション作用び低下するおそれびあります。 
また、タイヤ、ホイール、車体などの部品ち損傷するおそれびあります。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ボンネット 


車内か5□ックを解除して、ボンネットを開けまず。 




ボンネットオープナーを引<。 
ボンネットびみし浮を上び0ま 
す。 


レバーを引さ上げてボンネット 
を開ける。 



ボンネットステーをステー巧に 
差し込む。 


曰知識 

■バッテリー端子をはずずとさは 

コンピューターに記憶されている情報び消去されます。バッテリー端子をはず 
すとをはトヨタ販売店にご相談ください。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■走 巧前の確認 

ボンネットびしっかりロックされていることを確認ください。 

□ックせずに走行すると、走行中にボンネットび突然開いて、死 t 事故や重大 
な傷害につなびるおそれびあります。 

■エンジン ルームを点検したあとは 

エンジンルーム内に工具や巧を置を忘れていないことを確認ください。 

点検や清掃に使用した工具や巧などをエンジンルーム内に置を忘れていると、 
故障の原因となったり、また、エンジンルーム内は高温になるため車両火災に 
つなびるおそれびあ0を険です。 

■ボン ネットを閉めるとさは 

ボンネットを閉めるとさは、手などを挟 
まないよラにま意してください。 

重大な傷害を受けるおそれびあ0を険で 
す。 


■ボン ネツトステーをステー巧に差し込んだあとは 

ボンネットび頭や体の上に落ちてこないよラに、正しく差し込まれているか確 
認してください。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A ま意 

■ボン ネットの損傷を防ぐために 

ボンネットを閉めるとさは、体重をかけるなどして強く押さないでください。 
ボンネットびへこむおそれびあります。 

■ボン ネットを閉めるとさは 

ボンネットステーをステー巧から取りはずし、ク U ップに正しくもどしてくだ 
さい。ボンネットステーび差し込まれた状態で閉めると、ボンネットび損傷す 
るおそれびあります。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ガレージジャッキ 


ガレージジャッキを使巧してお車を持ち上げるときは、正しい位置に 
ガレージジャッキを取り付けてください。 

正しい位置に取り付けないと、車両び損傷したり、けびをずるおそれ 
びありまず。 

■ フ□ント側 

► FF 車（前輪駆動） 



お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ リャ側 

► FF 車（前輪駆動) 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■車両を 持ち上げるときには 

1；(下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦図の よラなガレージジヤツキを使用して 
車両を持ち上げる 


♦ガレージ ジャッキを使用するとをは、必ずガレージジャッキ付属の取扱説明書 
を十分に確認の上、使用する 

♦車に 搭載されているジャッキを使用しない 
車両び落下するおそれびあります。 

♦ガ レージジャッキのみで支えられた車両の下に体の一部を入れたり、ちぐり込 
んだりしない 

♦ガレージ ジャッキおよび、自動車用ジャッキスタンドをしっかりした傾をのな 
い平坦な床面で使用する 

♦車の 下にちぐりこんで作業する場合はジャッキスタンドを使用する 

♦車両び ジャッキアップされた状態でエンジンを始動しない 

♦平らで 硬い i 也面に車両を停車させ、しっかりとパーキングブレーキをかけ、シ 
フトレバーを口にする 

♦ガレージジ ャッキは、あずジャッキポイントに正しくセットする 
ガレージジャッキを正しくセットせずに車両を持ち上げると、車両び損傷しま 
す。また車両びガレージジャッキから落下するおそれびあります。 

♦ま 内に柔員びいるとをは車両を持ち上げない 

♦車両を 持ち上げるとをは、ガレージジャツキの上下に物を置かない 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

電球（バルブ）の交換 


む下に記載ずる電球は、ご自身で交換でさまず。詳細び不明な場合や 
その他の電球交換については、トヨタ販売店にご相談ください。 

■ 電球の用意 

切れた電球の W 数を確かめてください。（一 P . 281 ) 

■ フ□ントのバルブ位置 

► 標準車 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 





















4-2. 簡単な点検-部品交換 


^ + Hana 仕ホま車 




:車両型式などで異なる装備やオプション装備 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


(電球交換のしかた 

■ヘッドライト（標準車） 

コネクターとゴムカバーを取りは 
ずず。 




止め金をはずし、電球を取りはず 
す。 


inrsi 取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


へッドライト 

(+ Hana 仕様車の八□ゲンへッドライトの□-ビーム） 



KBPA 420309 


カノ（一を左側いつぱいに回して取 
りはずず。 



コネクターを取りはずず。 



止め金をはずし、電球を取りはず 
す。 


^3 B 4 l 取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付ける。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ヘッドライト （+ Hana 仕様車の八イビーム) 



カノ（一を左側いっぱいに回して取 
りはずず。 



ソケットを取りはずず。 



電球を取りはずず。 


周画[で 取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける。 


204 





































4-2. 簡単な点検-部品交換 


■車幅な 

國|11 ソケットを取りはずず。 
► 標準車 




mil ] 取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける。 



吕〇已 


























4-2. 簡単な点検-部品交換 


■フ□ントち向指示兼非常点滅灯 



お31811 31 ソケットを取りはずず。 
► 標準車 


交換ずるライトの反対側へ八ンド 
ルを回し、タイヤの向きをかえる。 

ち側を交換するとをは左へ、左側を交 
換するとをはちへ八ンドルを回しま 
す。 


ク U ップをはずず。 



20巨 


















































4-2. 簡単な点検-部品交換 


+ Hana 仕様車 



電球を取りはずす。 


園！回取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ フ□ントフォグライト* 



KBPA 420322 



交換ずるライトの反対側へ八ンド 
ルを回し、タイヤの向きをかえる。 

ち側を交換するとをは左へ、左側を交 
換するとをはちへ八ンドルを回しま 
す。 


ク U ップをはずず。 


ソケットを取りはずず。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 




















































4-2. 簡単な点検-部品交換 



電球を取りはずず。 


取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付ける。 





















4-2. 簡単な点検-部品交換 




ソケットを取りはずず。 


電球を取りはずず。 


EHm 取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 























4-2. 簡単な点検-部品交換 


後退な、尾灯、リヤち向指示兼非常点滅!灯、リヤフォグライト^ 



KBPA 420329 


バックドアを開け、ライト本体を 
取りはずず。 



ソケットを取りはずず。 

□ U ヤ方向指示兼非常点滅灯 
0 尾巧 

且後退な/ U ヤフォグライト* 



電球を取りはずず。 

□ 1」ヤ方向指示兼非常点滅灯 
曰尾巧 

且後退な/ U ヤフォグライト* 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


固丽互電球とソケットを取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手 
順で取0付ける。 



ランプ本体を取り付けるときは、 
配線びランプ本体に確実に取り付 
けられていることを確認ずる。 

配線を取0付けるときは、配線のテー 
ピング中央部をクランプに取0付け 
て < ださい。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 



ライト本体を取りはずす。 



图 a 互取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける C 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■八イマウントストツプライト 



バックドアを開け、カバーを車両 
下側に引いて取りはずず。 



手順 


電球を取りはずず。 

































4-2. 簡単な点検-部品交換 


Mm 電球とソケットを取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手 
順で取0付ける。 



ツメの位置を確認して、カバーを 
取り付ける。 


じ(下の電球び切れたとさは、トヨタ販売店で交換して<ださい。 

♦へッ ドライト□-ビーム（ディスチヤージノりしブ *) 

• サイド方向指示打兼非常点滅灯 

(サイド方向指示な付ドア S ラー仕様車） 

• 制動な 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


白知識 — 

■標準車のゴムカバーを取り付けるとをは 

確実にはめ込まれていることを確認してください。 

□ コ’ムカバーの外周をしっかりとはめ込む 

曰コ’ムカバー内周（電球周り）を全周にわ 
た0電球の金具部分び確認でさるまで押 
し込む 


■レンズ内の水滴と量り 

じ(下のよラなとさは、トヨタ販売店にご相談ください。ただし、レンズ内の一 
時的な曇りは、機能上問題ありません。 

♦レンズ内側に大粒の水ミ商び付いている 
•ライト内に水びたまっている 

■ディスチャージへッドライトの作動 

作動電圧範囲をはずれると、ライトび消灯したり、点なしなくなります。 

電圧び正常に戻ると再点なします。 

■電球の交換について 

電球の交換作業をするとをに、部品などの破損びむ配なかたは、トヨタ販売店 
にご相談ください。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■電球を 交換ずるときは 

♦ライ トは消なしてください。消灯直後は高温になっているため、交換しないで 
<ださい。 

やけどすることびあります。 

♦電球の ガラス部を素手で触れないで<ださい。 

プラスチック部または金属ケース部を持ってください。また、電球を傷付けた 
り、落下させたりすると球切れしたり破裂することびあります。 

♦電球 や電球を固定するための部品はしっかり取 D 付けてください。取り付けび 
不十分な場合、発熱や発火、ちし<はヘッドライト内部への浸水による故障 
や、レンズ内に曇りび発生することびあります。 

♦電球、 ソケット、電気回路、および構成部品を、修理または分解しないでくだ 
さい。 

感電により、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 

■デ イスチャージへッドライトについて 

♦交換 するとを（電球交換含む）は、必ずトヨタ販売店にご相談<ださい。 

♦点な 中は、高電圧ソケットに触れないでください。 

瞬間的に2万ボルトの電圧び発生するため、感電により、生命にかかわる重 
大な傷害を受けるおそれびありを険です。 


A ま意 

■お 車の故障や义災を防ぐために 

電球び正しい位置にしっかりと取り付けられていることを確認ください。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ヒューズの点検、交換 


ライトがつかないとさや電気系統の装置び働かないとさは、ヒユーズ 
切れが考え5れまず。ヒューズの点検をおこなってください。 


Ifeitilh I エンジンスイッチを " LOCK " にずる。 
[111^ ヒューズボックスを開ける。 

► エンジン ルーム 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


助手席足兀 



左ちのつまみを中央に巧し、力 
バーを手前に引いて取0はず 
ず。 


[ HU ] 故障の状況から、点検ずべきヒューズを「ヒューズの配置と 
負荷」（一 P . 220) で確認ずる。 



ヒューズはずしでヒューズを引 
き巧く。 


ヒューズび切れていないか点検 
する。 

n 正常 

曰ヒューズ切れ 

ヒューズボックスの表示にしたびい、 
規定容量のヒューズに交換します。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


I ヒューズの配置と負荷 

■エンジンルーム 



ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

ECU- 巨 

lOA 

オートマチックトランス5ッシヨンシ 

ステム 

2 

MGC 

lOA 

エアコン 

3 

FR DEFOG 

20A 

フ□ントウインドデアイサー 

4 

ABS2 

20A 

A 臣 S、VSC 

已 

H-LPHI RH 

lOA 

ヘッドライト（ち）八イビーム 

巨 

H-LP HI LH 

lOA 

ヘッドライト（左）八イビーム 

7 

H-LP RH 

/H-LP LO RH 

lOA 

ヘッドライト（ち）□ービーム/八イ 
ビーム（八□ゲン） 

H-LP LO RH 

ISA 

ヘッドライト（も）□-ビーム (HID) 

8 

H-LP LH 

/H-LP LO LH 

lOA 

ヘッドライト（左）□-ビーム/八イ 
ビーム（八□ゲン） 

H-LP LO LH 

ISA 

ヘッドライト（左）□ービーム (HID) 

9 

ST2 

7 .己 A 

スッーター 

10 

STOP 

7 .己 A 

制動口、 A 目 S、VSC、EFI コンピュー 

夕一 

11 

RR FOG 

7 .己 A 

U ヤフォグライト 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

12 

DOME 

7.己 A 

室内な 

13 

EFI 

1己 A 

EFI コンピューター 

14 

ST1 

30A 

スブーター 

1已 

BACK UP 

ISA 

オーデイオ、 キーフ U —システム、 

木ーター 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


KBPA 420405 


■ 助手席足元 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

ACC 

7 .己 A 

オーディオ、電動格納式ドア5ラー、 
キーフ U —システム 

2 

ECU IG 1 

7 .己 A 

エアバッグ、 A 目 S 、 VSC 、 電動パ 
ワーステアリング、オートレべリング 

システム 

3 

HORN/HAZ 

lOA 

ホーン、非常点滅灯、キーフ U —シス 

テム 

4 

AM 2 

20 A 

— 

已 

D/L 

ISA 

キーレスエント U —、キーフ U —シス 

テム 

巨 

AMI 

ISA 

— 

7 

TAIL 

lOA 

尾な、車幅な、ま号な 

8 

ETCS 

lOA 

EFI コンピューター 

吕 

FR WIPER 

20 A 

フ□ントワイパー、フ□ントウオツ 

シャー 


\弧圍 


。の！；？幻巧の幻の P 
DDDDDDDD 

-0 

J コココ 
7 8 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

10 

RR WIPER 

ISA 

U ヤワイパー、1」ヤウォッシャー 

11 

FOG RH 

7 .己 A 

フロントフォグライト（ち） 

12 

DEFOG 

20 A 

フロントウインドデフォッガー 

13 

FOG LH 

7 .己 A 

フロントフォグライト（左） 

14 

SOCKET 

ISA 

アクセヴ U —ソケット 

1已 

E/G 

lOA 

点火系、 EFI コンピューター 

16 

ECU IG 2 

7 .己 A 

EFI コンピューター、オートマチック 

トランス5ッシヨンシステム 

17 

に！/目 ACK 

7 .己 A 

エアコン、ヒーターコントロール、後 

退灯 


□知識 

■ヒューズを交換したあと 

♦交換してちライト類び点なしないとをは、電球を交換してください。 

( 一 P. 200) 

♦取0替えてち再度ヒューズび切れる場合は、トヨタ販売店で点検を受けて< 
ださい。 

■バッテリ -け 5の回路に過剰な負荷がかかると 

配線び損傷を受ける前にヒューズび切れるように設計されています。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■車の 故障や、車両义災を防ぐために 

なのことをお守り <ださい。 

お守りいただかないと車の故障や火災、けびをするおそれびあります。 

♦規定 容量！;(外のヒューズまたはヒューズ1；(がのちのを使用しないで < ださい。 
♦必ず トヨタ純正ヒューズか同等品を使用してください。 

♦ヒ ューズやヒューズボックスを改造しないでください。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

キーの電池交換 


電池が消耗しているときは、新しい電池に交換してくださし、。 

■用意ずるちの 

• 7イナスドライバー 

♦ルさいプラスドライバー 
• U チウム電池 

- CR 1632 (キーフ U — システム装着車） 

.CRISIS (ワイヤレスドア□ック装着車） 

■電池交換のしかた（キーフリーシステム装着車） 














4-2. 簡単な点検-部品交換 



フタをはずず。 



消耗した電池を取0出ず。 

新しい電ミせは+極を上にして取0 
付けます。 


[111^ 取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付け 
る。 

■電池交換のしかた（ワイヤレスドア□ック装着車） 

カバーをはずす。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 



モジュールを取り出ず。 


モジュールカバーをはずし 消耗 
した 電池を取0出ず。 

新しい電ミせは+極を上にして取0 
付けます。 


HIRI 取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付け 
る。 


曰知識 


I 電池が消耗していると 

し i (下のよラな状態び起こります。 

♦キーフ U - システム、ワイヤレス機能び作動しない 
♦作動距離び短<なる 

■リチウム電池 CR 1 巨32 (キーフリーシステム装着車）、 
CRISIS (ワイヤレスドア□ック装着車）の入手 

電池はトヨタ販売店、時計店およびカメラ店などで購入でをます。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■取りは ずした電池と部品について 

おテさまにさねらせないでください。 

部品びルさいため、誤って飲み込むと、のどなどにつまらせ、最悪の場合死こ 
につなびるおそれびあります。 


ま意 

■交換 後、正常に機能させるために 

1；(下のことを必ずお守りください。 

♦濡れた 手で電池を交換しない 
鐘の原因になります。 

参 電池!;(がの部品に、触れたり動かしたりしない 
♦電極を 曲げない 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 







4-2. 簡単な点検.部品交換 

ウォッシャー液の捕給 


「 LOW 」 が見えているときは、ウオッシヤー液が不足しているので補 
給してください。 



1 


1 

1 


し V 

角 

^ I 心け 

KBPA 420602 


フタを開けて確認します。 


曰知識 

■リヤワイパーのウオッシヤー液の補給について 

U ヤワイパー用ウオッシャータンクはフロントワイパー用と兼用です。 


A 警告 

■ウ ォッシャー液を補給ずるときは 

エンジンび熱いとをやエンジンびかかつているとさは、ウォッシャー液を補給 
しないでください。ウォッシャー液にはアルコール成分び含まれているため、ェ 
ンジンなどにかかると出火するおそれびありを険です。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A ま意 

■ウ ォッシャー液について 

ウォッシャー液のかわりに、せっけん水やエンジン不凍液などを入れないでく 
ださい。 

車体の塗装にしみびつくおそれびあります。 

■ウォ ッシャー液の薄めかた 

必要に応じて水で薄めてください。水とウォッシャー液の割合は、ゥォッシャー 
液の容器に表示してある凍結温度を参考にして<ださい。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

エアコンフィルターの交換 


エアコンを 快適にお使いいただくために、 エアコン フィルターを定期 
的に交換してください。 

■交換のしかた 

lfc # d,h I エンジンスイッチを " LOCK " にずる。 




フィルターカバーを取0はず 
す。 

□ 左側のツメをつまみなびら、 
フィルターカノ（一を左側ヘス 
ライドさせて取りはずず。 

曰ち側から抜さ取る。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 



フ ィ ルターの両端を人差し指で 
つかんで、フィルターを取り外 
し、新しいフィルターと交換ず 


「下 U 円マークの矢印び上を向くよう 


に取り付けます。 


取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付け 
る。 


白知識^ ^ 

■エアコンフィルターの交換について 

エアコンフィルターはしツ下の時期を目安に交換してください。 

交換： 20.000 km [1 0,000 km 《 ] ごと 
※大都市や寒;令 i 也など、交通量や粉じんのをい地区 

■エアコンの風量び減かしたときは 

フイルターの目詰まりび考えられますので、フイルターを交換してください。 


ま意 

■エアコンを 使用ずるときのを意 

フイルターを装着せずにエアコンを使用すると、故障の原因となることびあり 
ます。必ずフイルターを装着してください。 
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トラブルび起をた 5 5 


已 -1 .まず初めに 


己- 2. 緊急時の対処法 


故障したとさは . 

... 234 

警告灯がついたとさは ....... 

.. 246 

非常点滅灯 . 

... 吕3已 

パンクしたとさは . 

.. 2已〇 

発炎筒 . 

... 236 

エンジンが 


けん引について . 

... 238 

かか5ないとさは . 

.. 261 

フユーエルポンプ 


シフトレバーび 


シャツトオフシステム.... 

... 244 

シフトでさないとをは…. 

.. 263 

イベントデータ 


キーを無くしたときは ....... 

.. 264 

レコーダー . 

... 24已 

電子カードキーが 




正常に働かないときは 




(キーフ U —システム 




装着車) . 

.. 2曰已 



バッテリーが 




あがったとをは . 

.. 267 



オーバーヒート 




したとをは . 

.. 270 



スタックしたとをは . 

.. 272 



車両を緊急停止するには... 

.. 273 
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5-1 .まずネリめに 

巧障したとまは 


故障のときは速やかに下記の指示に従ってくださし、。 



非常点滅なを点滅させなび5、 
車を路肩に寄せ停車しまず。 

(一 P . 235) 

非常点滅灯は、故障などでやむ 
を得ず路上駐車ずる場合、他車 
に知らせるため使用しまず。 


高速道路や自動車専用道路で 
は、車両後方に停止表示板また 
は停止表示巧を置いてくださ 
い。（法的にち義務付け b れてい 
まず。） 



緊急を要するとさは発炎筒で合 
図します。（一 P . 23己） 
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5-1. まずネリめに 

巧ち点滅な 


事故や故障のとさなどにお使い < ださい。 


スイツチを巧ずとすべての方向 
指示巧び点滅し、をラー度巧ず 
と消灯しまず。 


A ミち意 

■バッ テリーあがりを防ぐために 

エンジン停止中に非常点滅灯を長時間使用しないでください。 
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►オートエアコン装着車 




KBPA 510102 


トラブルび起さたら 














































































5-1. まずネリめに 

発炎筒 


事故や故障のとさなど、緊急時にお使いください。 

発炎時間は約已分でず。非常点滅'灯と併用してお使いください。 


手順 




助手席足元の発炎筒を取り出 
す。 


本体をまわしなび日抜さ、本体 
を逆さにして差し込む。 


先端のふたを取りはずし、ずり 
薬と発炎筒の先端をこずり、着 
火させる。 


□知識 — 

■発炎筒の有効期限 

表示してあるち効期間びされる前に、トヨタ販売店でおホめください。 
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5-1. まず初めに 


A 警告 

■発 炎筒び使用でをない場所 

Li (下の場所では、発炎筒を使用しないで <ださい。 

煙で視界び悪<なったり、引火するおそれびあるためを険です。 

• トンネル内 

• ガソ U ンなど可燃物の近く 
■ 発炎筒の取り扱いについて 

し i (下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 
♦使用 中は、発炎筒を顔や体に向けたり、近づけた D しない 
♦発 炎筒は、おテさまにさわらせない 






5-1. まずネリめに 

けん引について 


けん引は、できるだけトヨタ販売店または専門業ちにご依頼くださ 
い。 


■けん引の前に 

LU 下の場合は、駆動系の故障び考え日れるため、トヨタ販売店へご 
連絡 < ださい。 

• エンジンはかかるび、車び動かない 
• 異常な音びずる 


■けん引されるとをは 




車体に傷び付かないよラに□一 
プをけん引フックにかける。 

前進ち向でけん引してください。 


□ープの中央に白い巧を付け 
る。 

巧の大きさ： 

0.3 m 平ち （30 cm X 30 cm ) 
上 
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5-1. まず初めに 


I 过 till 3 1けん引される車両のエンジンをかける。 

エンジンびかか日ないときは、エンジンスイッチを "ACC " または " ON" 
にして < ださし、。 

图 H 互けん引される車両のシフトレバーを N にしてから、パーキン 
グブレーキを解除ずる。 

けん引中は、前の車の制動なにを意し□ープをたるませないようにして 
ください。 

■けん引ずるとさは 

一般路上で故障した他車をやむを得ず□ープによりけん引ずるた 
めのをのでず。自車よ0重い車のけん引はでさません。 



トラブルび起さたら 
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5-1. まず初めに 


けん引フックの取り付け方 

固画のマイナスドライバーと当て巧を使ってふたをはずず。 
►フ□ント（標準車） 
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5-1. まず初めに 




けん引フックを巧に差しこみ軽く 
締める。 


ホイールナツトレンチを使い確実 
に取り付ける。 


白知識 

■けん引フックの収納位置 

一 P . 250 


トラブルび起さたら 



















5-1. まず初めに 


A 警告 

■けん 引フックを車両に取り付けるとをは 

指定の位置にしっか D と取り付けてください。 

指定の位置にしっかりと取り付けないとけん引時にはずれてしまい、思わめ事 
故につなびるおそれびあ D を険です。 

■車両を 運搬ずるときは 

必ず4輪接地または、4輪とち持ち上げた状態で運搬して<ださい。 
駆動装置び焼を付をを起こしたり、車び台車から飛び出すおそれびあります。 
また、駆動系部品び故障したと思われるとさは必ず4輪を持ち上げて運搬して 
<ださい。 

■けん 引中の運転について 

♦けん 引をおこなラとをは細むのま意を仏ってください。 

けん引フックや□ープに過剰な負荷をかける急発進やまちびった車両操作は 
避けてください。 

けん引フックや□ープび破損するおそれびあります。万一の場合、その破片び 
周囲の人などに当たり、重大な傷害を与えるおそれびありを険です。 

♦エンジン スイッチを " LOCK " にしないでください。 

八ンドルびロックされ八ンドル操作びでをなくなり、思わめ事故につなびるお 
それびあ〇を険です。 

♦けん 引される車は、慎重に運転してください。 

エンジンび停止しているとブレーキの効をび悪くなったり、八ンドルび通常よ 
り重くなります。 
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己- 1. まず初めに 


A ま意 

■車両の 損傷を防ぐために 

♦けん 引するとをはし:!下のことを必ずお守りください。 

-ワイヤーロープは使用しない 
-连度30 km / h し U 下、距離已0 km しツ内でけん引する 
-前進ち向でけん引する 
-サスペンション部などにロープをかけない 
♦自 車より重い車をけん引しないでください。 

駆動系部品などに重大な損傷を与えるおそれびあります。 

■長い 下り坂でけん引ずるときは 

レッカー車でけん引してください。 

レッカー車でけん引しないと、ブレーキび過熱し効をび悪くなるおそれびあり 
ます。 






. まずネリめに 

ューエルポンプシャツトオフシステム 


エンジンが止まってしまったとさおよび SRS エアバッグ作動時は、 
フユーエル ポンプシャッ ト オフシステムが作動し、燃料供給を停止 
し、燃料ちれを最ル限におさえまず。 


システムび作動したあと、エンジンを始動ずるには、次の手順にしたびつ 
て < ださい。 


HH でエンジンスイッチを " ACC " または " LOC に’にずる 
お3111 21 エンジンを再始動ずる 








己- 1. まずネリめに 

イベントデータレコーダー 


お車には、最適な車両性能を維持ずる為のコンピュータを搭載してい 
まず。このコンピュータはシステムび正常に作動してることを診断ず 
るとともに、衝突のときや衝巧に近い状態のときのデータを記録ずる 
イベントデータ レコーダー ( EDR ) を装備していまず。 


f 記録ずるデータ 

エアバッグコンピュータに搭載しているイベントデータレコーダーび、 
衝突のとさや衝突に近い状態のとさに下記のデータを記録しまず。 

• エアバッグ作動に関ずる情報 
• エアバッグシステムの故障診断情報 

イベントデータレコーダーは会話などの音声や映像は記録しません。 

I データの 開示に ついて 

トヨタおよびトヨタび委託した第=ちは、イベントデータレコーダーに 
記録されたデータを、車の研究開発を目的に取得-流用ずることびあり 
ます。なお、トヨタおよびトヨタび委託した第=ちは、取得したデータ 
を LU 下の場合を除さ、第=ちへ開示-提供ずることはありません。 

• お車の使用者の同意びある場合 

♦裁判所命令などの法的強制力のある要請に基づく場合 

♦統計的な処理をおこなラなどの使用ちや車び特定されないよラに加 
エしたデータを研究機関などに提供ずる場合 
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己- 2. 緊急時の対処法 

警告ながついたとをは 


警告丹が点！打または点滅したままの場合は、落ち着いてじ TF のように 
ご対処ください。点！打•点滅しても、その後消'灯ずれば異常ではあり 
ません。 


I ただちに停車してください。走行を続けるとを険でず。 

じ(下の警告はブレーキの故障のおそれびあることを意味しまず。ただち 
に安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してください。 


警告灯 

警告な名-警告内容 

(©) 

ブレーキ警告な（警告ブザー）& 

-ブレーキ液の不足 
-ブレーキ系統の異常 

パーキングブレーキが解除されていないとをち点灯します。解 
除後、消なすれば正常です。 


※バーキングブレーキ未解除走行時警告ブヴー： 
車をび巳 km / h を超えると警告ブヴーび鳴ります。 


I ただちに停車してください。 

じ(下の警告は、お車へのダメージや思わめ危険を招くおそれびあること 
を意味します。ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡して 
<ださい。 


警告灯 

警告な名-警告内容 


口 


充電警告な 

充電系統の異常 




油圧警告な 

エンジンオイルの圧力異常 




高水溫警告な 

エンジン冷却水温の異常 
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5-2. 緊急時の対処法 


[ただちに点検を受けてください。 

じ[下の警告は、放置ずると、システムび正し<働かず、思わめを険や故 
障を招くおそれびあることを意味しまず。ただちにトヨタ販売店で点検 
を受けて < ださい。 


警告灯 

警告灯名 • 警告内容 


田 


エンジン警告な 

-エンジン電子制御システムの異常 


が 


SRS エアバッグ/プリテンシ ョナー 警告巧 

• SRS エアバッグシステムの異常 
-プリテンショナー付きシートベルトシステムの異常 


(©) 


ABS 警告な 

• A 目 S の異常 


@! 


パワーステアリング警告な 

•EPS (エレクト U ックパワーステアリング）の異常 


魂。 


ディスチャージへッドライトオートレべリング警告な* 

-自動光軸調整システムの異常 


@ 

( 点滅） 


シフトポジション表示な 

. オートマチックトランスミッション電子制御システムの異常 


および 

VSC 

OFF 

( 点滅） 


スリップ表示巧*および VSC OFF 表示巧* 

•VSC システムの異常 
•TRC システムの異常 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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トラブルび起さたら 



















































5-2. 緊急時の対処法 


(ただちに処置してください。 

政下の警告はそれぞれの対処ち法にしたがって処置し、警告打が消打す 
るのを確認してください。 


警告灯 

警告な名-警告内容 

対処方法 


を 


半ドア警告な 

いずれかのドアが確実に開 
まっていない 

全ドアを閉める。 


ぶ 


運転席シートベルト 
非着用警告な 
(警告ブザー)※1 

運転席 シー トベルトの非着用 

シートベルトを 着用 


燃料残量警告な 

燃料の残量 

(FF は約7.已 Ll ^ TF 、4 WD は 
約 6 .已 LI；! 下になると点滅）& 2 

燃料を補給 


s|e 



1運転席シー S ベル S 非着用警告ブザー： 

運転席シートベルト非着用のまま車速が約20 km/h 政上になると警告ブヴーび 
30秒間断続的に鳴0ます。その後ち運転席シートベルト非着用のままだと、ブ 
ヴーの音が変わ0 90砂間鳴0ます。 

2燃料残量警告な： 

さらに燃料び少な < なると点滅が早 < なります。 
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5-2. 緊急時の対処法 


I ただちに処置してください（キーフリーシステム装着車） 

それぞれの巧処方法にしたびって処置し、警告巧び消なずるのを確認し 
て < ださい。 


警告ブヴー 
库内） 

キーフ U — 
システム 
警告な 

警告内容 

対処方法 

連続音 X ’1 

( 

巧 

言速点滅 

) 

電モカードキーを携帯して 
いない状態でエンジンをか 
けよ5とした 

電子カードキーを携 
帯する x ‘2 

己回 

( 

巧 

言速点滅 

) 

エンジンスイッチび 
" LOCK " し U 外の状態で、 
いずれかのドアを開けて、 
電モカードキーを車がに持 
ち出し、ドアを閉めた 

エンジンスイッチを 
" LOCK " にする 

または 

電子カードキーを携 
帯する x ‘2 


いずれかのドアび開いているとさに、警告ブプーび鳴りまず。 

^2電モカードキーび車内にあってちエンジンび始動しない場合は、電池 
び切れている可能性びありまず。（一 P . 225) 


トラブルび起さたら 
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5-2. 緊急時の対処法 

パンクしたとをは 


パンクしたタイヤを、備え付けの応急用タイヤと交換してください。 
(タイヤについての詳しい説明は P . 191をご覽ください。） 

■ ジャッキで車体を持ち上げる前に 

• 地面び固<平らな場所に移動ずる 
♦パーキングブレーキをかける 
• シフトレバーを P に入れる 
• エンジンを止める 
• 非常点滅灯を点滅させる 
■ 工具とジャッキ位置 



吕已〇 















5-2. 緊急時の対処法 



トラブルび起さたら 














































5-2. 緊急時の対処法 


[応急用タイヤの取り出し方 



デッキボードを取0はずず。 



止め具をはずし、タイヤを取り出 
す。 


2已2 


























5-2. 緊急時の対処法 



KBPA 520205 


輪止め’ X をずる。 


ノてンクしたタイヤ 

輪止めの位置 

前輪 

左側 

ち側後輪後ろ 

ち側 

左側後輪後ろ 

後輪 

左側 

ち側前輪前 

ち側 

左側前輪前 


i 輪止めは、トヨタ販売店で購入する 
ことびでをまず。 



ジャッキ八ンドルを使用し、 
イールキャップ*をはずず。 


ホ 


ナツトを少し（約1回転)ゆるめる。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 




I パンクしたタイヤの交換 


手順 


手順 


手順 








































5-2. 緊急時の対処法 




ジャッキの A 部を手でまわして、 
ジャッキ溝をジャッキセツト位置 
にしつか0かける。 


タイヤび地面から少し離れるま 
で、車体を上げる。 

ジャッキ八ンドルとホイールナット 
レンチを図のように組み合わせて使 
用して < ださい。 


ナットずベてを取りはずし、タイ 
ヤを取りはずず。 

タイヤを直接地面に置くときは、ホ 
イールの意匠面に傷び付かないよラ 
意匠面を上にして置いてください。 


吕已4 


























5-2. 緊急時の対処法 


I タイヤの取り付け 



ホイール接触面の巧れをふさ取 
る。 

ホイール接触面びミちれていると、走行 
中にナツトびゆるみ、タイヤびはずれ 
るおそれびあ0ます。 


固画回タイヤを取0付け、タイヤびびたつかない程度まで手でナットを 
仮締めする。 

► スチールホイールからスチールホイールにかえるとき（応急用タイヤ 
を含む） 



ナツトのテーパー部びホイールの 
シート部に軽く当たるまでまわ 
す。 


アルミホイールから応急用タイヤにかえるとき 



ナツトのテーパー部びホイールの 
シート部に軽く当たるまでまわ 
す。 


吕已已 


トラブルび起さたら 



























5-2. 緊急時の対処法 


► アルミホイールからアルミホイールにかえるとき 



ナツトのテーパー部びホイールに 
当たるまで仮締めする。 


車体を下げる。 



図の番号順でナツトを2、3度しつ 
かり締め付ける。 

締め付けトルク： 

103 N • m (10 巳 0 k 有 f. cm) 


吕已6 



















5-2. 緊急時の対処法 



ホイールキャップ*を取り付け 
る。 

タイヤのバルブ（空気口）とホイール 
キャップの切0欠きを合わせ、ホイー 
ルキャップの外周部を押して確実に 
取り付ける。 

&応急用タイヤに取り付けることは 
でをません。 

图 H 固すベての工具-ジャッキ-パンクしたタイヤを収納する。 

U 知識 

■庇急用タイヤについて 

♦タイヤの側面に TEMPORARY USE ONLY と書かれています。応急用にの 
みお使いください。 

♦空気圧を必ず点検してください。レ P. 28日） 


:車両型式などで異なる装備やオプション装備 
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トラブルび起さたら 














5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■ジャッキの 使用について 

ジャッキの取り扱いを誤ると、車び落下して死 t またはけびにつなびるおそれ 
びあ0ます。 

1;( 下のことをお守りください。 

♦ジャッキは タイヤ交換、タイヤチェーン取り付け、取りはずし！;(がの目的で使 
用しない 

♦備え付けの ジャッキは、お客様の車にしか使ラことびでをないため他の車に 
使ったり、他の車のジャッキをお客様の車に使わない 

♦ジ ャッキセット位置に正しくジャッキびかかっていることを確かめる 

♦ジャッキで 支えられている車の下に身体を入れない 

♦ジャッキで 支えられている状態で、エンジンをかけたり走らせない 

♦車内に 人を乗せたまま車を持ち上げない 

♦車を 持ち上げるとをは、ジャッキの上または下に物をのせない 

♦まを 持ち上げるとをは、タイヤ交換でをる高さし:!上に上げない 

♦車の 下にちぐりこんで作業する場合はジャッキスタンドを使用する 

車両を下げる際はとくに、ご自身や周囲の人びけびをしないよラ注意してくだ 
さい。 


吕已8 





5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■タイヤ 交換について 

タイヤ交換の際には、1；(下のことを必ずお守りください。 

♦走行 直後、ディスクホイールやブレーキまわりなどには触れない 
走行直後のディスクホイールやフレーキまわりは高温になっているためタイ 
ヤ交換などで手や足などび触れると、やけどをするおそれびあります。 

♦ねじ 部にオイルやグ U —スを塗らない 
ナツトを締めるとさに化要し U 上に締め付けられ、ボルトび破損したりディスク 
ホイールび損傷するおそれびあります。またナツトびゆるみホイールび落下し 
て、重大な事故につなびるおそれびあります。オイルやグ1」ースびねじ部につ 
いている場合はふを取ってください。 

♦ホイールの 交換後はすぐに103 N • m (10 已〇 kgf. cm) の力でナツトを締 
める 

♦タイヤの 取り付けには、使用しているホイール専用のナツトを使用する 

♦ボル トやナツトのねじ部や、ホイールのボルト巧につぶれや亀裂などの異常び 
ある場合は、トヨタ販売店で点検を受ける 

上記のことを守らないとナツトびゆるみ、ホイールびはずれ落ち、死 t や重傷 
を負5事故につなびるおそれびあります。 

■応急 用タイヤを使用ずるときは 

♦お客様の お車専用になっているため、ほかの車には使用しないでください 
♦同時に 2つし U 上の応急用タイヤを使用しないでください 
♦でさる だけ早く通常のタイヤと交換してください 
♦急 加速、急ブレーキ、急減速、急旋回はお避け<ださい 

■応急 用タイヤ使用時の速度制限 

応急用タイヤを装着しているとをは、100 km/h し U 上の速度で走行しないでく 
ださい。 

応急用タイヤは、高速走行に適していないため、思わめ事故につなびるおそれ 
びあ0ます。 
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-ラブルび起さたら 





5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■応急 用タイヤ装着中は 

正確な車両速度び検出でをない場合びあり、下記システムび正常に作動しな< 
なるおそれびあります。 

•ABS 
• VSC* 

•TR ご 

♦ブレーキ アシスト* 

♦ナビ ゲーシヨンシステム* 

また、下記のシステムは、性能び十分に発揮でをないばかりでな<、駆動系部 
品に悪影響を与えるおそれびあります。 

♦フレックス フルタイム 4WD システム* 


A ま意 

■パンクした ままの走行について 

タイヤびパンクした状態で走行を続けないでください。 

短い距離の運転でち、タイヤとホイールび修理でをないほどの損傷になります。 

■応急 用タイヤ装着中は段差にま意 

応急用タイヤ装着中は、標準タイヤの装着時に比べ車高び化 < なっています。段 
差を柔り越えるとさはごま意ください。 

■応急 用タイヤ使用時のタイヤチェーン装着 

応急用タイヤには、タイヤチェーンを装着しないでください。タイヤチェーン 
び車体側に当たり、走行に悪影響をおよぼすおそれびあります。雪道、凍結路 
で前輪びパンクした場合は、応急用タイヤを前輪として使用せず、後輪に使用 
し、はずした後輪を前輪に付けてからタイヤチェーンを装着してください。 

■ 応急用タイヤの格納について 

応急巧タイヤを格納したあとは、確実に固定されていることを確認してください。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 







5-2. 緊急時の対処法 

エンジンがかか6ないとをは 


正しいエンジンのかけ方（一 P . 100, 103) にしたびってち、また 
ステアリング□ックを解除（一 P . 101, 104) してもエンジンがか 
からないとさは、じ(下のことをご確認ください。 

■スターターは正常にまわっているのにエンジンびかか5ない 
喊 n 

じ(下の原因び考え日れまず。 

• 燃料び入っていない可能性びありまず。 

給油して < ださい。 

♦燃料を吸いこみずざている可能性びありまず。 

再度、正しい手順（一 P . 100, 103) にしたびって、エンジン 
をかけて < ださい。 

♦エンジンイモビライヴーシステム*に異常びある可能性びあり 
まず。（一 P . 68) 

■ スターターびゆっくりまわる/室内な- へッ ドライトび暗い 
/ホーンの音びルさい、または鳴5ない場合 

じ(下の原因び考えられまず。 

♦バッテ U - あびりの可能性びありまず。（一 P . 267) 

♦バッテ U —のターミナルびゆるんでいる可能性びありまず。 

■スターターびまね5ない（キーフリーシステム装着車） 

電装品の断線やヒューズ切れなど電気系統異常の可能性びありま 
す。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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5-2. 緊急時の対処法 


■ スターターびまわ5ない/室内な- へッ ドライトが点なしな 
い/ホーンび鳴らない場合 

じ(下の原因び考えられまず。 

♦バッテ U —のターミナルびはずれている可能性びありまず。 

♦バッテ U —あびりの可能性びありまず。（一 P . 267) 

• ステア U ング □ ックシステムに異常びある可能性びありまず。 

処置のちミ去びねか日ないとを、あるいは処置をしてもエンジンびかか5ない 
とさは、トヨタ販売店にご連絡ください。 
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5-2. 緊急時の対処法 

シフトレパーがシフトでまないとまは 


ブレーキペダルを踏んだ:！犬態でシフトレパーがシフトでさない場合、 
シフト□ック（シフトレバーの誤操作を防ぐ装置）などの故障が考え 
5れまず。ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。 



5-2. 緊急時の対処法 

キーを無くしたとまは 


キーナンパープレートに巧刻されたキーナンパーと残りのキーか5、 
トヨタ販売店でトヨタ純正品の新しいキーを作ることびできまず。 

レ P . 1 8) 



5-2. 緊急時の対処法 

電モカ-ドキ-が E 勘こ働かないときは（キ-フり-システム装着車) 


電子カードキーと車両間の通信がさまたげ5れたり（一 P . 23)、電子 
力ードキーの電池が切れたときは、キーフリーシステムとワイヤレス 
リモコンび使用でさな<なりまず。このよラな場合、じ(下の手順でド 
アを開けたり、エンジンを始動したりずることができまず。 


ドアの施錠-解綻 



メカニカルキー（一 P . 1日）また 
はメインキーを使って操作しま 
す。 

n 全ドア施綻 
曰全ドア解綻 


エンジン始動の方法 


► メカニカルキーを使用ずる場合 

固祖でシフトレバーび P の状態でブレーキペダルを踏む。 



電モカードキー裏面のトヨタエン 
ブレム付近をエンジンスイッチに 
触れた状態にし、メカニカルキー 
を奥までしっかりと差し込み、ェ 
ンジンスイッチを巧ず。 

確実にエンジンスイッチに差し込ん 
で操作してください。 


I 巧11131 電子カードキーを接触させたままエンジンスイッチをまわず。 

エンジンスイッチを "ACC" にすると、セキュI」テイ表示な（一 P . 1 14) 
び消なしまず。 

処置をしてち作動しないとさは、トヨタ販売店に連絡してください。 
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5-2. 緊急時の対処法 


►メインキーを使用ずる場合 

mam シフトレノ（一び p の状態でブレーキペダルを踏む。 

メインキーを奥までしっか0と差 
し込み、エンジンスイッチを巧ず。 

確実にエンジンスイッチに差し込ん 
で操作してください。 


l , fe 3 MI 引 エンジンスイッチを巧したまままわず。 

エンジンスイッチを "ACC" にすると、セキュ U ティ表示な（一口.1 14) 
び消なしまず。 

処置をしてを作動しないとさは、トヨタ販売店に連絡してください。 

曰知識 

■エンジンの停止ち法 

通常のエンジン停止のしかたと同様、シフトレバーを P にしてエンジンスイッ 
チを押しなびらまわします。 

■電池交換について 

前頁のエンジン始動の方法は一時的な処置です。電池び切れたとさは、ただち 
に電池の交換をおすすめします。（一 P. 22己） 

■ メカニカルキー、メインキーを使巧ずるとをは 

確実にメインキー、またはメカニカルキーを奥までしっかりと差し込んでくだ 
さい。 

確実にキーび差し込まれていないが態でち、エンジンスイッチびまわる場合び 
あります。この場合、エンジンスイッチの位置に関係なく、キーび抜けるおそ 
れび友 D ます。 

キーび抜けてしまった場合は、 "LOC ぐし U がの位置でキーを差し込むことはで 
さませんので、いったん、車を交通のさまたげにならない安全な場所に停車し、 
エンジンスイッチを "LOC ぐの位置まで戻してから、再度キーを差し込んでく 
ださい。 
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5-2. 緊急時の対処法 

バッテリーびあがったとまは 


バッテリーびあびつた場合、じ(下の手順でエンジンを始動ずることび 
でをまず。 

ブースターケーブルのセットと 12 V のバッテ U —付さ救援車びあれ 
ば、じ(下の手順にしたびって、エンジンを始動させることびでさまず。 



ノ（ッテ U —の+端テのカノ（一をはずし、ブースターケーブルを次の順 
でつなぐ。 


n 赤色のブースターケーブルを自車のバッテ U —の+端テにつなぐ。 
曰赤色のブースターケーブルのちラー方の端を救援車のパ' ッテ U — 
の+端モにつなぐ。 

且黒色のブースターケーブルを救援車のバッテ U —の一端テにつな 
ぐ。 

Q 黒色のブースターケーブルのちラー方の端をバッテ U —か日離れ 
た、未塗装の金属部（図におずよラな固定された部分）につなぐ。 
固画回救援車のエンジンをかけ、回転をかし高めにして、約已分間 
自車のバッテ U —を充電ずる。 

国 H 互エンジンスイッチび " LOCK " の状態でいずれかのドアを開閉 
する。（キーフ U - システム装着車） 
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5-2. 緊急時の対処法 


固画互救援車のエンジン回転を維持したまま、エンジンスイッチを 
いったん " ON " にしてか b 自車のエンジンをかける。 

固画回自車のエンジンび始動したら、ブースターケーブルをつない 
だとさと逆の順ではずず。 

ブースターケーブルを はずしたあとは、 バッテ I 」 一の +端子の カバーを 
ちとにちどして < ださい。 

エンジンびかかってを、早めにトヨタ販売店で点検を受けてくださ 
し、。 


口知識 

■バッテリーあがり時の始動について 

この車両は、押しびけによる始動はでをません。 

■バッテリーあがりを防ぐために 

♦エンジンびかかっていないとをは、ライトやオーディオの電源を切って<だ 
さい。 

♦ミま蒲などで長時間止まっているとをは、不必要な電装品の電源を切ってくだ 
さい。 

■バッテリーびあびつたとをは 

コンピューターに記憶されている情報び消去されます。バッテ U —びあびった 
とさはトヨタ販売店で点検を受けてください。 
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5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■バッ テリーの弓 I 义または爆発を防ぐために 

バッテ U —から発生する可燃性ガスに引火して爆発するおそれびありを険です 
ので、し U 下のよラに乂や乂巧び発生するよラなことをしないでください。 

♦ブースター ケーフルは正しい端テまたは接続箇所し U がに誤って接触させない 
♦ブースター ケーブルは"+’’と"一’’の端子を絶巧に接触させない 
♦バッ テ1」一付近では、喫煙したりマッチやライターなどで火を起こさない 

■バッ テリーの取り扱いについて 

バッテ1」一内には有毒で腐食性のある酸性の電解液び入っており、また関連部 
品には鉛または鉛のミ居合物を含んでいるので、取り扱いに関し、下のことを 
必ずお守りください。 

♦バッ テ U - を取り扱うときは保護メガネを着用し、液（酸）び皮膚 • 効 g • 車体 
に付着しないようにする 

♦必要し U 上に顔や頭などをバッテ1」一に近づけない 

♦誤って バッテ1」一液び身体に付着したり目に入った場合、ただちに大量の水で 
洗い、すぐに医師の診察を受ける 

また、医師の診察を受けるまで、水を含ませたスポンジや巧を患部にあててお 

< 

♦バッ テ1」一の支柱、ター5ナル、その他の関連部品の取0扱い後は手を洗5 
• お子さまをノ（ッテ U —に近づけない 


A ま意 

■ブー スターケーブルの取り扱いについて 

ブースターケーブルを接続した D、 取りはずすとさは、を却フアンやベルトに 
卷さ込まれないよラに十分ま意してください。 
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5-2. 緊急時の対処法 

オー八ーヒートしたとをは 


才ーパーヒートしたときは： 

I ミ迅动111 車ををホな場所に止め、ェアコンを止める。 

国 B 互ェンジンルームから蒸気び出ているか確認ずる。 

蒸気び出ている場合： 

ェンジンを止める。蒸気び出なくなった日、注意してボン 
ネットを開け、ェンジンを再始動ずる。 

蒸気び出ていない場合： 

ェンジンをかけたまま注意してボンネットを開ける。 

固画 固ラジェーターを却用のファンび作動しているか確認ずる。 
ファンび作動している場合： 

高水温警告巧び消灯した日ェンジンを止める。 

ファンび作動していない場合： 

すぐにェンジンを止めて、トヨタ販売店に連絡ずる。 

ェンジンび十分に;ちえてから、 
を却水の量や ラジェーター コア 
部（放熱部）のを却水漏れを点 
検ずる。 


冷却水び不足している場合は、 
;令却水を補給ずる。 

を却水び無い場合は、応急措置と 
して水を補給する。 


早めに最寄りのトヨタ販売店で点検を受けてください。 
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5-2. 緊急時の対処法 


口知識 

■才ーバーヒートとは 

し i (下の状態びオーバーヒートです。 

♦高水温警告なび点な、点滅したり、エンジン出力び化下する 
♦エンジンルームから蒸気び出る 


A 警告 

■エンジン ルーム点検中の事故やけがを防ぐために 

♦エンジン ルームから蒸気び出ている場合は、蒸気び出なくなるまでボンネット 
を開けないでください。エンジンルーム内び高温になつているため、やけどな 
どの重傷を負ラおそれびあ0ます。 

♦エンジンび かかつているとさは、手や着巧をフアンやベルトから離してくださ 
し、。 

♦エンジン 及びラジエーターび熱いラちはラジエーターキャップを開けないで 
<ださい。 

高温の蒸気や;令却水び圧力によって噴を出し、やけどなどの重傷を負5おそれ 
び友 D ます。 


A ま意 

■冷却水を 入れるときのを意 

エンジンび十分に;令えてから入れてください。 

を却水はゆっくり入れてください。 

エンジンび熱いとさに急に;令たい;令却水を入れると、エンジンび損傷するおそ 
れび友0ます。 
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5-2. 緊急時の対処法 

スタックしたとをは 


めかるみや砂地、雪道などでタイヤび空転したり埋まり込んで動けな 
<なったとさはじ TF の方法を試みて < ださい。 

居 11111エンジンを止める。パーキングブレーキをかけシフトレバー 
を P にずる。 

I ミ 3 MI 21 タイヤ前後の 十 や雪を取り除く。 

固画! 互タイヤの下に木や石などをあてびラ。 

I ミ量 dl 4 1 エンジンを再始動ずる。 

图 HE シフトレバーを D または R に確実に入れ、注意しなび日アク 
セルを踏む。 

VSC 装着車は、 TRC ■ VSC び作動して脱出しにくい場合、 TR 巳または 
VSC を停止して<ださし、。 (^ P . 130) 


A 警告 

■脱出ず るときの 警告 

前進と後退を繰り返してスタックから脱出する場合、他の車、物または人との 
衝突を避けるため周囲に何もないことを確認してください。 

スタックから脱出するとを、車び前ちまたは後ちに飛び出すおそれびあります 
ので、とくにま意してください。 

■シフ トレバーを操作ずるときは 

アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないよラに気を付けてください。 

車び急発進し、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 


A 汪意 

■ トランス S ッシヨンやその他の部品への損傷をさけるために 

♦タイヤび 空転するのを避け、エンジンを空ぶかししないでください。 
♦上記の 方法で脱出でをなかった場合、けん引による救援び必要です。 
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5-2. 緊急時の対処法 

車両を緊急停止するには 


万一、車び止ま5な<なったとさの非常時のみ、む下の手順で車両を 
停止させてください。 

ブレーキぺダ J レを両足でしっかりと踏み続ける。 

ブレーキペダルを繰0返し踏まないでください。通常よ0強い力び必要 
とな0、制動距離ち長くな0ます。 

居面！!互シフトレバーを N に入れる。 

► シフトレバーび N に入った場合 
固 画!] 減速後、車を安全な道路協に停める。 

園 H 互エンジンを停止ずる。 

► シフトレパーび N に入らない場合 

國圆 I 司ブレーキペダルを両足で踏み続け、巧能な限り減速させる。 

居 H 互エンジンスイッチを " ACC " にして、エンジンを停止ずる。 

キーフ U —システム装着車 


キーフ U —システム非装着車 


KBPA 521002 

國祖司車を安全な道路脇に停める。 
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5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■走行 中にやむを得ずエンジンを切るときは 

ブレーキの効さが悪くなり八ンドルが重<なるため、車のコント□ールがしに 
くくなり危険です。エンジンを切る前に、十分に減速するよラにしてください。 
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ま両仕様 6 


6-1. 仕様一覧 

メンテナンスデータ 
(油脂類の容量と銘柄） ...... 276 

6-2 カスタマイズ機能 

ユーヴーカスタマイズ 
機能一覧 . 283 

6-3 初期設定 

初期設定:び必要な項目 . 284 
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已 -1 .仕様一覧 

メンテナンスデータ（油脂類の容量と銘柄） 


使用ずるオイルの品質により、自動車の寿命は著しく左ちされまず。 
トヨタ車には、最も適したトヨタ純正オイル-液類のご使用をおずず 
めしまず。トヨタ純正油脂 L ソ外を使用される場合は、それぞれの油脂 
に相当ずる品質のちのをご使用ください。 


|p4 


指定燃料 

容量 [ L ] 慘考値） 

FF (前輪駆動） 

4 WD (4 輪駆動） 

無鉛レギユラーガソ1」ン 

40 

38 


I エンジンオイル 


銘柄 

エンジン 

容量 [ L ] 慘考値） 

オイルのみ 
交換 

オイルと 
オイルフィ 
ルター 
交換 

トヨタ純正モーターオイル SM 0 W -2 が 
—API SM , EC/ILSAC 白 F -4， 

SAE 0 W -20 

トヨタ純正モーターオイル SM 5 W -30 
—API SM , EC/ILSAC GF -4, 

SAE 己 W -30 

1 KR-FE 

2.9 

3.1 

INR-FE 

3.2 

3.4 


0 W -20 は最ち省燃費性に優れるオイルです。 
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■推奨エンジンオイル 

A 円規格 SM / EC 、 SL / EC か、 ILSAC 規格合格油をおずずめしまず。 
なお、 ILSAC 規格合格油の宙には ILSAC CERTIFICATION (イルサッ 
ク認証）マークびついていまず。 



n API マーク 
曰 ILSAC 認証マーク 


■ エンジンオイル推奨粘度 

下記表に基づさ、外気温に適した粘度のオイルをご使巧ください。 



-30 - 20-10 0 10 20 30 40 

外気温(で） 

KBPA 610102 


^最ち省燃費性に優れるオイルです。 

オイル粘度について： 

• オイル粘度表示の已 W は、な温時のエンジン始動特性をおしていまず。 
W の前の数値びルさいほどを場や寒を時のエンジン始動び容易にな 
りまず。 


• 已 W -30 の30は、オイル粘度の硬さをおしていまず。粘度の高いオイ 
ルは、高速または重負荷走行に適していまず。 
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[フシ 1— 夕一 


銘柄 

エンジン 

容量 [ L ] 
慘考値） 

トヨタ純正スーパーロングライフクーラント 
凍結保証温度 
濃度30。/。 -12 て： 

濃度己日％ -3 己て： 

1 KR-FE 

4.0 

1 NR-FE 

4.5 


I 才ートマチックトランス=ッシヨン 


銘柄 

エンジン 

容量 [ L ] 
(参考値’ X) 

トヨタ純正 CVT フルード TC 

1 KR-FE 

6.2 

1 NR-FE 

6.4 


* 容量は参考値です。交換び必要な際はトヨタ販売店にご相談ください。 


I リヤデイファレンシャル （4 WD 車) 


銘柄（推奨粘度） 

容量 [ L ] 慘考値） 

トヨタ純正八イポイドギヤオイル SX 
(API 白 L - 己 SAE 85 W -90) 

0.8吕 
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6-1 .仕様一! 


[トランスファー (4 WD 車) 


銘柄（推奨粘度） 

容量 [ L ] 慘考値） 

トヨタ純正八イポイドギヤオイル SX 
(API GL - 己 SAE 8己 W - 目 0) 

日.己7 


f ブレーキ 

■ ブレーキフルード 

銘柄 

トヨタ純正ブレーキフルード 2500 H 


■ブレーキペダル 


項目 

基準値 [ mm ] 

遊び 

日.己〜吕 

踏み込んだとをの床板とのすを間* 

70し U 上 


ぷエンジン回転時に294 N (30 k 卽の踏力をかけたときの床板とのすき間の最小値 

■パーキングブレーキ 


項目 

基準値（回数） 

踏みしろ 

操作力24已 N (2 已 k 旨りのときのノッチ X •数 

己〜7 


& ノッチとは、パーキングブレーキをかけるときの節度（"カチッ"という音）のこと 
です。 


車両仕様 
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|v u ブドベルト 



I ウオッシャー 


容量 [ L ] (参考値) 
2.0 


(タイヤ 


タイヤサイズ 

タイヤび;令えているとを 
の空気圧 
kPa ( k 巨/ cm 吕） 

標準タイヤ 

1已已 /80 R 1 吕 79 S 

240 (2.4) 

1目己/ 70 R 1481 S 

220 (2.2) 

応急用タイヤ 

FF (前輪駆動） 

T 115/70 D 14 

420 (4.2) 

4 WD (4 輪駆動） 

T 105/70016 

420 (4.2) 
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^ に D は 、 Light Emi 忧 n 呂 Diodes (発光ダイオード)の略で、半導体発光電子素子です。 

* :車両型式などで異なる装備やオプション装備 


[電球（バルで 


電球 

W (ワット）数 

車外 

ヘッドライト （+ Hana 仕様車、 

ディスチャージへッドライト装着車） 
八イビーム（バルブタイプ： H 目 3) 

□-ビーム（ディスチャージへッドライト： D 4 S ) 

巨己 

3己 

ヘッドライト （+ Hana 仕様車、 

八□ゲンへッドライト装着車） 

ノ V イビーム（バルブタイプ； H 目 3) 

□-ビーム（バルブタイプ； H 7) 

65 

已已 

へッドライト（標準車、 

八□ゲンへッドライト装着車） 

八イビーム/口ービーム（バルブタイプ： H 4) 

60/己己 

車幅な 

己 

フロントフォグライト* (バルブタイプ； H 8) 

35 

フ□ントち向指示兼非常点滅灯 

21 

サイドち向指示兼非常点滅な 
フェンダーに装着 
ドア5ラーに装着 

己 

LED & 

U ヤち向指示兼非常点滅灯 

21 

制動な 

LED & 

尾灯 

己 

後退灯 

16 

IJ ヤフォグライト* 

21 

八イマウントストツプライト 

16 

番号な 

己 

車内 

ルームライト 

8 

パーソナルライト 

己 

マルチトレイライト 

LED * 


6-1 .仕様一 


車両仕様 
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I ; 車両仕様 


型式 

エンジン 

駆動方式 

KGC 30 

1 KR - FE (1.日 L ガソ U ン） 

FF (前輪駆動） 

K 白 C 3 己 

4 WD (4 輪駆動） 

NGC 30 

1 NR - FE (1.3 L ガソ U ン） 

FF (前輪駆動） 













お車には、設定を変更ずることび可能な数多くの装備び付いていま 
ず。トヨタ販売店で作動などをご希望の設定に変更ずることびでさま 
ず。 

機能によっては、他の機能と連動して設定が変わるちのわあります。詳しくは卜 
ヨタ販売店へお問い含わせください。 


項目 

機能の内容 

初期設定 

変更後 

キーフ U — 

システム 
レ R 20) 

キーフ U —システム 

あ D 

なし 

イル5ネーシヨ 

ン 

レ P . 170) 

消なまでの時間 

1已秒 

7. 已秒 

エンジンスイッチ日 FF 後 
の作動 

あ 0 

なし 


已 -2 カスタマイズ機能 

ユーザーカスタマイズ機能一覽 


車両仕様 
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6-3 初期設定 

初期設定がが要な頂目 


む下の項目はバッテリーを再接続したり、メンテナンスを行ったあと 
などに、システムを正しく働かせるために初期設定び必要でず。 


項目 

初期設定び必要なとを 

参昭 

パワーウインドウ 

■バッテ U —の充電-交換後の再接続時 
-ヒューズ交換後 

P . 61 
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さ < いん 


略語一覧 . 28已 

五十音順さくいん . 287 

症状別さくいん . 300 


ナビゲーシ ヨン システムは、別冊の r ナビゲーシ ヨン システム取扱書」 
をお読みください。 


泌已 






岭 i ち—曽 

アルフアベツト巧語一覽 


アルフアベツト略語 

カタカナ表記 

4 WD 

4ホイールドライブ 

A 巨 S 

アンチロックブレーキシステム 

EDR 

イベントデータレコーダー 

EPS 

エレクト U ックパワーステアリング 

INT 

インター5ッテント 

LED 

ライトエ5ッティングダイオード 

SRS 

ヴプ u >< ンタルレストレイントシステム 

VSC 

ビークルスタビ U ティコント□ール 

TRC 

トラクシヨンコント□-ル 
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五十音順さ < いん 

五十音順さ<いん 


巧 アームレスト . 182 

アームレストポケット . 176 

アウター S ラー . 已8 

アクセサリーソケット . 181 

アンチ□ックブレーキ 

システム . 129 

アンテナ . 168 

ィグニッション 

スイッチ . 1001103 

イベントデータ レコーダー . 24已 

イル S ネーテッドエントリー 

システム . 170 

インナー S ラー . 57 


巧 ウインカー 


W 数 . 

.28] 

電球の交換 . 

.200 

レバー . 

.108 

ウインドウ 


ウオッシヤ ー.. 12己. 

127 

パワーウインドウ .... 

,...61 

U ヤウインドウ 


デフ オッ ガー...………… ...... .... 

.] 已巨 

ウインドウ□ックスイッチ . 

....61 

ウオーーングライト . 

.246 

ウオッシヤー 


液の捕給 . 

PP 9 

スイッチ .125. 

127 

タンク容量 . 

P 只厂) 

をの前の準備■点検 . 

.136 

運転 


寒;令時の運転 . 

.136 

正しい 姿勢.……….…………. ..... 

....69 

手順 . 

....90 

運転席シートベルト 


非着用 警告 打 . 

.248 
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五十音順さ < いん 


巧 エァつン 

オートエアコン . 142 

マニュアルエアコン . 150 

フィルターの交換 .23] 

エァバッグ 

SRS エァバッグ . 71 

一般的な警告 . 76 

おモさまのためのミち意 . 76 

カーテンシールドエアバッグに 
関ずる警告 ....... ……………………77 

カーテンシールドエアバッグの 

作動条件.…… . ……………...73 

改造-分解 . 79 

警告口 . 247 

サイドエアバッグに 

関する警告 . 77 

サイドエアバッグの 

作動条件 . 73 

作動条件………… ............... ………..72 

正しい姿勢…………………………….巨9 
配置.…… ...................................... 71 

エコドライブインジケーター 
エコドライブインジケーターの 

表お切り替え………… .. 118 

環境にやさしい運転 ..................91 

エレクトリックパワー 
ステアリング . 129 


エンジン 

イグ ニッシ ョン 

スィッチ . 1001103 

エンジンびかからない .26] 

エンジン警告灯 . 247 

エンジンスイッチ. ..... ...100,103 

オーバーヒート .................... .…270 

かけち.…………….…… ..... 100,103 

ボンネット ... 1日4 

エンジンイモビライザー 

システム . 68 

エンジンオイル 

冬の前の準備-点検 . 136 

容量 . 276 
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五十音順さ < いん 


S ォィル 

油脂類の容量と銘柄............... 276 

応急巧タイヤ 

空気圧 . 280 

スペアタイヤ . 2巳0 

オーディオ 

CD プレーヤー . 162 

アンテナ . 168 

オーディオ .] 已8 

調整.………… . 167 

ラジオ..... ... 160 

オートエアコン . 142 

オートマチックトランスミッション 
オートマチックトランス 

ミッション . 1〇已 

シフトレバーび 

シフトでさない . 263 

オートレべリングシステム . 122 

才ーバーヒート（エンジン） ....... 270 


才ーソ少一 

給油 □. 64 

ボンネット . 194 

オープントレイ . 177 

お子さまの安全のために 

ウインドウ □ッ クス イッチ.…… 6] 
エアバッグに関する警告 ....... ....76 

お子さまのシートベルト 
着用………. ................................ .已3 

シートベルトに関する警告 ....... 已4 

チャイルドシート ... .…80 

チャイルドシートの固定.……… .8] 

チャイルドプ□テクター . 31 

電子 カー ドキーの 

電池に関する警告 . 228 

バッテリーに関する警告 ........ 269 

パワーウインドウに 

関する警告 . 63 

オドメーター . 117 
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五十音順さ < いん 


Q 9 力-テンシ-ルドエアバッグ ........ 71 

外気温表示 . 117 

買い物フック . 183 

カスタマイズ機能 . 283 

ガソリンスタンドでの情報 . 304 

カップホルダー . 17 已 

ガレージジャッキ . 197 


百キ- 


エンジンスイッチ.....… 100, 103 

キー . 18 

キーナンバー . 18 

キーレスエント U —..........27 

キーを無< した . 264 

電モカードキー . 18 

電モ カー ド キーび 

正常に働かない . 26已 

メカニカルキー . 19 

ワイヤレスドア□ック ............... 27 


キーフ U — システム 

エンジンの始動 . 100 

ドアの施錠-解錠 . 21 

給油 □ . 64 

緊急時の対処 

エンジンびかからない...………3臣] 
オーバーヒートした.……………370 

キーを無くした... .. 3巨4 

警告なびついた..………… ..........24 目 

けん弓し.…. ....... .……………………238 

シフトレバーび 

シフトでさない…………………3臣3 
車両を緊急停止 

するには . 273 

スタックした . 272 

電子 カー ドキーび 

正常に働かない . 2巨巳 

発炎筒 . 236 

バッテリーびあびった.… ........ 267 

パンクした..……… . 2已〇 
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五十音順さ < いん 


日 空気圧（タイヤ） . 280 

空調（エアコン） 

オートエアコン . 142 

フィルターの交換 . 23] 

マニュアルエアコン . 150 

区間距離計 . 117 

曇り取り 

フ□ントウインドウガラス…. ]4 已 
U ヤウインドウ 

デフォツガー. .......................] 已6 

0計器 

；>< ーター...… .. 111 

警告打 

SRS エァバッグ…..……….…… 247 
アンチ□ツク ブレーキ 

システム . 247 

運転席シートベルト非着用.… 248 


エンジン . 247 

エンジンオイル圧力 . 246 

エンジン;令却水温 . 246 

キーフ U —システム . 249 

充電 . 246 

ディスチャージへッドライト 
才ートレべリング ........ .……..247 

燃料残量 ... 248 

パワーステアリング . 247 

半ドア.… ... 248 

プ U テンシヨナー . 247 

プレーキ..…...… . 246 

警告ブザー 

運転席シートベルト非着用....248 

キーフ U —システム . 2已 

キー抜さ忘れ . 104 

ブレーキ . 246 

ライト消し忘れ . 122 

化粧用ミラー . 180 

けん弓1 . 238 
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五十音順さ < いん 


马交換 

タイヤ.…. ....... 2已〇 

電球 . 200 

電モ カー ド キーの 電池 . 22已 

ヒューズ . 218 

工具 . 250 

後退灯 

W 数 .28] 

電球の交換 . 200 


巧 サイド王アパック’ . 71 

サイドターンシグナルライト 

W 数 .28] 

電球の交換 . 200 

レバー . 108 

サンバイザー . 179 
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五十音順さ < いん 


n シ-卜 

正しい姿勢……..…… ............. 

チャイルドシートの固定.… 

手入れ . 

フ□ントシートの調整 ........ 

フ□ントシートの調整に 

関する警告 . 

へッド’レスト . 

IJ ヤシートの調整 . 

IJ ヤシートの調整に関ずる 
警告.. .................................. 

シートベルト 

おモさまの着用.…....……….. 
緊急時シートベルト 

固定機構 . 

シートベルト警告口 . 

シートベルト 
プ U テンシヨナー . 

清掃-手入れ….…… ............. 

正しい着用..…… .... 

チャイルドシートの固定.… 

調整….. .. 

妊娠中のかたの着用 ........... 

シー トベルト 
インフオ メー シヨン 
表示口 . 


...69 

...81 

189 

...37 

...38 

...48 

...39 

...4 已 

...己3 

...己2 
248 

...己2 
189 
...己0 
...80 
...己0 
...己2 


114 


室内巧 

W 数 .28] 

スイッチ . 170 

シフトレバー 

オートマチックトランス 
ミッシヨン… .......................... 1〇已 

シフトレバーび 

シフトでさない………………… 3 臣 3 
ジャッキ 

ガレージジャッキ. . ....197 

車載ジャッキ.……… .. ..2已〇 

ジャッキ八ンドル . 250 

車幅巧 

W 数 .28] 

電球の交撰 . 200 

ライトスイッチ . 120 

車両型式 . 282 

車両仕様 . 276 

収納装備 . 171 

初期設定 . 284 

助手席シートアンダートレイ ...... 178 
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五十音順さ < いん 


目 水温表示灯 . 114 

スイッチ 

VSC OFF . 130 

イグニッシヨン 

スィッチ . 1001103 

ウインドウ□ックスイッチ ....... 61 

エンジンスイッチ ........ 100,103 

八ヴードライトスイッチ ........ 23已 

パワーウインドウスイッチ ....... 61 

非常点滅なスイッチ………. ..... 23已 

フォグライトスイッチ ............ 123 

フ□ントワイパー 

デアイサ ー..…… . ] 已7 

ライトスイッチ . 120 

ワイパー&ウォッシヤー 

スイッチ . 12巳，127 

スタック 

スタックした . 272 

ステアリングホイール 

調整........ .....................................56 

スピードメーター . 111 

スペアタイヤ（応急用タイヤ） 

空気圧………. .... 2召0 

収納場所. .................. .…… ......... 2已〇 

スペック . 276 


巧清掃 

外装 . 186 

シートベルト . 189 

内装 . 189 

制動巧 

W 数.… . ...281 

電球の交換………….. . 200 

積算距離計 . 117 

洗車 . 186 

前照巧 

W 数..… . . .. ....281 

スイッチ..…… . ....120 

ディスチャージへッドライトに 

関する警告 . 217 

電球の交換 . 200 

センター□アボックス . 17己 
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五十音順さ < いん 



ち 


速度計 . 111 

タイヤ 

応急用タイヤ . 250 

空気圧 . 280 

交換 . 250 

チェーン . 136 

点検 . 191 

ノくンクした.…………………………2已〇 
冬用タイヤ…….. ....... .…… ......... 136 

□—テーション..…… ............... 191 

チェーン（タイヤチェーン） ....... 136 

チェンジレバー（シフトレバー） 

オートマチックトランス 

ミッション . 1〇已 

シフトレバーび 

シフトでさない . 263 

チャイルドシート 

ISOFIX バーでの固定..…… ........82 

シートベルトでの固定…….... ..... 81 

チャイルドプ□テクター . 31 

駐車ブレーキ . 109 


ツ ー J レ . 吕已〇 

手入れ 

外装 . 186 

シートベルト . 189 

内装………….. ... ......189 

テールランプ 

W 数.…..… ...........................281 

スイッチ...... ......................... ....120 

電球の交換………….. . ..200 

デッキサイドポケット . 178 

電球 

W 数 .28] 

交換 . 200 

電子 カー ド キー 

正常に働かない . 26巳 

電池交換 . 22巳 


29已 
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五十音順さ < いん 


日 

ドアガラス..…………………… ..... ...巨] 

ドアミラー . 已8 

ドア□ック .20. 27. 30 

ドアガラス . 61 

ドアミラー 

調整 . 58 

盗難防止システム 

エンジンイモビライヴー 


システム 
時計 . 



トラクシヨンコント□ール 
卜 U ップ メーター . 

ナビ ゲーシヨ ンシステムX’ 


荷物 

積むとさのを意 


..68 

111 
129 
117 


134 


巧 燃費表示機能付ディスプレイ ..... 117 
燃料 


ガソ U ンスタンドでの情報.. 

..304 

を。油 . 

…64 

a 類 . 

..276 

燃料計.…...……….…. ................ 

..111 

............. 

..276 


E 八イ7ウントストップライト 


W 数.……. ...28] 

交換 . 200 

パーキングブレーキ . 109 

八ザードライトスイッチ . 23己 

パーソナルライト 

W 数…..……... ..28] 

発炎筒 . 236 

パックアップライト 

W 数 ……………….............. ....... … 28] 

電球の交換 ... ..200 

ジクドア . 33 

バッテリー 

バッテリーびあびった . 267 

冬の前の準備点検 . 136 

バニテイミラー . 180 

バルブ 

W 数 .28] 

交換 . 200 

パヮーウインドウ . 61 

パンク 

パンクした.….......... .. ..2 已〇 

番号灯（ライセンスプレートランプ） 

W 数.…………………….…… .28] 

電球の交換…………………………. 200 

八ンドル 

調整 . 巳日 
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五十音順さ < いん 


QS ビ-クルスタビリティ 

コント□ール . 129 

非常点減灯 . 23 已 

ヒーター 

オートエアコン . 142 

マニュアルエアコン . 150 

尾灯 

W 数 .28] 

スイッチ . 120 

電球の交換…….……… ...............200 

ヒューズ . 218 

表示口 . 113 


フ□ントシート 

調整 . 37 

フ□ントターンシグナルライト 

W 数 .28] 

電球の交換 . 200 

レバー.…………………....... ...... ....108 

フ□ントフォグライト 

W 数…..……..…… ................... ....281 

スイッチ.....…………........ ...... ....123 

電球の交換………….. . ..200 

フ□ントワイパーデアイサー ...... 157 


回 フォグライト 

W 数 .28] 

スイッチ . 123 

電球の交換 . 200 

フック 

けん弓 I フック..……………………. 238 

フューエルポンプ 

シャットオフシステム . 244 

冬用タイヤ . 136 

ブレーキ 

パーキングブレーキ...……......10曰 

ブレーキアシスト . 129 

フ□ァマット . 184 

フ□アトレイ . 177 



& :別冊「ナビゲーシヨンシステム取扱書」を参照<ださい。 
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五十音順さ < いん 


へッドライト 

W 数.... . 281 

スイッチ . 120 

ディスチャージへッドライトに 

関する警告 . 217 

電球の交換 . 200 

へッ ドレスト 

調整 . 48 

巧 ホイール . 191 

ち向指示灯 

W^.........................................28] 

電球の交換…………….…… ...... …200 

レバー . 108 

ボトル ホルダー . 174 

ホーン（警音器) . 110 

ボンネット . 194 


巧 マニュアルエアコン . 1已〇 

マルチトレイ . 177 

巧ミラ- 

インナー S ラー . 巳 7 

ドア S ラー..…………………. .......... 已8 

バニティ S ラー . ....180 

巧 メ- 夕-........... ......................... ....111 

メンテナンス 

メンテナンスデータ..…. . 27 目 

巧 ユ-ザ-カスタマイズ機能 . 283 

油脂類 . 276 
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五十音順さ < いん 


巧 ライセンスプレートライト（番号灯) 


W 数....… ............. …… .........281 

電球の交換 . 200 

ライト 

W 数 .28] 

室内口 . 169 

電球の交換 . 200 

パーソナルライト . 170 

ノ、ザード'ライト . 23已 

非常点滅な…….……… ............ …23己 

フォグライト . 123 

へッ K ライト . 120 

ち向指示灯 . 108 

ルームライト . 170 


QI :令却水 

冬の前の準備-点検 . 136 

容量 . 278 

:令却装置 

エンジンオーバーヒート ........ 270 

巧 ワイドフリ-ラック........... ...... ....177 

ワイ パー 

スイッチ…….….....………]2己. 127 

ワイパーデアイサー . 1 已 7 

ワイヤレスドア□ック 

電池交換…………..……..………… .22 巳 
リモコン . 27 


0リヤウインドウデフォッガ - 


momo ) . 156 

リヤシート 

調整......……. . ......39 

前倒し….. .....................................40 

リヤターンシグナルライト 

W ^.......................... …… .........281 

電球の交換……….………… ......... 200 

レバー.………............. ............... 108 

IJ ヤフォグライト 

W 数 .28] 

スイッチ . 123 

電球の交換 . 200 

巧 ル-ムライト 

W 数 .28] 

スイッチ . 170 
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症状別さくいん 

症が別を<いん 


タイヤびバンクした 



バンクしたと去は 


エンジンびかからない 


P . 261 

エンジンびかからないとさは 

P . 68 

エンジンイモビライヴーシステム 

P . 267 

パッテリーがあびったときは 


シフトレバーび動かない 



シフトレバーがシフトでさないとを 
は 


高水温警告灯び点灯した 


エンジンルームから 

蒸気び立ちのぼった 



オーバーヒートしたとさは 


キーを な< した 



キーを無くしたとさは 
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症状別さくいん 


八'ッテ U —びあびった 


P .267 


バッテ U —びあびったとさは 


ドアが施錠でさない 


めかるみや砂地などで \ 

動けなくなった ノ 

P .272 

スタックしたとさは 


警告打び点好、点滅した \ 

P .24 目 

警告打びついたとさは 
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症状別さくいん 



(©) 


フレーキ警告灯 

P. 吕4已 


@ 


シフトポジション表示な 
(点滅） P. 247 


己 


充電警告灯 


ス U ップ表示なと 

P. 24色 

VSC OFF 表示灯* 

油圧警告灯 

または 

VSC 


P. 246 

OFF 

P. 247 


0 


エンジン警告打 

P. 247 


を 


半ドア警告灯 


P. 248 


が 

SRS エアバッグ/プ U テン 
シヨナー警告打 P. 247 

(©) 

A 目 S 警告口 

P. 247 

@! 

パワーステアリング 

警告な P. 247 

補 D 

ディスチャ-ジヘッドラ仆才- 

トレべリング警告口 P' 247 


ぶ 

運転席シートベルト非着 
用警告灯 P. 248 

同 E 

燃料残量警告な 

P. 248 


高水温警告な 

P. 24日 


* :ス U ップ表示打は点なし、 
VSC OFF 表示なは点滅 
します 
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症状別さくいん 


警告音び鳴った > 

■警告巧び点な、点滅している（一 P . 24日） 

■警告巧の点な、点滅びないとさは、 LU 下のことを確認ください。 


お車の状況 

鳴ったとさの状況 

参照ページ 

停車/駐車中 

ドアを開けたとを 

R 2己 

走行中 

シフトレバーを R にしたとを 

P . 107 

ブレーキを踏んだとを 

P . 98 
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ガソリンスタンドでの情報 

給油や交換などの際に必要になる項目をまとめてあります。 


徹由 □ 


P. 194 P. 64 



燃料の容量 
(参考値） 

FF (前輪駆動）： 40 L 

4 WD (4 輪駆動）： 38 L 

燃料の種類 

無鉛レギュラーガソ U ン P . 已己，27已 

タイヤが;令えている 
とさの空気圧 

1己巳/ 80 R 1 3 79 S : 240 (2.4) kPa ( kg / cm ^) 

1已己/ 70 R 14 81 S ： 220 (2.2) kPa ( kg / cm ^) 

エンジンオイル容量 
(参考値） 

オイルのみ交換時 

1 KR - FE エンジン車： 2.9 L 

1 NR - FE エンジン車： 3.2 L 
オイルとフィルター交換時 

1 KR - FE エンジン車： 3.1 L 

1 NR - FE エンジン車： 3.4 L 

エンジンオイルの種 
類 

トヨタ純正モーターオイル 

- SM 己 W -3 日 （ A 円 SM , EC / ILSACGF -4, SAE 已 W -3 日） 

- SM 0 W -2 日 （ A 円 SM , EC/ILSAC 白 F -4 ，SAE 日 W -20) 
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お問い合わせ、ご相談は 
下記へお願いいたしまず。 

トヨタ自動車株式会社お客様相談センター 

を国共通 • フ U — コール 

固 0800-700-7700 

オーフン時間 3 目日日目;孤〜 18; 日日 


戸斤在地〒4加- 0002 名ち屋市中村区名駅四 T 目10の27 

第二豊田ビル西館7階 

「個人情報保護方計」については、 
http://WWW. toyota.co. jp にて掲載しております。 


1-3 巧白動軍巧巧会巧 

http://toyota.Jp 
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